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＝ニヱジアに雄,飛皀す■る青年に期.待一

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
わ
が
国
の
国
際

的
貢
献
が
、
よ
り
具
体
的
な
課
題
を
担
わ
さ

れ
る
条
件
も
着
々
と
熟
し
て
き
て
い
る
、
そ

れ
は
単
に
交
易
関
係
の
充
実
、
資
金
の
提
供

に
止
ま
ら
ず
、
技
術
の
移
転
、
人
材
開
発
へ

の
積
極
的
寄
与
に
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
協

調
関
係
の
強
化
で
あ
る
。

わ
が
国
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
資
金
規
模
に
お
い
て

世
界
経
済
を
支
え
る
三
つ
の
軸
の
一
つ
で

あ
る
ア
ジ
ア
軸
は
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
○

年
代
に
入
っ
て
順
調
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
軸
、
Ｅ
Ｃ
軸
に
見
劣
り
し
な
い
ば

か
り
か
、
そ
の
発
展
の
可
能
性
か
ら
み
て
、

今
世
紀
末
、
更
に
来
世
紀
に
か
け
て
、
他
の

二
軸
を
凌
駕
す
る
強
力
な
軸
と
な
っ
て
い
く

こ
と
も
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

巻
頭
言
Ｉ
●

は
ト
ッ
プ
を
極
め
な
が
ら
も
、
人
材
面
の
寄

与
に
関
し
て
は
著
し
く
見
劣
り
す
る
と
い
う

現
状
の
批
判
は
、
い
ま
な
お
説
得
的
で
あ
る

し
、
経
済
援
助
の
歴
史
が
浅
い
故
と
す
る
弁

明
は
納
得
的
で
は
な
い
。
近
年
、
海
外
青
年

協
力
隊
へ
の
応
募
が
増
加
し
た
の
は
、
国
内

の
雇
用
情
勢
変
化
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
と
す

る
解
説
記
事
を
見
た
時
、
そ
う
で
あ
っ
て
欲

し
く
な
い
と
思
う
。

先
般
、
京
都
で
開
催
さ
れ

た
大
学
人
会
議
で
、
大
学
の

使
命
は
環
境
問
題
に
関
す
る

認
識
を
高
め
る
こ
と
、
環
境

問
題
に
取
組
む
人
材
を
多
数

育
成
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ

る
と
す
る
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
組
み
の
中
か
ら
海
外
に
雄

飛
す
る
活
力
あ
る
青
年
が
続
々
と
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
環
境
問

題
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ

ル
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
降
矢
憲
二

39…国際人ロ・開発会議に向けて一女'性．環
境・人ロ移動一
●堂本暁子<参識院鯛員＞

43･･･民族問題の構造一人ロ・開発問題の障害一
●楠本修くＡＰＤＡ主任研究員＞

60…にゅうすふぉ－らむ
●カイロ宣言へ準備会合開幕●発展が．〆不足
もたらす・未婚女性増えてます・人エ中絶「倫
理の欠如●４人に１人未婚の母持つ●人ロ増な

しで地方活性化●400万人を超す幼児死亡／他

１…巻頭言・アジアに雄飛する青年に期待

２…北東アジアにおける人ロ転換と開発
●王勝今<中国.吉林大学教授＞

９…インド．マレーシア人ロ・開発溌員団

が訪日一ＡＰＤＡの招きで￣

16…中国の少子化政策一ﾈｯｸは盲流と少数民族一
●石橋武之<毎日新聞社人ロ問題調査会＞

23…プレップコムⅡＩ評価された日本国国会

議員の熱意一国際人ロ．開発会鯛最終準備会鰯
●南野知惠子<参鯛院蟻員＞

38…桜井新理事が入閣･環境庁長官に

■国際人ロ・開発鯛員会議（ｌＣＰＰＤ）５９／■Ａ・Ｐ

．、。Ａ賛助会員二入会のお願い(特典)75／■本協会実

施調査報告香及び出版物76／■Ａ・Ｐ．、.Ａ日誌79／
■表紙説明80／■編集後記8０ Ｉ
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北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

一
九
八
九
年
の
マ
ル
タ
合
意
に
よ
る
米
ソ

超
大
国
間
の
冷
戦
の
終
結
や
中
国
の
市
場
経

済
化
に
よ
っ
て
、
北
東
ア
ジ
ア
国
家
間
の
緊

張
は
薄
れ
、
平
和
的
共
存
と
経
済
的
協
力
を

標
桧
し
た
実
り
あ
る
関
係
へ
と
可
能
性
が
開

か
れ
た
。
こ
れ
は
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
と
い

う
構
想
で
あ
る
。
地
域
的
限
定
は
中
国
、
日

本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
極
東
ロ
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
を
含
む
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
。
中

国
の
場
合
は
全
土
で
は
な
く
東
北
三
省
に
限

定
さ
れ
る
。

●
は
じ
め
に

八
回
輯
換
と
圃
露

人
壁臺~電灘北

東
ア
ジ
ア
地
域
は
地
理
的
、
歴
史
的
、

文
化
的
に
、
ま
た
相
互
補
完
的
な
経
済
開
発

構
造
を
持
っ
て
い
る
と
同
時
に
人
口
転
換
の

段
階
と
産
業
構
造
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た
め
に
、

さ
ら
に
大
き
な
経
済
の
発
展
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
人
口
総
数
は
お
よ
そ
三
億
人
で
、

教
育
レ
ベ
ル
、
技
術
レ
ベ
ル
、
衝
金
格
差
、

そ
し
て
産
業
転
換
の
異
な
っ
た
段
階
に
必
要

と
さ
れ
る
労
働
力
の
存
在
と
い
っ
た
意
味
で

の
人
間
資
源
の
多
様
な
相
互
補
完
性
が
み
ら

れ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
労
働
力
が
豊
富
な

中
国
東
北
部
と
北
朝
鮮
は
、
日
本
か
ら
は
先

端
技
術
を
、
韓
国
か
ら
は
、
よ
り
高
度
な
技

一一一一

１
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

人
ロ
転
換
過
程
の
段
階
性

ア
ジ
ア
に
お
い
て
人
口
転
換
が
最
も
早
く

完
了
さ
れ
た
の
は
日
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

術
を
持
つ
労
働
力
と
産
業
・
技
術
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
経
済
は
、
中
国
東

北
部
の
豊
富
な
農
産
物
と
労
働
力
と
資
源
、

そ
し
て
大
量
の
余
剰
資
本
（
日
本
・
韓
国
）

と
が
う
ま
く
結
合
し
、
急
速
に
発
展
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

中国・吉林大学教授

王勝今

２



北東アジアにおける人ロ転換と開発

1945年５月生まれ。’982年吉林大学大学院
国際政治研究科修士。８４年日本大学大学院経
済学研究科修士。８８年アジア経済研究所客員
研究員。1990年中国人ロ学会理事。９２年ＵＮ
ＤＰ図椚江開発北京会譲に中国政府代表とし
て出席。９３年中国アジア・太平洋学会常務理
事。現在吉林大学教授・社会学部長・人ロ研
究所長。９３年１２月から金沢大学経済学部外国
人教官に１年間の任期で就任。

〈主な著替＞

『中国人ロ増加の分析』（日本語版)日本時潮
社１９８４

「日本の人口と社会』吉林省日本社会学研究
会Ｉ９８５

ｒ吉林省出産力と生活水準の研究』吉林省計
画生育委員会I986

r中国東北地域の人口と経済開発の調査研勤
（主編）吉材大学出版社’987

ｱ東北都市人ロと生活水準の調査研究』（主編）
中国北方出版社１９８８

『人ロ社会学」吉林大学出版社１９８８

｢中国都市人口と生活水準」（共著)アジア経
済出版社１９９４論文を多数発表

’
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
七
年
の
一
○
年
間

に
異
例
的
な
速
度
で
達
成
さ
れ
た
。
日
本
の

人
口
転
換
完
了
後
、
若
干
の
期
間
を
経
て
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
韓
国
と
い
っ

た
周
辺
諸
国
や
地
域
に
お
い
て
人
口
転
換
が

急
速
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
黒
田
俊
夫
教
授

は
、
こ
の
人
口
転
換
の
伝
播
過
程
を
「
人
口

転
換
波
及
説
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
人
口

転
換
の
最
終
段
階
へ
の
開
始
時
期
を
例
に
と

る
と
、
日
本
は
一
九
四
七
年
で
あ
っ
た
が
、

香
港
で
は
一
四
年
後
の
一
九
六
一
年
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
一
七
年
後
の
一
九
六
四
年
、
中

国
は
二
二
年
お
く
れ
て
一
九
六
九
年
で
あ
っ

た
。
特
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
国

や
地
域
の
出
生
率
低
下
が
日
本
と
全
く
同
じ

一
○
年
間
で
半
減
し
て
い
る
一
一
と
で
あ
る
。

い
て
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ

１
ル
を
除
い
て
大
部
分
の
国
で
は
人
口
転
換

は
な
お
一
般
に
著
し
く
お
く
れ
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
東
ア
ジ

ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
人
口
転
換
の
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
段
階
に
あ
っ
て
完
成
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経

済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
条
件
と
人
口
政
策

的
努
力
の
結
果
と
し
て
異
な
っ
た
人
口
転
換

し
か
し
、

こ
の
人
口
転

換
の
進
行
状

態
あ
る
い
は

低
出
生
、
低

死
亡
の
達
成

の
度
合
は
国

ご
と
に
見
る

と
著
し
い
差

異
が
認
め
ら

れ
る
（
表
１

参
照
）
。
北
東

ア
ジ
ア
に
お

い
て
は
、
モ

ン
ゴ
ル
を
除

表１ 北東アジアの諸国における人ロ転換指数

北東アジア

ﾛ本

韓同

中国

北朝鮮

モンゴノレ

東南アジァ

シンガ゛ポール

タイ

マレーシァ

インドネシア

フイリピン

５
２
８
２
４
７

■
■
●
▲
●
■

１
１
１
２
２
４

79.0 1.00

0.99

０．８８

０．８８

０．８５

０．５４

7７．９

7０．６

7０．９

7０．７

6３．４の
段
階
を
示
し
て
い
る
。

北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
日
本
、
韓
国

は
ほ
ぼ
出
生
力
転
換
を
完
了
し
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は

置
換
水
準
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
。
人

口
転
換
指
数
も
一
・
○
○
な
い
し
一
・
○
○

に
近
い
高
い
指
数
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

モ
ン
ゴ
ル
の
○
・
五
四
を
除
く
と
そ
れ
ぞ
れ

高
い
Ｄ
Ｔ
Ｉ
を
示
し
、
人
口
転
換
の
完
成
に

接
近
し
つ
つ
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

こ
の
よ
う
な
転
換
に
比
べ
て
、
東
南
ア
ジ
ア

８
２
５
０
０

◆
■
●
●
■

１
２
３
３
４

7４．５ ０．９０

ｑ８５

０．７５

０６８

０．６３

6８．１

7０．７

6０．１

6４．９

資料：合計統i汁出生率および出生時平均余命は‘･l992ESCAPPopuIation
DateSheel,､

備考：人口転換指数(demofraphictransitionindex)は次の式による。
DTI＝(〕５〔(7.6-TFR)/５５〕＋0.5〔１－（79-eo）／36〕ＴＦＲは
Ｙｅｍｅｎの7.6を鰻高とし、低下して置換水準の2.1に達するものと仮
定。出生時平均余命はそれぞれの国の平均余命か最高79年（日本）に
到達するものと仮定。ＴＦＲが置換水準およびそれ以下に達した時の
人ロ転換貢献度を0.5、また出生時平均余命が79年に達した時、その
人口転換貢献度を0.5と仮定してある。

注：人口繊換指数は黒田俊夫教授によって計算されたものである。
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〔写真・左〕吉林省長春、第 自動車エ場
を
さ
ら
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
各
国
の
産
業
部
門
別
構
成
や
産
業
別

の
労
働
力
比
率
を
見
る
と
（
表
２
、
表
３
、

表
４
参
照
）
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

明
瞭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

北
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
地
理
的
、
文

化
的
要
因
に
加
え
て
貿
易
面
に
お
け
る
相
互

依
存
性
や
人
口
交
流
の
増
大
は
、
近
隣
諸
国

間
に
お
け
る
経
験
の
相
互
的
影
響
が
生
ず
る

の
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
の
中

に
は
出
生
力
行
動
と
い
っ
た
人
口
要
素
も
含

ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
あ
る
国
の

人
口
増
加
率
が
低
下
し
、
維
済
増
加
が
加
速

化
し
、
高
度
化
し
て
き
た
時
、
人
口
・
産
業

転
換
が
お
く
れ
て
い
る
が
、
低
虚
金
労
働
力

が
豊
富
で
あ
り
、
ま
た
望
ま
し
い
投
資
機
会

が
予
想
さ
れ
る
近
隣
諸
国
に
着
目
す
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
投
資
を
受
け

入
れ
る
開
発
途
上
国
で
は
、
人
口
転
換
に
直

接
、
関
接
的
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
幾
多
の

変
化
が
発
生
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
日
・
韓
両
国
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス

は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
経
済
発
展
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
人
口
・
産
業
転

換
の
波
及
効
果
は
、
地
域
別
で
見
る
と
、
一

九
六
○
年
代
か
ら
一
九
七
○
年
代
後
半
に
か

け
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
影
響
を
与
え
、
波

及
さ
れ
た
と
言
え
ば
、
一
几
八
○
年
代
後
半

か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
、
中
国
、
北
朝

鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
に

影
響
し
、
波
及
す
る
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
上
、
一
九
六
○
年

代
日
・
韓
両
国
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
は
、
時
期

的
に
三
○
年
後
の
中
国
に
お
い
て
全
く
同
じ

事
を
繰
り
返
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

北
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
地
理
的
に
は
近
隣

国
で
あ
る
し
、
歴
史
的
に
は
遺
産
を
共
有
し

て
い
る
し
、
ま
た
文
化
的
に
も
類
似
性
を
持

つ
と
こ
ろ
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
に
前
述
し
た
相
互
作
用
あ
る
い
は
そ
の

３
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

人
ロ
・
産
業
転
換
の
波
及

１
日
・
韓
か
ら
中
・
朝
・
藻
へ
Ｉ

波
及
効
采
が
事
実
上
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
を

阻
ん
だ
の
は
、
あ
く
ま
で
も
国
家
間
に
長
い

間
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
政
淌
的
、
箙
事
的

対
立
で
あ
っ
た
。
思
想
の
対
立
や
軍
事
的
な

壁
に
よ
っ
て
、
政
府
は
中
央
計
画
的
な
経
済

に
よ
っ
て
市
場
経
済
の
導
入
を
遮
断
し
、
前

述
の
よ
う
な
相
互
作
用
の
発
揮
は
妨
げ
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
波

が
押
し
寄
せ
、
政
治
的
、
軍
事
的
緊
張
が
緩

和
し
、
ソ
連
の
崩
峻
、
中
国
の
門
戸
開
放
及

び
市
場
経
済
の
導
入
等
す
べ
て
が
結
び
つ
い

て
、
北
東
ア
ジ
ア
の
国
や
地
域
す
べ
て
の
経

済
活
動
を
刺
激
し
た
。
こ
れ
は
、
言
わ
ば
北

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
・
産
業
転
換
の
伝

播
す
る
地
域
環
境
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性

が
提
供
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国

際
環
境
の
変
化
及
び
近
年
の
地
域
経
済
・
技

術
交
流
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
人
口
・
産
業
転

換
の
相
互
作
用
の
時
期
を
迎
え
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
日
・
韓
両
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で

明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
長
い
間
日
本
で

盛
ん
だ
っ
た
繊
維
工
業
が
、
人
口
転
換
の
過

程
が
末
期
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
激

６
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均
一
》
ぜ

，好一一》一一一

に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。

繊
維
の
生
産
に
か
か
る
高
い
賃
金
は
、
も
は

や
日
本
で
は
受
容
し
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
労
働
年
齢
に
あ
る
労

働
力
の
不
足
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

労
働
力
の
質
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
低
い
貸

金
で
昔
な
が
ら
の
き
つ
い
労
働
に
従
事
す
る

人
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し

て
繊
維
工
業
は
、
そ
の
当
時
な
お
人
口
転
換

の
過
程
の
初
期
の
段
階
に
あ
り
、
低
い
貸
金

で
豊
富
な
労
働
力
が
供
給
で
き
、
し
か
も
日

本
か
ら
地
理
的
に
近
い
鮴
国
へ
と
移
っ
た
の

で
あ
る
。

中
国
の
改
革
開
放
と
市
場
経
済
化
に
伴
っ

て
、
か
つ
て
日
・
韓
両
国
間
に
見
ら
れ
た
こ

と
は
、
今
日
、
中
・
日
ま
た
は
中
・
韓
と
の

経
済
交
流
に
お
い
て
す
で
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
東
北
三
省
に
絞
っ
て
見
て
も

遼
寧
省
の
大
連
は
中
・
日
産
業
合
作
の
モ
デ

ル
ヶ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
吉
林
省
の
延

辺
は
中
・
韓
産
業
合
作
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の

一
つ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

日
・
韓
の
対
東
北
三
省
の
企
業
進
出
は
、
そ

の
産
業
移
転
及
び
安
い
労
働
力
が
求
め
ら
れ

る
と
同
時
に
、
東
北
三
省
の
就
業
問
題
も
解

決
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
三
資
企
業
」

の
進
出
増
加
に
よ
っ
て
、
女
性
労
働
者
の
割

合
が
年
々
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
出
生
力
行
動
と
い

う
人
口
要
素
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
北
朝
鮮
、

モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
も
、
も
は
や
開
始
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。

中
国
東
北
三
省
に
お
い
て
は
、
市
場
維
済

化
に
伴
い
、
遼
來
半
島
開
発
、
三
江
平
原
農

業
総
合
開
発
、
図
椚
江
デ
ル
タ
国
際
共
同
開

発
等
世
紀
を
跨
る
大
き
な
開
発
計
画
を
制
定

し
た
の
で
あ
る
。
近
年
、
日
本
、
韓
国
、
香

港
、
台
湾
の
投
資
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

と
い
う
の
は
東
北
三
省
は
巨
大
市
場
に
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て

門
戸
を
固
く
閉
ざ
し
て
い
る
と
ほ
と
ん
ど
に

思
わ
れ
る
が
、
一
九
八
○
年
代
（
特
に
八
○

年
代
後
半
）
以
来
、
経
済
は
徐
々
に
開
放
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
四
年
九

月
合
弁
法
の
公
布
、
さ
ら
に
一
九
九
一
年
一

二
月
政
務
院
決
定
七
四
号
を
採
択
し
、
羅
津

ｌ
先
鋒
自
由
賀
易
地
帯
の
指
定
等
で
約
八

年
間
か
か
っ
た
が
、
「
合
弁
企
業
」
か
ら
「
経

７



済
特
区
」
へ
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ

始
め
る
な
ど
開
放
政
策
を
取
り
始
め
た
こ
と

で
、
北
東
ア
ジ
ア
経
済
に
お
け
る
北
朝
鮮
の

役
割
も
一
段
と
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
戦
前

日
本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
主
要
な
重
化

学
工
業
部
門
の
ほ
と
ん
ど
は
北
に
立
地
し
、

南
は
農
業
と
若
干
の
軽
工
業
を
持
つ
「
南
展

北
工
」
を
そ
の
特
徴
的
な
構
造
と
し
て
き
た

が
、
北
朝
鮮
は
石
炭
、
金
、
鉄
等
地
下
資
源
、

水
産
資
源
が
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
は
労
働
力

に
し
て
も
、
現
在
で
は
数
十
万
人
の
軍
隊
を

抱
え
た
う
え
、
機
械
化
が
お
く
れ
、
国
内
の

様
々
な
作
業
は
「
人
海
作
戦
」
で
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
通
常
に
言
わ
れ
る

ほ
ど
の
余
剰
労
働
力
は
な
い
。
し
か
し
、
軍

縮
が
進
み
、
さ
ら
に
「
人
海
作
戦
」
に
頼
ら

な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
時
点
で
は
、
相
当
な

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
と
極
東
ロ
シ
ア
に
お
い

て
は
、
広
大
な
土
地
と
資
源
が
豊
富
で
あ
る

が
、
資
本
と
労
働
力
は
不
足
し
て
い
る
。
他

方
に
お
い
て
日
本
は
資
本
と
技
術
の
両
方
を

持
っ
て
い
る
が
労
働
力
は
著
し
く
不
足
し
て

い
る
。
韓
国
も
日
本
に
続
い
て
労
働
力
不
足

６

労
働
力
の
提
供
が
見
込
め
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
と
極
東
ロ
シ
ア
に
お

の
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、

言
わ
ば
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
最
も
根

本
的
な
相
互
補
完
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。前
述
し
た
地
理
的
、
歴
史
的
、
文
化
的
要

因
か
ら
見
れ
ば
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い

て
は
、
人
口
転
換
と
産
業
転
換
の
波
及
効
果

に
よ
っ
て
地
域
間
に
お
け
る
資
本
循
環
ｌ
技

術
移
転
ｌ
産
業
移
転
ｌ
労
働
移
動
と
い
う
相

互
作
用
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
北
東
ア
ジ

ア
経
済
圏
形
成
の
欠
く
事
の
で
き
な
い
要
素

で
あ
る
。
ま
た
、
北
東
ア
ジ
ア
の
近
代
史
を

振
り
返
っ
て
見
な
が
ら
、
筆
者
は
こ
れ
を
「
北

東
ア
ジ
ア
経
済
再
循
環
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
循
環
は
、
二
一
世
紀
の

こ
の
地
域
の
変
革
に
必
要
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
成
長
に
対
し
て
重
要
な
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｌ
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献
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柵
僅
栂
十
一

今
日
の
事
業
を
通
じ
て
さ
ら
に
深
め
た
。

は
じ
め
群
馬
、
新
潟
両
県
を
訪
問
、
家
族
計
画
や
老
人
施

設
な
ど
総
合
的
な
保
険
医
療
の
実
態
を
視
察
し
、
日
・
印
、

Ⅷ
鞠
・

れ
事
業
が
５
，
６
の
両
月
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
両
国

議
員
団
が
訪
日
し
て
実
施
さ
れ
た
。
両
国
議
員
団
は
東
京

〔
イ
ン
ド
人
ロ
・
開
発
議
員
連
盟
訪
日
繊
員

団
〕
五
月
二
二
日
午
前
十
一
時
半
、
マ
ヘ

ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ド
団
長
以
下
随
行
三
人
を

含
め
九
人
が
成
田
空
港
に
到
着
。
直
ち
に
専

用
バ
ス
で
群
馬
県
館
林
市
内
入
り
し
た
。

同
市
が
選
ば
れ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
の

訪
印
議
員
団
メ
ン
バ
ー
の
谷
津
義
男
衆
議
院

議
員
（
自
民
）
の
椎
せ
ん
に
よ
る
も
の
で
、

｜
行
は
谷
津
議
員
と
再
会
を
喜
び
合
っ
た
の

ち
、
同
夜
は
谷
津
議
員
主
催
の
夕
食
会
が
日

本
料
亭
で
開
か
れ
、
山
本
達
司
・
館
林
市
長

は
じ
め
同
市
内
の
有
力
者
が
出
席
、
菜
食
主

義
者
（
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
）
に
配
慮
し
た
献
立

の
宴
に
友
情
と
親
交
を
深
め
た
。

席
上
、
山
本
市
長
が
「
当
市
は
人
口
減
少

の
傾
向
が
あ
る
の
で
、
人
口
増
加
策
を
考
え

て
い
る
」
と
挨
拶
す
る
と
、
プ
ラ
サ
ド
団
長

が
、
「
館
林
は
緑
が
豊
か
で
、
町
並
み
も
と
て

も
美
し
い
。
こ
の
よ
う
に
清
潔
な
市
は
、
こ

皇
后
さ
ま
ゆ
か
り
の

正
田
邸
（
館
林
）
で

和
や
か
に
昼
食
バ
ー

一
プ
イ
．
：
：
：
。
…
…
：
：
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〔上〕館林保健所で熱心に脱明を聞く訪日

インド鐡員団

〔中〕正田邸の庭園での昼食パーティのの

ち地元青年経済人たちと記念撮影

〔下〕館林市保健センターで乳幼児検診を

視察

れ
以
上
、
人
口
を
ふ
や
し
て
環
境
を
破
壊
し

な
い
で
下
さ
い
」
と
注
文
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
交
歓
が
続
き
、
同
市
長
も
人
口
増

加
策
に
つ
い
て
考
え
こ
む
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。

’
一
日
目
の
一
一
三
日
は
、
梶
田
館
林
保
健
所

次
長
の
案
内
で
同
保
健
所
を
訪
問
、
同
地
方

の
家
族
計
画
活
動
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
交

え
た
説
明
を
う
け
、
熱
心
な
質
疑
を
行
っ
た
。

昼
も
、
谷
津
議
員
の
特
別
の
は
か
ら
い
で

美
智
子
皇
后
陛
下
が
少
女
時
代
疎
開
さ
れ
て

い
た
正
田
家
ご
本
家
の
正
田
邸
庭
園
で
イ
ン

ド
料
理
を
メ
イ
ン
に
し
た
昼
食
パ
ー
テ
ィ
が

開
か
れ
た
。
母
国
の
味
に
舌
つ
づ
み
を
打
っ

た
一
行
は
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
む
せ
ぶ
よ

う
な
新
緑
の
日
本
情
緒
豊
か
な
大
庭
園
の
風

情
を
楽
し
ん
だ
。

午
後
は
、
館
林
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
横

田
喜
美
子
所
長
の
案
内
で
二
歳
児
の
ム
シ
歯

教
室
や
、
館
林
厚
生
病
院
で
は
高
野
副
院
長

の
先
導
で
新
生
児
保
育
の
状
況
な
ど
を
視
察
、

日
本
の
地
方
都
市
に
お
け
る
保
健
医
療
や
家

族
計
画
の
実
態
に
触
れ
た
。

睡
圃
醗
回
堅
蕊

同
夜
は
、
中
禅
寺
湖
畔
で
一
泊
、
翌
朝
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
茶
の
木
平
に
上
り
、
山
頂

を
散
策
し
た
り
、
晴
れ
渡
っ
た
眼
下
に
青
く

横
た
わ
る
美
し
い
中
禅
寺
湖
に
「
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
」
を
連
発
、
さ
ら
に
華
厳
の
瀧
の
景

観
に
時
を
忘
れ
た
。

信
仰
心
の
篤
い
一
行
は
、
日
光
・
束
照
宮

で
は
本
殿
で
お
審
銭
を
投
げ
、
ぬ
か
ず
い
て

祈
願
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

二
十
五
日
は
東
京
。
厚
生
省
で
一
時
間
に

わ
た
っ
て
、
阿
藤
誠
・
人
口
問
題
研
究
所
長

阿
藤
誠
・
人
口
問
題
研
究
所
長

の
「
日
本
の
人
口
転
換
と
経

済
発
展
」
に
つ
い
て
レ
ク
チ

ュ
ア
を
う
け
、
井
奥
・
厚
生

政
務
次
官
を
表
敬
。

国
会
議
事
堂
へ
は
正
面
か

ら
バ
ス
で
入
り
、
桜
井
新
・

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
主
催
の
衆

議
院
議
員
食
堂
で
の
昼
食
会

に
の
ぞ
ん
だ
。

’０



インド・マレーシア人ロ・開発議員団が訪日

〔上〕阿藤・厚生省人ロ研究所長から「日

本の人ロ転換と経済発展」について

のレクチュアをうける一行

〔下〕谷津義男代溌士のはからいで羽田首

相への突然の表敬が実現。（院内総理

大臣室で）

行思び谷慌鬮鰄鰄鰄Ⅷ
国はい入津た桜
際輿もり衆だ丼

Ａ奮肖襄讓卜暴羽谷
間、な敬員緊長田津
題緊かすの迫と首議
寶霊２睾謹ｋ青相員
懇たこ運で空会ｌこの

;鬘『鱗讓臺
でンと合相院一

（につに内行
’_た飛では

｡

鶴鱸驫;…鱸靭固まイ性で
こいすンはも
の､握しド十あ

;薫騨ドのす人
員く問福団ご・口
会 題田長健人間
のら闘口題

の元審全を大の
議員祈国重
状とりの要

藤．…」ニー鬼同ｉント人ロ

マヘンドラ・プラサド（団長、議員、人

口と開発に関するアジ

ア議員フォーラム副識

長、インド人ロ・開発

議員連盟会長）

シフ・プラサド・チャンプリア（議員）

タラ・シン（議員）

スルヤ・ナライン・ヤダフ（議員）

ディリプ・シン・ブリア（議員）

マン・モハン・シャルマ（インド人ロ・

開発議員連盟事務局長）

ラケッシュ・ミツタール（随員）

ランジット・シャルマ （随員）

況
や
本
会
議
場
を
見
学
。
午
後
二
時
半
か
ら

は
”
人
口
の
父
〃
と
尊
敬
を
集
め
て
い
る
福

田
赴
夫
・
元
首
相
を
表
敬
訪
問
し
た
。

「
オ
オ
、
ハ
ワ
ー
ユ
ー
」
と
手
を
広
げ
て
歓

迎
す
る
福
田
・
元
首
相
に
団
長
以
下
、
肢
敬

礼
。
同
首
相
か
ら
、
人
口
問
題
の
重
要
性
と
、

二
一
世
紀
の
大
問
題
と
な
る
”
食
糧
“
問
題

の
取
り
組
み
の
緊
急
性
に
つ
い
て
ご
意
見
を

う
か
が
い
、
そ
の
見
識
に
深
い
敬
意
を
表
し

た
。
同
夜
は
、
中
山
太
郎
・
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
会
長
と
、
前
田
福
三
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ

′′



徹人ロの父′福田元

首相を表敬訪問

Ｉ露 Ａ
理
事
長
主
催
の
、
歓
迎
夕
食
会
に
の
ぞ
み
、

来
日
中
の
ハ
ー
フ
ダ
ン
・
マ
ー
ラ
１
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
事
務
局
長
も
合
流
し
て
親
善
を
深
め
た
。

二
六
日
は
、
永
田
町
の
Ｔ
Ｂ
Ｒ
ビ
ル
で
当

財
団
製
作
の
「
日
本
の
地
域
開
発
と
人
口
」

の
ス
ラ
イ
ド
を
観
た
の
ち
絵
所
秀
紀
・
法
大

経
済
学
部
教
授
の
「
日
本
・
イ
ン
ド
国
際
協

力
ｌ
社
会
窪
済
翼
に
向
け
て
」
と
題

す
る
レ
ク
チ
ュ
ア
を
う
け
た
。
こ
の
あ
と
新

設
二
年
目
の
松
下
電
器
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

セ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｖ
＆
Ｃ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
ス
ク
ェ

ア
を
見
学
、
世
界
の
最
先
端
を
ゆ
く
同
社
の

科
学
技
術
の
粋
に
魅
了
さ
れ
た
。

東
京
タ
ワ
ー
の
展
望
台
か
ら
一
望
の
下
に

見
下
す
東
京
の
風
景
に
感
嘆
し
た
一
行
は
、

二
九
日
早
朝
、
数
多
い
思
い
出
を
抱
い
て
帰

国
し
た
が
、
滞
在
中
、
都
内
杉
並
区
和
泉
の

〔
マ
レ
ー
シ
ア
人
ロ
・
開
発
議
員
連
盟
訪
日

溌
員
団
〕
オ
マ
ー
ル
団
長
以
下
一
行
六
人

は
六
日
午
後
五
時
過
ぎ
成
田
空
港
に
到
着
し

同
夜
は
、
宿
舎
の
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

０
●
』
▲
Ｓ
■
ウ
■
・
●
■
△
忠
Ｊ
：
■
邑
●
凸
ご
号
■
■
■
■
■
Ｊ
２
ｓ
ｇ
●
■
●
・
・
▲
名
：
●
⑤
■
・
●
●
■
・
●
ざ
：
己
■
■
■
■
ｆ
●
■
■
▲
＆
●
ざ
ｇ
ｓ
ｇ
Ｃ
■
Ｐ
。
■
Ｒ
●
の
二
口
・
・
畠
■
■
の
ロ
■
。
⑤
ろ
●
Ｂ
■
ロ
●
●
・
●
弓
■
・
の
■
。
。
。
こ
り
■
Ｐ
Ｔ
Ｃ
●
■
■
凸
▲
守
庁
・
■
■
●
・
●
■
の
Ｃ
・
▲
・
●
ぜ
‘
■
⑪
ロ
ロ
。
こ
●
台
Ｆ
・
Ｚ
凸
●
●
や
丘
Ｏ
Ｂ
■
●
Ｓ
Ｆ
２
Ｃ
●
▲
■
●
二
Ｆ
。
●
●
●
。
■
三
■
・
●
▲
の
■
。
Ｊ
：
名
●
・
・
の
□
■
Ｃ
一
二
・
ざ
●
■
０
．
宅
凸
●
学
オ
・
凸
三
▲
■
●
■
・
・
且
Ｚ
・
Ｆ
２
凸
弓
マ
ラ
正
・
ろ
⑤
５
ヶ
汀
。
●
邑
凸
；
ず
。
己
■
。
、
三
・
・
●
凸
中
Ｐ
◆
Ｆ
守
・

ｌ
国
際
大
学
で
は

留
学
生
と
交
歓
Ｉ

マ
レ
ー
シ
ア
議
員
団

”
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病

院
”
で
農
村
の
保
健

医
療
に
ワ
ン
ダ
フ
ル

マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ド
団
長
の
話

中
央
・
地
方
に
お
け
る
日
本
の
素
晴
ら
し

い
人
口
政
策
と
経
済
発
展
、
保
健
医
療
の
実

態
を
見
せ
て
頂
き
、
大
い
に
啓
蒙
さ
れ
た
。

こ
の
た
び
学
ん
だ
こ
と
を
、
イ
ン
ド
で
も

生
か
し
、
さ
ら
に
人
口
問
題
解
決
に
真
剣
に

取
り
組
み
た
い
。
日
本
国
国
会
は
じ
め
各
方

面
で
の
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

七
日
は
午
前
十
時
か
ら
厚
生
省
で
阿
藤
誠

・
人
口
問
題
研
究
所
長
の
「
日
本
の
人
口
転

換
と
経
済
発
展
」
の
レ
ク
チ
ュ
ア
を
う
け
た

あ
と
井
奥
貞
雄
厚
生
政
務
次
官
を
表
敬
し
た
。

正
午
か
ら
国
会
の
衆
議
院
議
員
食
堂
で
桜
井

新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
主
催
の
昼
食
会
に
の
ぞ

ん
だ
。
中
山
太
郎
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
会
長
も
同
席
し
て
、
昨
年
一
○
月
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
か

れ
た
第
４
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
の
思
い
出
や
、

感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

蓮
光
寺
を
訪
れ
、
在
り
し
日
の
チ
ャ
ン
ド
ラ

・
ポ
ー
ス
氏
を
偲
ん
だ
。

’２



インド・マレーシア人口・開発迩員団が訪日

〔上〕、ゆきぐに大和総合病院"でお年よりのデ

ー・サービスの模様を視察する－行。「二

の地域の人々は温かく、幸福ですネ」

〔下〕漢方薬に興味を持つ－行。､ゆきぐに大

和総合病院〃の薬草園では真剣にシャッ

ターをきっていた。

折
か
ら
開
会
中
の
衆
院
本
会
議
場
を
傍
聴

し
た
一
行
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｒ
で
当
協
会
製
作
の
『
日

本
の
環
境
、
人
口
、
開
発
』
の
ス
ラ
イ
ド
を

観
た
の
ち
、
原
洋
之
介
・
東
大
東
洋
文
化
研

究
所
教
授
か
ら
「
日
本
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
際

協
力
ｌ
社
会
経
済
開
発
に
向
け
て
」
の

レ
ク
チ
ュ
ア
を
う
け
た
。

原
教
授
は
「
こ
れ
か
ら
の
経
済
協
力
は
、

従
来
の
建
物
と
か
機
器
な
ど
の
ハ
ー
ド
な
も

の
か
ら
〃
人
づ
く
り
“
の
た
め
の
ソ
フ
ト
な

も
の
に
も
力
を
入
れ
、
留
学
生
を
先
進
国
に

沢
山
派
遣
す
る
な
ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ

う
な
方
向
で
検
討
し
た
ら
ど
う
か
」
な
ど
の

見
解
を
述
べ
、
｜
行
も
こ
の
意
見
に
賛
成
、

帰
国
後
、
検
討
し
て
実
現
し
た
い
、
と
意
欲

的
だ
っ
た
。

同
夜
は
、
中
山
太
郎
・
人
口
懇
会
長
、
前

田
福
三
郎
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
主
催
の
歓
迎

夕
食
会
が
開
か
れ
、
和
や
か
な
団
ら
ん
が
続

い
た
。

八
、
九
両
日
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
桜

井
新
衆
院
議
員
（
自
民
）
の
あ
っ
せ
ん
で
新

（
自
民
）
の
あ
っ
せ
ん
で
新

潟
県
の
豪
雪
地
帯
で
あ

る
南
・
北
魚
沼
郡
を
訪

問
、
雪
国
で
の
保
健
医

療
、
奥
只
見
ダ
ム
を
視

察
し
た
。

八
日
は
、
関
越
自
動

車
道
を
専
用
バ
ス
で
下

り
、
六
日
町
入
り
し
た

が
、
途
中
、
越
後
湯
沢

の
リ
ゾ
ー
ト
地
帯
に
入

る
と
、
左
右
の
山
間
部

に
展
開
す
る
豪
華
な
リ

ソ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
や
、

ス
キ
ー
場
、
リ
フ
ト
な

ど
の
景
観
に
圧
倒
さ
れ
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
、

こ
れ
は
日
本
の
ス
イ
ス
だ
」
と
歓
声
を
あ
げ

た
。
地
元
、
桜
井
事
務
所
の
遠
藤
健
一
秘
書

の
案
内
で
、
”
い
ろ
り
“
の
あ
る
民
芸
風
の
〃
い

ろ
り
庵
“
で
昼
食
。
珍
し
い
建
築
に
記
念
撮

影
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
た
。

大
和
町
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
総
合
病
院
で
は
、

ま
ず
玄
関
脇
の
薬
草
園
に
興
味
を
示
し
、
「
こ

の
草
は
何
の
薬
か
」
な
ど
質
問
攻
め
。
秋
山

武
雄
・
同
病
院
事
務
長
を
中
心
に
地
域
医
療

に
つ
い
て
説
明
を
う
け
、
意
見
交
換
し
た
。

同
病
院
で
は
老
人
医
療
や
、
家
族
が
お
年

よ
り
を
朝
、
病
院
に
あ
ず
け
、
夕
方
、
迎
え

に
く
る
〃
デ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
〃
の
実
態
を
視

察
し
た
が
、
病
院
関
係
者
と
お
む
つ
を
た
た

む
作
業
を
手
伝
っ
た
り
、
体
の
不
自
由
な
お

年
よ
り
が
輪
投
げ
や
ゴ
ム
風
船
と
団
一
扇
を
使

っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
じ
て
い
る
姿
に
す

っ
か
り
感
心
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
農
村
地
帯
で

も
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
た
い
、
と

啓
蒙
さ
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
の
入
学
や

就
職
状
況
を
き
い
た
の
ち
、
国
際
大
学
を
訪

問
し
た
。
同
大
学
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
が
三
名
お
り
、
浜
雄
一
郎
事
務
総
長

えヲ



「国際大学」で実習中の留学生との

会賭がはずむ

臼，鰯;￣繩

の
案
内
で
広
々
と
し
た
肺
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

を
視
察
し
た
。

宍
戸
駿
太
郎
学
長
を
交
え
た
各
部
長
と
留

学
生
と
の
懇
談
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の

留
学
生
を
送
り
込
み
た
い
、
と
活
発
な
意
見

が
交
換
さ
れ
た
。

同
夜
は
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
主
催

地
元
婦
人
が
民
謡
蹄

Ｄ
で
歓
迎

マレーン△Ｊ：前

アーマッド・オマール（団長、議員、マレ

ーシア人ロ・開発議員連盟副議長）

ノード・カレッド・ノルディン（議員）

ミカエル・リサ・カヤ（議員）

ロザリンド・ヤウ・ソク・ミン（識員）

ラーマ・オスマン（元議員、マレーシア人

口・開発議員連盟事務局長）

モッド・サイド・ジュニ （随員）

は
異
国
情
緒
溢
れ
る
民
謡
踊
り
に
大
喜
び
だ

っ
た
。

桜
井
新
議
員
は
、
新
年
度
予
算
成
立
間
際

の
多
忙
な
国
会
状
況
か
ら
出
席
で
き
な
か
っ

た
が
、
同
議
員
が
人
類
の
平
和
の
た
め
に
国

際
舞
台
で
活
躍
し
て
い
る
意
義
が
、
地
元
の

人
達
に
理
解
さ
れ
感
銘
を
与
え
た
。 役国が川音よ元がののれテがの

買際披音頭る婦集地ぽ一ルオ歓
い親露頭〃〃入ま元る五で力迎
、善さ〃や大有り有両○開ベタ
ーにれな〃和志、力郡人催・食
行一、ど札１町に地者内にさホ会

九
日
は
奥
只
見
ダ
ム
を
視
察
、
一
行
に
と

っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
日
と

な
っ
た
。
ダ
ム
建
設
の
た
め
に
資
材
輸
送
用

に
掘
ら
れ
た
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
湯
之

谷
村
芋
川
の
現
場
に
到
着
す
る
と
、
満
々
と

水
を
貯
え
た
ダ
ム
の
景
観
に
一
行
は
息
左
」
の

む
。
桜
井
事
務
所
の
手
配
で
電
源
開
発
株
式

会
社
の
吉
田
庄
一
館
長
が
、
ダ
ム
が
完
成
す

る
ま
で
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
。

同
社
が
一
行
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ダ
ム
の
カ

ラ
ー
写
真
集
に
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
り
、

職
員
の
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
。

ダ
ム
遊
覧
船
で
は
、
奥
只
見
観
光
株
式
会
社

の
山
本
正
明
専
務
が
添
乗
し
て
湖
上
を
一
周
。

山
間
の
残
雪
を
珍
し
が
る
一
行
の
た
め
に
、

谷
間
の
入
江
に
船
を
着
け
さ
せ
、
船
上
か
ら

記
念
搬
影
す
る
便
宜
を
図
る
な
ど
い
た
れ
り

つ
く
せ
り
。

ダ
ム
視
察
で
は
、
数
十
メ
ー
ト
ル
地
下
の

発
電
所
の
組
立
室
、
水
車
室
、
配
電
盤
室
等

奥
只
見
ダ
ム
に
驚
嘆

雪
合
戦
の
初
体
験
も

Jダ



インド・マレーシア人ロ・開発鐵員団が肪曰

〔上〕ほとんど無人化されている奥只見発電所

のコントロール室で熱心に脱明をうける

〔下〕「生まれて初めて……」スキーをつけ

て？（つけてもらって……）ご満悦のオ

マール団長一奥只見スキー場で

を
細
か
く
視
察
、
モ
ー
タ
ー
の
作
動
す
る
有

様
や
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
に
も
立
寄
り
、
発

電
所
の
心
臓
部
を
見
学
し
た
。

豪
雪
と
闘
い
な
が
ら
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
、
完
成
し
た
ダ
ム
の
物
語
に
南
国
育
ち

の
一
行
は
「
日
本
人
の
不
屈
の
精
神
と
、
科

学
技
術
の
勝
利
が
、
こ
の
ダ
ム
を
完
成
さ
せ

た
」
と
賞
賛
し
て
い
た
。

ダ
ム
を
一
望
す
る
丸
山
山
荘
で
の
昼
食
の

の
ち
、
職
員
の
労
力
で
集
め
ら
れ
た
山
荘
前

の
斜
面
に
残
る
名
残
り
の
雪
に
、
生
ま
れ
て

初
め
て
の
経
験
だ
け
に
、
ボ
ー
ル
を
作
っ
て

雪
合
戦
に
興
じ
、
得
難
い
雪
国
の
感
触
を
確

か
め
て
い
た
。
ス
キ
ー
を
知
ら
な
い
一
行
の

た
め
に
、
山
本
専
務
が
リ
フ
ト
乗
り
場
へ
案

内
し
た
り
、
レ
ン
タ
ル
・
ス
キ
ー
を
出
し
て
、

オ
マ
ー
ル
団
長
に
は
か
せ
る
な
ど
キ
メ
細
か

い
気
配
り
を
す
る
と
、
同
団
長
は
「
こ
ん
ど

は
冬
に
、
家
族
と
是
非
ま
た
訪
れ
た
い
」
と

大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
何
度
も
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
さ
せ
て
い
た
。
帰
京
の
途

中
、
越
後
湯
沢
に
立
ち
寄
り
、
村
山
町
長
に

表
敬
の
の
ち
、
リ
ゾ
ー
ト
を
視
察
し
た
り
、

町
営
の
釣
り
堀
で
憩
う
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。

’
○
日
は
、
新
宿
区
戸
山
の
国
立
国
際
医

療
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
我
妻
葵
・
国
際
医
療

協
力
局
長
の
人
口
と
母
子
保
健
の
レ
ク
チ
ュ

ア
を
う
け
、
同
病
院
を
見
学
し
た
。
日
本
で

の
数
多
く
の
賀
重
な
体
験
を
し
た
一
行
は
一

一
日
朝
、
友
好
親
善
と
情
報
交
換
の
実
を
あ

げ
て
帰
国
し
た
。

オ
マ
ー
ル
団
長
の
話

と
て
も
素
哨
ら
し
い
訪
日
だ
っ
た
。
い
ろ

「ワーッ、冷たい……」すべ

てが初体験。雪でボールを作

り、はしゃぐマレーシア・訪

日繊員団

一奥只見で

ん
な
こ
と
を
学
び
、
見
せ

て
頂
き
感
謝
に
た
え
ま
せ

ん
。
帰
国
し
た
ら
是
非
と

も
こ
の
教
訓
を
生
か
し
た

い
。
ま
た
日
本
を
訪
れ
た

い
。

ﾉゴ



人
口
の
急
増
は
国
民
の
生
活
を
直
撃
す
る
。

国
家
の
近
代
化
と
人
口
抑
制
と
は
、
密
接
に

絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〃
壮
大
な
実
験
〃

と
い
わ
れ
る
中
国
の
一
人
っ
子
政
策
が
始
ま

っ
た
の
は
一
九
七
九
年
。
せ
つ
ぱ
詰
ま
っ
て

導
入
さ
れ
た
人
口
抑
制
策
で
、
各
国
か
ら
は

「
人
権
を
無
視
し
た
も
の
」
と
非
難
を
浴
び
な

が
ら
、
と
に
か
く
十
五
年
が
過
ぎ
た
。
｜
人

っ
子
政
策
の
実
行
に
よ
っ
て
、
中
国
社
会
は

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
か
、
検
証

し
て
み
た
。

上
海
の
「
流
動
人
ロ
」
は

一
日
、
二
百
万
人

八
二
年
末
に
制
定
さ
れ
た
新
憲
法
は
、
第

二
五
条
で
「
国
家
は
計
画
出
産
を
推
進
し
、

人
口
増
加
と
経
済
・
社
会
発
展
計
画
と
を
調

和
さ
せ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
四
九
条
で
「
夫

婦
は
と
も
に
計
画
出
産
の
義
務
を
負
う
」
と

規
定
、
中
国
の
基
本
政
策
の
一
つ
に
な
っ
た
。

こ
の
政
策
の
柱
は
、
「
晩
婚
晩
育
」
（
結
婚

と
出
産
を
遅
ら
せ
る
）
と
「
少
生
優
育
」
（
少

な
く
生
ん
で
丈
夫
に
育
て
る
）
の
二
つ
と
い

象
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ

中
国
の
経
済
発
展
の
〃
目

上
海
に
飛
び
、
市
計
画
生

を
兼
務
す
る
女
性
の
謝
副

ユ
ー
し
た
。
ち
ょ
う
ど
一

る
。謝
副
市
長
は
開
口
一
番
、

も
ろ
の
側
面
が
集
約
さ
れ

い
に
気
を
強
く
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、

そ
れ
よ
り
上
海
の
持
つ
有
利
な
点
、
不
利
な

点
を
謙
虚
に
考
え
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
。

か
ら
都
市
に
押
し
寄
せ
る
膨
大
な
出
稼
ぎ
現

(まず算口もえるい性族に活格
差
、
漢
族
以
外

五
十
五
の
少
数
民

を
抱
え
る
多
民
族

と
い
っ
た
、
難
し

問
題
が
待
っ
て
い

【》そ
う
い
っ
た
も
ろ

た
も
の
が
、
農
村

こ
で
、
さ
っ
そ
く

玉
〃
と
も
い
え
る

育
委
員
会
の
主
任

市
長
に
イ
ン
タ
ビ

年
前
の
こ
と
で
あ

都
市
と
農
村
の
生

調
整
は
、
机
上
計

、
十
二
億
人
の
人

が
な
い
。
そ
こ
に

ど
お
り
に
い
く
は

る
。
と
は
い
っ
て

「
経
済
加
速
で
犬

'６



中国の少子化政策

lllllllI1IlIL
こ
れ
は
先
発
の
華
南
地
方
の
経
済
特
区
に
比

べ
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
勝
っ
て
い
る

と
い
っ
た
自
信
の
発
言
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ

わ
か
っ
た
。

そ
こ
で
話
は
核
心
に
。
経
済
加
速
を
支
え

る
労
働
力
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
る
か
。

す
る
と
、
謝
副
市
長
は
待
っ
て
い
ま
し
た
と

ば
か
り
に
、
語
気
を
強
め
て
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。

確
か
に
上
海
の
労
働
力
は
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
働
き
手
の
ほ
と
ん
ど
を
「
流
動
人
口

（
い
わ
ゆ
る
出
稼
ぎ
）
」
に
頼
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
な
く
て
も
最
近
の
上
海
市
民
は
〃
き
つ

い
、
汚
い
、
危
険
“
（
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
）
な
仕

事
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
市
と
し
て
は
、
浦
東
開
発
で
活
気
づ
く
上

●石橋武之(いしばし･たけゆき＞

1938年神奈川県生まれ、中央大学出身。

1962年毎日新聞社入社、編築局地方部、

整理本部副部長を経て婦人紙「トマト｣、

ヤング紙「〈Iノくり」各編築艮兼iii集委

員、編集局鯛築委員、人ロ問題鯛査会事

務局艮兼繍築委員を歴任、現同鯛査会部

長委員兼縄築委員、日本人ロ学会会員、

人ロ問題協蟻会会員。

海
の
発
展
を
見
込
ん
で
上
海
に
来
る
人
を
流

動
人
口
と
呼
び
、
こ
の
人
た
ち
を
積
極
的
に

市
内
の
農
工
業
に
使
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

流
動
人
口
と
は
技
術
を
持
っ
て
い
る
労
働
者

の
こ
と
を
い
い
、
上
海
在
住
三
カ
月
以
上
の

人
に
は
臨
時
戸
籍
カ
ー
ド
を
与
え
て
い
る
。

彼
ら
こ
そ
、
上
海
の
経
済
建
設
に
貢
献
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
出
稼
ぎ
者
を
総
称
し
て

盲
流
と
呼
ん
で
い
た
が
、
盲
流
は
元
来
、
な

ん
の
あ
て
も
な
く
、
た
だ
都
市
へ
流
れ
込
ん

で
来
る
人
た
ち
の
こ
と
。
こ
の
人
た
ち
が
入

る
と
、
犯
罪
は
増
え
る
し
、
街
は
ス
ラ
ム
化

す
る
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
流
動
人
口

と
盲
流
は
自
ず
と
違
う
。

日
本
で
は
、
中
国
の
出
稼
ぎ
集
団
の
こ
と

を
す
べ
て
「
盲
流
」
と
呼
ぶ
も
の
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
私
は
「
さ
す
が
、
人
口
政
策
の

先
進
地
だ
け
あ
る
」
と
感
心
し
た
。
そ

う
い
え
ば
中
央
政
府
も
「
人
口
の
流
動

は
、
経
済
の
発
展
を
さ
せ
、
労
働
力
を

調
整
す
る
必
然
的
な
も
の
」
と
前
向
き

に
評
価
し
て
い
る
ほ
ど
な
の
だ
。
そ
れ

を
上
海
が
い
ち
早
く
先
取
り
し
た
形
と

い
え
る
の
で
な
い
か
。

し
か
し
、
上
海
の
流
動
人
口
が
一
日

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
上
海
駅
頭
に
立

っ
て
み
た
。
長
距
離
列
車
が
着
く
た
び
に
、

わ
れ
先
に
出
口
に
殺
到
す
る
集
団
と
、
わ
れ

先
に
入
口
へ
殺
到
す
る
集
団
。
改
札
口
は
ま

る
で
戦
場
だ
。
広
場
に
は
何
時
間
も
先
の
列

車
を
待
つ
人
が
、
す
で
に
大
行
列
を
つ
く
っ

て
い
る
。
彼
ら
の
顔
つ
き
は
殺
気
だ
ち
、
生

活
を
か
け
た
必
死
の
表
情
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
鍋
釜
や
大
き
な
所
帯
道
具
を
持
ち
、
上
海

に
や
っ
て
来
た
人
か
、
上
海
を
出
て
行
く
人

か
の
区
別
は
、
わ
ず
か
に
「
上
海
み
や
げ
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
程
度
だ
っ

た
。人
間
の
集
団
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

「
人
に
酔
っ
た
」
と
い
っ
た
方
が
当
た
っ
て
い

る
。
「
い
っ
た
い
、
こ
れ
だ
け
の
人
た
ち
が
後

に
し
て
き
た
農
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

な
く
て
も
、
す
で
に
彼
ら
の
間
に
は
農
業
軽

に
二
百
万
人
と
聞
か
さ
れ
、
そ
の
数
の
多
さ

に
一
瞬
、
わ
が
耳
を
疑
っ
た
。
そ
の
数
字
は

一
日
の
乗
降
客
数
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
盲
流
」
、
そ
の
実
態
？

'７



テレピゲーム店の前に群がる子供たち。

この子たちは「日本は経済が発展して

いる」といった（上海市内で）

祝
の
風
潮
は
強
ま
っ
て
い
る
。

経
済
発
展
と
と
も
に
、
第
一
次
産
業
か
ら

第
一
一
、
第
三
次
産
業
へ
と
産
業
構
造
そ
の
も

の
も
変
わ
る
。
そ
れ
を
上
海
市
計
画
生
育
委

員
会
の
劉
常
務
副
主
任
は
「
人
々
は
高
所
に

行
き
た
が
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
で
表
現
し

た
。流
動
人
口
の
人
た
ち
の
生
の
声
を
聞
い
て

み
た
。
黄
浦
江
の
対
岸
に
そ
び
え
る
高
さ
四

百
メ
ー
ト
ル
の
大
テ
レ
ビ
塔
建
設
現
場
で
、

ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
し
て
い
た
二
十
六
歳
の
張

さ
ん
（
安
徽
省
出
身
）
は
陽
気
に
い
っ
た
。
「
上

海
へ
や
っ
て
来
て
三
年
た
つ
が
、
給
料
は
以

前
の
三
倍
ぐ
ら
い
。
郷
里
で
待
つ
妻
の
と
こ

ろ
へ
届
け
る
。
そ
の
日
を
楽
し
み
に
働
い
て

い
る
。
郷
里
へ
帰
る
の
は
年
に
一
回
ぐ
ら
い

か
な
。
宿
舎
は
現
場
内
に
あ
る
ザ
コ
寝
ア
パ

ー
ト
さ
」
と
屈
託
な
い
。

流
動
人
口
は
な
に
も
工
業
発
展
地
域
だ
け

で
は
な
い
。
同
市
間
行
区
の
農
村
地
区
で
鋤

く
王
さ
ん
夫
妻
を
農
業
倉
庫
の
”
住
ま
い
“

に
訪
ね
た
。
倉
庫
は
地
元
が
提
供
し
た
も
の

で
、
そ
こ
に
簡
単
な
ベ
ッ
ド
と
ガ
ス
レ
ン
ジ

が
あ
る
だ
け
。
遊
休
農
地
を
使
っ
て
耕
作
し

て
い
る
。
「
お
と
と
し
、
夫
婦
と
二
人
の
息
子

の
四
人
で
出
て
き
た
が
、
郷
里
の
安
徽
省
の

老
親
が
子
供
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
と
い
う

の
で
、
い
ま
は
夫
婦
二
人
。
こ
こ
は
収
入
は

い
い
し
、
農
機
具
は
そ
ろ
っ
て
い
る
し
。
実

家
を
建
て
替
え
る
費
用
を
稼
ぎ
出
す
ま
で
は

頑
張
る
」
と
い
っ
た
。

張
さ
ん
も
王
さ
ん
も
「
わ
れ
わ
れ
は
上
海

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
胸
を
張
っ
て
い

う
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
流
動
人
口
が
臨
時

戸
籍
を
持
ち
、
職
に
就
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
経
済
発
展
戦
略
を
総
合
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
上
海
市
計
画
委
員
会
の
郭
さ
ん

の
説
明
に
よ
る
と
「
純
粋
に
流
動
人
口
と
呼

べ
る
人
は
何
十
万
人
と
い
う
単
位
で
、
そ
う

い
う
人
は
市
の
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
も
受
け

ら
れ
る
か
ら
、
仮
に
夫
婦
も
の
で
も
心
配
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
盲
流
の
人
た
ち
は
市

の
監
視
が
行
き
届
か
な
い
。
ど
の
く
ら
い
い

る
か
、
数
す
ら
把
握
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。

対
症
療
法
と
し
て
警
官
の
数
を
増
や
す
こ
と

'８
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％ 1１
，

ぐ
ら
い
し
か
考
え
つ
か
な
い
」
と
い
う
。

〃
｜
人
っ
子
政
莱
の
優
等
生
〃
を
自
負
す

る
上
海
市
に
も
頭
の
痛
い
問
題
は
あ
る
。
つ

ま
り
、
盲
流
の
存
在
は
、
計
画
出
産
の
管
理

網
か
ら
も
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
一

人
っ
子
政
策
に
深
刻
な
矛
盾
を
生
ず
る
。
い

わ
ゆ
る
「
黒
咳
子
（
へ
い
は
い
ず
こ
と
呼
ば

れ
る
、
戸
籍
に
登
録
さ
れ
な
い
子
供
た
ち
の

出
現
で
あ
る
。

そ
の
子
た
ち
は
計
画
出
産
の
枠
外
の
二
人

目
、
三
人
目
の
ヤ
ミ
出
産
の
子
だ
か
ら
、
食

糧
な
ど
の
配
給
制
度
や
学
校
教
育
、
福
利
厚

２１５２１３ ５
｛
わ

叩
』

一
、
〉 ５ ５ ５：

～
全

(3) 982年 (４ )1990年

０
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ｌ
９
Ｉ
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０
，
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ｌ
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Ｉ
Ｉ
０
『

い
た
、
市
計
画
生
育
委
員
会
主

任
は
「
調
査
は
一
応
七
月
に
終
わ
っ
た
が
、

い
ま
は
盲
流
を
シ
ラ
ミ
つ
ぶ
し
に
調
べ
て
い

る
と
こ
ろ
」
と
い
っ
た
。
な
る
ほ
ど
街
へ
一

歩
出
る
と
、
も
の
す
ご
い
ビ
ル
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
。
竹
で
組
ん
だ
足
場
で
出
稼
ぎ
者
が
水
を

か
ぶ
っ
て
作
業
し
て
い
た
。
「
彼
ら
の
実
態
を

つ
か
ま
な
い
限
り
、
中
国
人
口
の
正
確
な
全

体
像
は
、
描
け
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
国
の
人
口
政
策
の

カ
ギ
を
握
る
の
は
、
人
口
の
八
割
を
占
め
る

街
を
走
る
耕
運
機

」1.3

（
Ｌ⑰
】

一
コ zＬ３５

一
ｍ ５ ５

の
』

’
９
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生
を
受
け
る
資
格
も
与
え
ら
れ

な
い
。
九
○
年
の
人
口
セ
ン
サ

ス
の
結
果
に
よ
る
と
、
十
五
歳

以
上
の
非
識
字
者
は
、
一
億
八

千
万
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一

説
に
は
五
人
に
一
人
が
非
識
字

者
と
い
わ
れ
、
そ
の
う
ち
七
○
％

が
婦
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の

も
、
黒
綾
子
と
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

こ
の
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
た

年
の
八
月
に
、
私
は
広
州
市
に

農
村
人
口
で
あ
る
。
数
千
年
に
わ
た
る
封
建

時
代
の
伝
統
的
観
念
が
残
っ
て
お
り
、
と
く

に
出
産
観
は
根
強
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の

が
「
多
子
多
福
」
（
子
福
も
の
）
と
「
重
男
軽

女
」
（
男
尊
女
卑
）
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
観
念
を
ま
と
め
る
と
、
男
の

子
だ
け
が
家
の
継
承
者
で
、
年
老
い
た
親
を

養
う
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
男
の
子
を
持
つ
こ
と
が
唯
一
の
〃
老
後
保

障
“
に
な
る
。
こ
れ
が
農
村
部
に
見
ら
れ
る

早
婚
や
多
産
の
現
象
に
か
な
り
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
○
年
代
の

農
村
の
人
口
政
策
を
振
り
返
る
と
、
生
産
請

負
制
を
柱
と
す
る
経
済
体
制
の
進
展
を
抜
き

に
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
以
前
の
七
○

年
代
ま
で
、
農
村
は
「
人
民
公
社
制
度
」
の

も
と
に
置
か
れ
、
仕
事
、
生
活
の
い
っ
さ
い

を
人
民
公
社
と
い
う
集
団
の
中
で
過
ご
し
て

き
た
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
活
動
が
統

一
管
理
さ
れ
、
家
族
計
画
運
動
ま
で
も
公
社

の
計
画
で
、
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
公
社
の
解
体
が
進
み
、
家
庭
を

単
位
と
す
る
生
産
請
負
制
度
が
急
速
に
導
入

さ
れ
て
、
事
態
は
一
変
し
た
。
生
産
請
負
制

'９
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度
と
は
、
農
家
が
一
年
間
に
一
定
量
の
穀
物

を
生
産
す
る
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、
契
約
量

を
上
回
る
生
産
が
あ
る
と
、
そ
の
余
分
な
穀

物
は
近
く
の
自
由
市
場
で
処
分
で
き
る
と
い

う
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

新
制
度
は
「
働
け
ば
働
く
ほ
ど
儲
か
る
制

度
」
と
、
住
民
に
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
う
な
る

と
農
家
の
収
入
は
「
労
働
力
の
数
」
と
く
に

「
男
性
労
働
力
の
数
」
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

そ
れ
は
子
供
を
多
く
産
む
、
男
の
子
が
欲
し

い
と
い
う
こ
と
だ
。

八
○
年
代
に
入
っ
て
、
「
四
つ
の
近
代
化
」

が
始
ま
る
。
農
業
も
「
近
代
化
↓
機
械
化
」

す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
畑
で
は
依
然
と
し
て

牛
馬
を
使
い
、
人
力
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
街
で
は
荷
台
に
大
勢
の
人
を
乗
せ
、
わ

が
物
顔
で
走
る
耕
運
機
を
か
な
り
見
か
け
る
。

あ
の
耕
運
機
を
畑
で
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な

い
の
は
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
。
か
ね
が
ね
不
思

議
に
思
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
聞
か
ず
じ
ま

い
の
ま
ま
で
あ
る
。
き
っ
と
、
余
っ
た
労
働

力
を
な
る
べ
く
田
畑
に
動
員
し
、
せ
っ
か
く

入
れ
た
機
械
は
街
で
運
搬
用
に
回
し
て
稼
ぐ

と
い
っ
た
構
図
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

さ
ら
に
、
一
人
っ
子
政
策
の
足
を
引
っ
張

る
も
の
と
し
て
、
少
数
民
族
の
問
題
が
あ
る
。

中
国
の
全
人
口
の
う
ち
、
九
二
％
は
漢
族
が

占
め
て
い
る
。
残
り
八
％
は
言
語
、
宗
教
も

さ
ま
ざ
ま
な
五
十
五
の
少
数
民
族
が
一
億
人

近
く
い
る
。
仮
に
全
人
口
の
八
％
だ
が
、
彼

ら
の
存
在
は
、
中
国
社
会
の
理
解
に
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
居
住
地
は
国
土
の
五
、
六
割
を
占

め
、
し
か
も
国
境
地
帯
の
九
割
は
少
数
民
族

の
居
住
地
で
あ
る
。
つ
ま
り
戦
略
的
理
由
か

ら
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
と
い
う
理
由

か
ら
、
漢
族
の
膨
大
な
過
剰
人
口
を
吸
収
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
も
、

国
に
と
っ
て
少
数
民
族
の
存
在
は
、
常
に
ア

キ
レ
ス
け
ん
と
も
い
う
べ
き
問
題
で
あ
る
。

た
と
え
ば
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
中
で
、

ウ
イ
グ
ル
族
の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

一
九
四
九
年
に
は
七
五
・
九
％
の
圧
倒
的
多

数
を
誇
っ
て
い
た
が
、
五
九
年
に
六
一
・
三
％
、

六
五
年
に
五
二
・
一
％
、
八
一
一
一
年
に
四
五
・

五
％
と
減
少
し
続
け
て
き
た
。

そ
こ
で
少
数
民
族
の
人
口
政
策
を
め
ぐ
っ

足
引
っ
張
る
少
数
民
族

て
、
画
期
的
な
事
件
が
起
き
た
。
八
五
年
十

二
月
十
一
一
、
十
三
の
両
日
、
区
都
ウ
ル
ム
チ

で
一
万
人
の
大
デ
モ
が
発
生
、
十
五
日
に
は

西
安
市
で
漢
族
と
ウ
イ
グ
ル
族
が
衝
突
、
さ

ら
に
十
九
日
に
は
ウ
ル
ム
チ
、
二
十
二
日
に

は
北
京
の
天
安
門
で
ウ
イ
グ
ル
族
学
生
の
デ

モ
が
発
生
し
た
。
こ
の
一
連
の
事
件
は
、
表

面
的
に
は
「
漢
族
指
導
者
の
ウ
ル
ム
チ
移
住
、

支
配
に
対
す
る
反
対
」
で
あ
っ
た
が
、
実
は

「
産
児
制
限
の
撤
廃
」
を
要
求
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

現
在
、
ウ
イ
グ
ル
族
は
都
市
で
二
人
、
農

村
で
三
人
ま
で
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

少
数
民
族
地
域
で
は
、
お
お
む
ね
、
「
一
一
一
三

四
政
策
」
が
と
ら
れ
て
い
る
。
漢
族
は
一
人
、

都
会
地
の
少
数
民
族
は
二
人
、
少
数
民
族
の

農
民
は
三
人
、
少
数
民
族
の
遊
牧
民
は
四
人
、

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

少
数
民
族
の
占
め
る
率
が
一
番
多
い
、
南

部
の
雲
南
省
も
例
外
で
は
な
い
。
「
経
済
、
文

化
、
医
療
面
で
、
漢
族
地
域
よ
り
後
れ
を
と

っ
て
い
る
」
と
い
う
理
由
で
、
一
人
っ
子
政

策
の
緩
和
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
結
果
、

．
雲
南
省
の
一
人
っ
子
率
は
一
五
％
に
ま
で
落

ち
、
二
人
が
七
○
％
、
三
人
が
一
五
％
と
い

２０
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う
具
合
に
な
っ
た
。
ま
た
、
漢
族
と
少
数
民

族
が
結
婚
し
た
場
合
、
そ
の
子
供
は
大
部
分

が
少
数
民
族
を
名
乗
る
た
め
、
ど
う
み
て
も

Ｌ
曲

少
数
民
族
の
人
口
は
増
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

雲
南
省
の
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
（
西
双
版
納
）

タ
イ
族
自
治
区
の
景
洪
で
民
族
歌
舞
団
の
公

演
を
見
た
。
舞
台
で
は
、
同
じ
踊
り
手
が
種

族
の
違
っ
た
民
族
衣
装
を
次
々
と
着
替
え
な

が
ら
踊
る
。
「
何
族
の
踊
り
」
と
い
っ
た
特
徴

が
わ
か
り
に
く
い
踊
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
お

互
い
が
文
化
面
で
接
近
を
図
っ
て
い
る
こ
と

を
、
観
客
の
わ
れ
わ
れ
に
訴
え
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
た
。

こ
の
こ
と
を
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
計
画

生
育
委
員
会
の
馬
副
主
任
（
漢
族
）
に
開
い

一
人
っ
子
を
上
海
の
街
で
観
察
し
て
み
た
。

南
京
通
り
、
外
灘
公
園
、
快
餐
店
（
フ
ァ
１

た
ら
、
あ
わ
て
る
様
子
も
な
く
次
の
よ
う
に

い
っ
た
。
「
少
数
民
族
は
自
分
の
種
族
が
消
滅

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を

も
っ
て
い
る
か
ら
、
意
図
的
に
共
通
根
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
人

口
政
策
を
押
し
つ
け
る
気
持
ち
は
毛
頭
な
い
。

〃
子
供
が
少
な
い
方
が
生
活
が
麹
か
に
な
る
〃

と
い
う
道
理
を
理
解
し
さ
え
す
れ
ば
、
少
数

民
族
の
出
生
率
も
自
然
に
下
が
る
だ
ろ
う
」
。

シ
ッ
ク
ス
ポ
ケ
ッ
ト

外
灘
公
園
、
快
餐
店
（
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
）
…
…
。
｜
目

で
そ
れ
と
わ
か
る
家
族
連
れ

が
目
立
つ
。
糖
一
杯
着
飾
っ

た
子
供
が
、
両
親
と
四
人
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
従
え
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
、
〃
シ
ッ
ク
ス
・
ポ
ケ
ッ

ト
“
で
あ
る
。
「
子
供
一
人

が
六
人
の
大
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
、

つ
ま
り
財
布
を
掘
っ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
で
、
そ
の
子
供

の
こ
と
を
〃
小
皇
帝
〃
と
呼

身’



ん
で
い
る
。

そ
の
小
皇
帝
は
肩
に
小
型
カ
メ
ラ
を
下
げ
、

飲
料
水
の
び
ん
を
片
手
に
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
だ
。
快
餐

店
の
前
で
は
、
泣
き
な
が
ら
路
上
に
仰
向
け

に
な
り
、
周
囲
の
大
人
を
手
こ
ず
ら
せ
て
い

る
。

こ
れ
は
、
な
に
も
上
海
に
限
ら
な
い
。
経

済
開
発
地
域
で
は
、
よ
く
見
か
け
る
光
景
で

あ
る
。
「
子
供
の
世
界
か
ら
、
き
ょ
う
だ
い
ゲ

ン
ヵ
や
子
供
同
士
の
ケ
ン
ヵ
や
遊
び
が
姿
を

消
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
一
人
っ
子

社
会
な
ら
当
然
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
家
庭
教

育
面
の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
日
本

で
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

上
海
の
小
学
校
の
女
教
師
は
こ
う
答
え
た
。

「
ど
こ
で
も
一
人
っ
子
対
応
策
と
し
て
、
授
業

に
〃
し
つ
け
“
の
時
間
を
設
け
て
い
る
。
ま

た
父
母
か
ら
家
庭
で
の
話
を
聞
い
た
う
え
て

〃
自
立
自
助
の
精
神
〃
を
徹
底
的
に
仕
込
ん
で

い
る
」
。
そ
の
へ
ん
の
心
配
は
無
用
と
い
う
、

そ
っ
け
な
い
返
事
だ
っ
た
。

”
お
産
“
の
地
域
差

一
昨
年
夏
、
西
安
市
の
中
心
部
に
あ
る
険

西
省
婦
幼
保
健
院
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
こ
は
陣
痛
室
の
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ

て
い
る
妊
婦
が
、
控
え
室
に
い
る
家
族
と
モ

ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
対
話
で
き
る
先
進

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
た
。
妊
婦
は
ほ
と

ん
ど
が
初
産
と
説
明
さ
れ
た
。

妊
婦
が
画
面
に
向
か
っ
て
「
痛
い
」
と
訴

え
る
と
、
控
え
室
の
母
親
か
夫
が
「
た
い
し

た
こ
と
な
い
よ
。
も
う
少
し
の
我
慢
だ
か
ら
」

と
元
気
づ
け
る
仕
組
み
で
あ
る
。
「
西
安
は
晩

婚
化
が
進
ん
で
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
初

産
年
齢
は
高
く
な
る
。
そ
こ
で
妊
婦
や
家
族

の
心
配
を
和
ら
げ
よ
う
と
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
入
れ
た
」
と
、
病
院
側
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。
市
民
の
評
判
は
上
々
ら
し
い
。

「
さ
す
が
に
省
レ
ベ
ル
の
施
設
は
違
う
」

と
感
心
し
た
が
、
そ
の
数
日
前
に
同
じ
視
察

旅
行
で
見
学
し
た
ウ
ル
ム
チ
市
の
婦
幼
保
健

院
（
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）
を
思
い
出
し

て
し
ま
っ
た
。
な
に
せ
、
む
き
出
し
の
ス
プ

リ
ン
グ
の
上
に
ベ
ニ
ア
板
を
乗
せ
た
だ
け
の
、

お
粗
末
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
ベ
ッ
ド
。

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
ば
む
ほ
ど
な
の
に
、

ク
ー
ラ
１
な
ん
か
あ
り
は
し
な
い
。
妊
婦
は

「
お
産
は
こ
ん
な
も
の
」
と
あ
き
ら
め
き
っ
た

「
二
○
○
○
年
ま
で
に
十
二
億
人
以
内
」

と
い
う
国
家
目
標
は
年
内
に
は
十
二
億
を
超

す
こ
と
が
確
実
に
な
り
、
幻
と
化
し
た
。
し

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、

｜
人
っ
子
政
策
が
中
国
の
社
会
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ

こ
で
「
六
○
年
代
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
大

集
団
が
、
結
婚
・
出
産
期
を
終
え
る
二
一
世

紀
初
頭
に
は
、
一
人
っ
子
政
策
を
見
直
す
」

と
い
う
の
が
、
北
京
（
国
家
計
画
生
育
委
員

会
）
の
考
え
で
あ
る
。
「
人
口
大
国
・
中
国
」

は
、
大
都
会
の
先
進
国
型
と
、
広
大
な
農
村

部
・
少
数
民
族
地
域
の
途
上
国
型
双
方
の
顔

を
持
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
北
の

「
高
齢
化
」
と
南
の
「
人
口
爆
発
」
と
い
う
地

球
上
の
課
題
を
、
一
つ
の
国
で
抱
え
て
い
る

と
い
え
る
。
〃
壮
大
な
実
験
〃
は
形
こ
そ
違
え
、

二
一
世
紀
も
続
く
だ
ろ
う
。

表
情
で
横
た
わ
っ
て
い
た
。
地
域
差
を
こ
れ

ほ
ど
如
実
に
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。

地
球
ミ
ニ
チ
ュ
ア
中
国

２２
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国
際
人
口
・
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
第

三
回
準
備
委
員
会
は
、
一
九
九
四
年
四
月
四

日
か
ら
二
二
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
開
催
さ
れ
た
、
一
七
三
カ
国
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
○
○
○
人
が
参
加
し
た
。

日
本
か
ら
出
席
し
た
国
会
議
員
は
、
中
山

太
郎
衆
議
院
議
員
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る

賢
人
会
議
議
長
）
、
桜
井
新
衆
議
院
議
員
（
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
議
長
）
、
堂
本
暁
子
参
議
院
議
員
と
私
、
更

に
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
楠
本
修
氏
が
同
行
さ
れ
た
。

日
本
政
府
代
表
団
の
首
席
代
表
は
、
丸
山

俊
二
国
連
代
表
部
大
使
、
阿
藤
誠
厚
生
省
人

口
問
題
研
究
所
長
が
出
席
さ
れ
た
。

準
備
委
員
会
全
体
会
の
開
会
式
は
、
四
日
、

国
連
本
部
に
於
て
一
○
時
か
ら
行
わ
れ
、
各

国
首
席
代
表
、
国
連
機
関
及
び
主
要
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
代
表
者
に
よ
る
演
説
が
行
わ
れ
た
。
丸
山

大
使
の
演
説
は
午
前
の
五
番
目
、
中
山
議
員

は
午
後
の
二
番
目
、
桜
井
議
員
は
午
後
の

一
三
番
目
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

二
議
員
の
演
説
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

(ま

じ
め

に

aヲ



中
山
太
郎
》
人
口
と
開
発
に
関
す
る
賢
人

会
議
議
長
の
演
説
は
、
一
九
九
四
年
一
月
東

京
で
開
催
さ
れ
た
人
口
と
開
発
に
関
す
る
賢

人
会
議
の
成
果
と
し
て
の
「
東
京
宣
言
」
に

つ
い
て
、
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
、
決
定

過
程
に
お
け
る
女
性
の
役
割
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
家
族
計
画
、
人
口
分
布

と
国
際
移
民
問
題
、
カ
イ
ロ
会
議
と
資
源
・
資

金
問
題
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
で
採
択
さ
れ
る
行
動
計
画
が
、
各
国
政
府

だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
全
て
の
個
人
に
理
解

さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
明

快
、
簡
潔
で
か
つ
行
動
本
位
の
も
の
が
必
要

中
山
太
郎
議
員
演
説
要
旨

桜
井
新
ｍ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
挨
拶
は
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
及
び
西
ア

ジ
ア
各
国
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
委

貝
会
の
調
盤
機
関
で
あ
り
、
現
在
正
会
貝
一

九
カ
国
、
準
会
員
一
○
カ
国
で
髄
成
さ
れ
て

お
り
、
列
国
議
会
同
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
『
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
地
域
議
員
グ
ル
ー

プ
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世

界
議
員
委
員
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
な
ど
他
の

国
会
議
員
活
動
と
も
密
接
な
協
力
関
係
を
維

持
し
な
が
ら
、
一
九
八
二
年
域
内
協
力
の
場

と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
一
二
年
に
も
及
ん

で
い
る
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら
、
人
間
と
し
て

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
単
に
生
物
と
し
て
生

き
る
二
と
て
は
な
く
、
先
人
た
ち
が
築
き
上

げ
た
文
化
・
社
会
と
い
う
文
脈
を
離
れ
て
生

き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
環
境
と
の
調
和
を

で
あ
る
こ
と
な
ど
「
東
京
宣
言
」
の
紹
介
と

今
回
の
準
備
委
員
会
へ
の
示
唆
及
び
そ
の
成

功
に
む
け
て
の
願
い
を
含
め
て
挨
拶
と
し
て

述
べ
ら
れ
た
。

桜
井
議
長
演
説
要
旨

持
続
可
能
な
形
で
築
き
上
げ
る
こ
と
を
未
来

に
見
据
え
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
更
に

食
料
問
題
に
も
触
れ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
今
ま

で
行
っ
て
き
た
会
議
の
成
果
と
し
て
の
「
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言
」
と
、
「
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
た
め
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
」
を
紹
介
し
、
今
は
理
念
の
議
論
よ
り
実

行
の
時
で
あ
る
。
人
々
が
、
民
族
の
、
国
家

の
利
害
を
超
え
、
人
類
共
通
の
利
益
の
た
め

に
活
動
す
べ
き
で
あ
る
、
と
強
調
さ
れ
た
挨

拶
で
あ
っ
た
。

今
回
の
会
合
は
、
今
年
九
月
に
予
定
さ
れ

カ
イ
ロ
会
議
に
む
け
て

ごダ
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て
い
る
国
連
主
催
の
カ
イ
ロ
会
議
に
対
す
る

準
備
委
員
会
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・

国
・
団
体
で
、
今
後
二
○
年
間
の
人
口
行
動

計
画
等
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
事
柄
の
ま
と

め
と
し
て
、
カ
イ
ロ
会
議
で
採
択
す
る
た
め

の
新
行
動
計
画
の
案
文
に
つ
い
て
、
更
に
詳

細
な
検
討
を
加
え
、
合
意
形
成
を
み
る
こ
と

が
目
的
で
あ
っ
た
。

第
一
回
会
議
は
二
○
年
前
、
ブ
カ
レ
ス
ト

で
開
催
さ
れ
、
ホ
ッ
ト
な
人
口
問
題
な
ど
の

論
議
か
ら
「
世
界
人
口
行
動
計
画
」
が
大
き

な
焦
点
と
な
り
、
そ
の
後
、
各
地
域
・
各
国

に
お
け
る
一
○
年
間
の
行
動
の
成
果
が
第
二

回
メ
キ
シ
コ
会
議
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
の
中
で
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
議

は
、
第
三
回
カ
イ
ロ
会
議
の
成
功
に
む
け
て

の
最
終
準
備
会
議
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
人
口
問
題
・
家
族
計
画
・
女
性

の
地
位
向
上
・
教
育
・
雇
用
・
保
健
で
、
特

に
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
女
性
の
健
康
、
特

に
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
個
人
の

選
択
の
権
利
、
い
わ
ゆ
る
「
性
と
生
殖
に
関

す
る
権
利
と
健
康
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ラ
イ
ッ
／
ヘ
ル
ス
）
」
で
あ
っ
た
。
当
然
、
世

界
の
人
口
移
動
・
難
民
問
題
・
環
境
問
題
等

全
体
会
二
日
目
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
何
と

言
っ
て
も
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
／

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
家
族
計
画
、
人
工
妊
娠
中

絶
問
題
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ロ

ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
提
言
が
ど
う
報
告
さ

れ
る
か
で
あ
っ
た
。
予
想
通
り
、
ロ
ー
マ
法

王
庁
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
々
は
、
バ
イ
ブ
ル
に

基
づ
き
、
避
妊
は
自
然
法
の
み
が
許
可
さ
れ
、

人
工
妊
娠
中
絶
は
胎
児
の
生
命
尊
重
の
立
場

か
ら
の
強
硬
な
反
対
論
が
展
開
さ
れ
た
。
生

活
者
と
し
て
の
選
択
、
母
体
の
健
康
、
安
全

な
妊
娠
、
出
産
を
守
る
立
場
で
の
人
権
の
考

え
方
、
色
々
な
家
族
計
画
の
実
現
と
人
工
妊

娠
中
絶
を
容
認
す
る
二
極
面
の
対
立
が
み
ら

れ
た
。
女
性
の
健
康
に
も
宗
教
・
社
会
・
経

済
・
政
治
・
法
律
等
の
枠
組
み
が
あ
り
、
そ

の
国
の
文
化
教
育
状
況
な
ど
複
雑
な
要
素
が

も
等
閑
視
す
る
こ
と
は
て
き
な
い
。
中
心
的

問
題
と
な
っ
た
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利

と
健
康
」
に
は
、
当
然
な
が
ら
、
女
性
グ
ル

ー
プ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
発
な
行
動
が
み
ら
れ
、

全体会

已曰目

Ｕ
Ｓ
Ａ
対
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
一

価
値
観
の
差
を
つ
め
て
明
る
い
人
類
の
未
来
に
…
～
》

多
い
。
女
性
の
自
立
・
社
会
的
位
置
付
け
・

色
々
な
事
柄
の
選
択
権
に
つ
い
て
も
、
生
活

習
慣
や
伝
統
的
な
風
俗
な
ど
、
国
々
に
よ
り

個
々
人
に
よ
り
価
値
観
の
差
も
み
ら
れ
る
。

避
妊
方
法
に
関
し
て
み
て
も
、
開
発
国
日
本

に
お
い
て
開
発
途
上
国
よ
り
選
択
肢
が
少
な

い
こ
と
が
、
関
連
す
る
国
際
会
議
に
出
る
と

い
つ
も
話
題
と
な
る
。
エ
イ
ズ
と
コ
ン
ド
ー

ム
と
の
関
係
や
、
ミ
ニ
ピ
ル
解
禁
が
出
生
率

減
少
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
日
本

に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
／

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
検
討
の
余
地
を

残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
①
×
口
色
一
四
．
二
元
の
ロ
『
Ｃ
Ｑ
巨
、
ご
く
の
幻
億
ケ
〔
の

四
日
四
８
－
岳
に
つ
い
て
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
人
々
が
性
と
生

自
立
問
題
と
合
わ
せ
、
男
女
参
画
型
の
社
会

へ
、
家
族
・
社
会
環
境
問
題
・
人
類
と
自
然

の
調
和
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
「
地

球
を
守
る
」
行
動
な
ど
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
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殖
活
動
の
全
て
の
面
に
お
い
て
、
肉
体
的
・

心
理
的
・
社
会
的
に
健
全
な
状
態
に
あ
り
、

子
供
の
数
と
出
産
間
隔
を
自
由
に
決
め
る
権

利
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
十
分
な
情

報
と
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
」
と
あ
る
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
概
念
に
は
、
女
性
の
健
康
か
ら
、
生

殖
・
セ
ク
シ
ユ
ア
リ
テ
ィ
を
と
ら
え
る
も
の

で
、
心
・
身
の
健
康
に
よ
る
生
活
全
体
の
向

上
、
人
類
の
発
展
を
目
指
す
も
の
と
さ
れ
る
。

健
康
を
中
心
に
据
え
て
の
性
と
生
殖
の
権
利
、

自
由
・
自
立
し
た
選
択
と
共
に
女
性
の
社
会

的
な
地
位
の
向
上
、
男
女
平
等
参
画
型
社
会

へ
の
基
本
的
権
利
の
確
保
へ
の
道
と
思
わ
れ

る
。

こ
の
度
の
報
告
書
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
チ
ョ
イ
ス
（
性
と
生
殖
に
関
す

る
選
択
『
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
等
々
、
性
と
生
殖
に
関
連
す
る

用
語
が
多
く
み
ら
れ
る
。
看
護
婦
・
助
産
婦

と
し
て
の
立
場
を
通
し
、
健
康
の
面
か
ら
と

ら
え
る
「
性
と
生
殖
」
は
、
家
族
計
画
と
共

に
母
子
保
健
、
母
子
看
護
そ
の
も
の
で
あ
り
、

健
康
家
族
へ
の
支
援
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
「
人

間
の
性
と
生
」
を
真
蟄
に
と
ら
え
る
中
で
子

供
達
が
育
ち
、
思
春
期
を
通
過
し
、
す
て
き

な
大
人
に
な
る
過
程
を
日
々
の
ケ
ア
を
通
し
、

更
に
「
性
教
育
」
を
通
し
支
援
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
性
行
動
と
関
連
す

る
感
染
症
の
予
防
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
今
、

全
世
界
で
年
間
五
○
万
人
の
女
性
が
妊
娠
に

関
連
す
る
原
因
で
死
亡
し
て
い
る
。
そ
の
九

九
％
は
開
発
途
上
国
で
発
生
し
て
い
る
が
、
「
二

一
○
年
前
、
メ
キ
シ
コ
で
行
わ
れ
た
国
際

人
口
会
議
以
来
、
こ
の
よ
う
な
広
い
視
野
か

ら
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
心
が
、
国
家
、
地

域
、
国
際
間
、
な
ど
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
に
お

い
て
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、

曰
本
国
代
表
団
の
発
表

、
組
み
始
め
・
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
発
表
更
に
人
ロ
問
題
に
史
し
て
ど
の
よ
う

る
の
か
注
目
さ
れ
た
Ⅲ
己
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ロ
－
皇
庁

ク
リ
ン
ト
ン
と
よ
り
印
寄
鞄
哺
は
り
人
届
し
的
膣
、

イ
ス
に
対
し
て
一
一
○
億
ド
ル
の
支
出
を
決
め
た
日
本
国
代
表
団
の
発
表
、

チ
カ
ン
市
国
で
あ
る
各
ｒ
表
の
発
表
は
次
の
と
お
り

｜
』
の
他
Ｉ
開
会
式
の
全
討
議
と
し
て
・
・
ｊ
目
を
バ
ー
ひ
た
？
可
は
、
人
ロ

○
○
○
年
ま
で
に
半
減
を
」
が
我
々
の
合
言

葉
で
あ
る
。
国
内
・
国
外
と
も
に
視
野
を
広

げ
、
人
々
の
健
康
と
安
全
が
優
先
し
て
守
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
関

す
る
新
行
動
計
画
が
、
カ
イ
ロ
会
議
で
検
討

さ
れ
、
人
類
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
の
提

言
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

六
日
以
降
は
全
体
会
を
う
け
た
分
科
会
と

し
て
草
案
各
論
が
検
討
さ
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
範
囲
、
例
え
ば
、
経
済
・
社
会

的
開
発
の
領
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
特
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
以
来
、
人

口
問
題
を
適
切
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
持
続

的
な
開
発
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
事
務
総
長
に
よ
っ
て

準
備
さ
れ
た
、
会
議
の
最
終
文
書
案
が
こ
の
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包
括
的
な
一
連
の
議
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と

は
、
理
解
で
き
る
も
の
で
す
。

最
終
文
書
の
草
稿
で
の
論
題
に
つ
い
て
は

作
業
部
会
に
よ
っ
て
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
我
々
代
表
団
が
詳
細
な
見
解
を
論
述

す
る
こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
、
二
つ
の
大
変
短
い
コ

メ
ン
ト
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
初
に
、
文
章
は
で
き
る
か
ぎ
り
明
確
で
、

簡
潔
で
、
行
動
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
中
に

十
分
に
理
解
き
れ
実
行
さ
れ
る
も
の
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

我
々
代
表
団
は
文
書
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
い

く
つ
か
を
削
除
し
た
り
、
短
く
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
最
終
的
に
私
が
提
起
し
た
い
一
つ
の

方
法
は
文
書
を
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ー
は
Ｉ
章
（
原
則
）
、

Ⅲ
章
（
国
家
行
動
）
、
Ⅳ
章
（
国
際
協
力
）
、

Ⅳ
章
（
非
政
府
部
門
と
の
協
力
）
、
Ⅶ
章
（
会

議
の
続
行
）
の
部
分
を
含
み
、
そ
し
て
パ
ー

ト
Ⅱ
は
文
章
の
付
録
と
し
て
残
り
の
章
を
含

む
と
い
う
も
の
で
す
。

次
に
、
我
々
が
た
て
た
人
口
の
到
達
目
標

を
考
慮
し
た
上
で
い
く
つ
か
の
数
的
目
標
に

つ
い
て
合
意
を
行
う
こ
と
が
我
々
に
と
っ
て

大
変
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
目
標
は
希
望
の
あ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
た
到

達
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
様
々
な
国

家
、
地
域
に
お
け
る
変
化
し
つ
つ
あ
る
状
況

を
考
慮
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
日
本
政
府
が
と
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
つ

い
て
若
干
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
初
に
、
会
議
と
人
口
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
努
力
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
国
際
社

会
に
よ
る
財
政
的
な
援
助
に
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
日
本
は
昨
年

国
際
人
口
開
発
会
議
に
た
い
し
て
五
○
○
、

○
○
○
ド
ル
の
財
政
的
貢
献
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
度
は
さ
ら
に
ま
た
相
当
額

の
貢
献
を
な
す
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
貢
献
が
主
に
発
展

途
上
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
へ
の
参
加
の
促
進
の
た

め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

会
議
へ
の
貢
献
そ
れ
自
身
に
加
え
て
、
日
本

政
府
は
今
後
七
年
間
二
九
九
四
－
二
○
○

○
）
に
わ
た
っ
て
人
口
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
分
野
に
お
い
て
そ
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
約
三
○
億
ド
ル
に
拡
大
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
日
本
政
府
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
国
連

大
学
の
協
力
の
も
と
に
、
今
年
一
月
二
六
日
、

二
七
日
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
賢
人
会
議

を
主
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
議
は
世
界
中
か

ら
多
数
の
著
名
な
参
加
者
の
出
席
を
う
け
、
「
人

口
と
開
発
に
お
け
る
地
球
規
模
の
協
調
に
向

け
て
」
と
題
さ
れ
た
東
京
宣
言
の
採
択
を
も

っ
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
カ
イ
ロ
会
議
の
成
功
に
む
け
て
大

変
大
き
な
貢
献
を
な
す
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

会
議
の
結
果
は
議
長
で
あ
る
、
中
山
太
郎

先
生
（
元
外
務
大
臣
、
国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
議
長
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

私
の
発
言
を
終
わ
り
ま
す
ま
え
に
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
活
動
的
な
努
力
と
協
力
な
く
し
て
は
、

個
々
の
ど
の
よ
う
な
政
府
も
、
ま
し
て
や
全
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二
週
間
前
、
私
は
カ
イ
ロ
を
訪
れ
る
名
誉

を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
で
私
は
ム
バ
ラ
ク
大
統

領
、
ア
ル
・
ア
ラ
フ
ィ
内
務
大
臣
、
そ
し
て

人
口
・
家
族
福
祉
大
臣
で
あ
り
、
ま
た
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
で
の
我
々
の
チ
ー
フ
ホ
ス
ト
で
あ
る
マ

ハ
ー
・
マ
ハ
ラ
ン
大
臣
に
暖
か
く
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
ま
た
エ
ジ
プ
ト
国
内
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
運
営
委
員
会
議
長
ア
ジ
ザ
・
フ
シ
セ
ン
氏

に
も
お
会
い
い
た
し
ま
し
た
。

体
と
し
て
の
国
際
社
会
は
な
お
さ
ら
、
困
難

な
経
済
的
、
社
会
的
問
題
に
有
効
に
対
処
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
人
口
の
分
野
に
お
い
て
は
特
に

そ
う
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
準
備
委
員
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す

我
々
の
代
表
団
の
中
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
お

い
て
精
力
的
に
活
躍
し
て
い
る
優
秀
な
メ
ン

バ
ー
が
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
機
会
に
、
カ
イ
ロ
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
へ
の
準
備
に
際
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

協
力
を
強
化
し
て
い
く
我
々
代
表
団
の
決
議

を
表
明
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
発
表

我
々
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
、
こ
の
歴
史
的

な
会
議
の
成
功
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
大
規
模
な
準
備
に
多

く
を
負
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
、
こ
の
委
員
会
は
世
界
中
の

国
家
の
一
致
し
た
優
先
課
題
、
共
通
の
課
題

と
し
て
、
人
口
と
開
発
を
協
調
さ
せ
る
た
め

に
岐
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
一
年
前
、
当
地
に
お
け
る
第
二
次
プ

レ
ッ
プ
コ
ム
委
員
会
に
お
い
て
、
希
望
あ
る

臘
力
関
係
ｌ
北
と
南
国
家
と
こ
の
よ
う

な
国
際
的
な
組
織
、
政
府
と
市
民
の
間
の
ｌ
‐

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
協
力
関
係
は
多
く
の
女
性
、
環
境
主

義
者
、
人
口
学
者
、
医
療
関
係
者
、
そ
し
て

開
発
の
専
門
家
と
い
っ
た
人
々
の
間
に
共
有

さ
れ
て
い
る
新
し
い
分
野
に
徐
々
に
反
映
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
協
力
関
係
は
ま
た
事
務
局
に
よ
り
起

草
さ
れ
ま
し
た
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
草
稿
の

な
か
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
以
下

の
よ
う
に
我
々
の
未
来
の
た
め
の
議
題
を
包

括
的
に
定
め
て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

・
人
間
的
で
有
効
な
人
口
政
策
は
包
括
的
で

あ
る
べ
き
で
、
他
の
発
展
課
題
、
教
育
、

特
に
女
性
教
育
の
た
め
の
教
育
、
女
性
の

経
済
的
な
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
男
女
の
社
会
的
性
差
に
基
づ
く
法

的
・
社
会
的
障
害
の
除
去
な
ど
、
そ
の
他

の
開
発
を
遂
げ
る
上
で
の
課
題
と
統
合
さ

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
人
口
成
長
と
消
費
パ
タ
ー
ン
は
環
境
の
悪

化
の
原
因
と
し
て
共
に
主
要
な
役
割
を
果

た
す
。

・
開
発
と
家
族
計
画
は
人
口
増
加
を
鈍
化
さ

せ
る
た
め
に
、
独
立
し
て
効
果
を
与
え
う

る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
実
行

さ
れ
る
時
、
最
も
有
効
に
作
用
す
る
。

・
一
九
九
三
年
の
世
界
開
発
報
告
の
な
か
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
家
族
計
画
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
包
括
的
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

イ
ブ
と
基
本
的
な
へ
ル
ス
ヶ
ア
ヘ
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
供
与
す
る
地
球
規
模
の
努
力

の
中
心
的
な
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
対
す
る
幅
広
い
合
意
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
規
模
で
世
界
を
動
員
し
、
行
動

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
て
い
く
た
め
の
我
々

の
共
通
の
努
力
の
根
底
に
は
こ
れ
ら
の
幅
広

い
テ
ー
マ
が
横
た
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

2８



プレップコム、

三
週
間
に
わ
た
る
我
々
の
課
題
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
焦
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
し
て
あ
ら

ゆ
る
地
域
の
人
々
に
明
確
に
そ
れ
を
つ
た
え

る
努
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
す
べ
て
の
国
家
に
長
期
的
な

利
益
に
な
る
と
思
わ
れ
る
開
発
の
プ
ロ
セ
ス

を
刷
新
し
、
活
気
づ
け
る
一
助
に
な
っ
た
と

合
衆
国
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。
開
発
は
、
す

べ
て
の
国
に
と
っ
て
長
期
的
な
関
心
事
で
す
。

持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
幅

広
い
基
礎
を
も
つ
経
済
成
長
を
促
進
し
環
境

を
保
漣
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
間

の
可
能
性
を
高
め
民
主
的
な
価
値
を
促
進
す

る
て
し
よ
う
し
、
さ
ら
に
、
現
代
の
人
々
の

生
柄
の
蘭
を
改
善
し
次
世
代
の
可
能
性
を
高

め
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
我
々
は
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て
、

そ
し
て
そ
れ
に
続
け
て
今
世
紀
の
残
り
と
二

一
世
紀
へ
と
つ
な
が
る
舷
優
先
の
行
動
の
た

め
の
中
心
的
な
課
題
と
し
て
現
実
に
何
を
定

め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

若
干
の
示
唆
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
優
先
課
題
が
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
方
法
を
完
壁
に
は
っ
き
り
と
指
し

示
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

カ
イ
ロ
が
こ
れ
ら
の
課
題
に
向
け
て
行
動
を

起
こ
す
な
ら
ば
、
我
々
は
世
界
の
人
口
を
安

定
さ
せ
、
多
く
の
人
々
の
た
め
に
生
活
の
質

を
改
善
し
、
持
続
的
な
開
発
の
約
束
を
現
実

の
も
の
と
す
る
こ
と
に
む
か
っ
て
大
き
く
歩

み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
決
議
さ
れ
た
協
調
的
な

努
力
と
し
て
良
質
で
自
発
的
な
家
族
計
画
と

十
分
な
範
囲
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
二
一
世
紀
の
初
め
に
は
世

界
的
に
誰
も
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
査
を
通
し
て
、
個
人

が
選
択
で
き
る
避
妊
法
を
広
め
、
提
供
さ
れ

る
リ
ブ
ロ
ダ
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス

を
拡
大
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
供
給
さ
れ
る

場
合
の
障
害
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
方
法

と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
改
善
す
る

こ
と
は
人
々
の
生
活
を
高
め
、
自
発
的
な
家

族
生
活
と
い
う
目
標
を
現
実
の
も
の
と
す
る

可
能
性
を
増
大
さ
せ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
い
か
な

る
場
合
で
あ
っ
て
も
強
制
が
な
さ
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領

が
国
民
に
向
け
て
語
っ
た
よ
う
に
、
「
中
絶
は

安
全
で
合
法
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

で
き
る
か
ぎ
り
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

あ
ら
ゆ
る
努
力
が
望
ま
れ
な
い
妊
娠
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
し
か
し
、
公
衆
衛
生
学
的
に
見
て
、

ま
た
基
本
原
則
と
し
て
、
女
性
は
危
険
な
中

絶
に
伴
う
合
併
症
を
避
け
る
た
め
に
、
安
全

な
中
絶
と
暖
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

べ
き
で
す
。

次
に
女
性
の
知
性
に
対
す
る
投
資
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
女
性
教
育
の
失
敗
は
単

に
人
間
の
知
的
発
展
に
対
す
る
悲
劇
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
低
い
女
性
の
地
位
、
乳
児

と
妊
産
婦
の
死
亡
率
、
そ
し
て
貧
困
な
ど
の

問
題
に
つ
な
が
る
悲
劇
を
も
た
ら
し
ま
す
。

我
々
は
社
会
的
性
差
の
故
に
存
在
し
て
い
る

教
育
機
会
に
お
け
る
巨
大
な
男
女
格
差
を
な

く
す
た
め
に
闘
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
若
い
女
性
た
ち
は
彼
女
た

ち
の
基
本
的
人
権
と
同
様
に
、
彼
女
ら
の
知

的
、
経
済
的
、
政
治
的
な
可
能
性
を
十
分
に

認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
最
近
の

報
告
が
示
し
、
ま
た
我
々
の
良
識
が
教
え
る

よ
う
に
、
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
は
我
々

の
人
口
と
開
発
の
両
方
の
目
的
の
た
め
に
大
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き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
の
で

す
。第
三
に
、
今
後
数
年
に
わ
た
っ
て
、
す
べ

て
の
国
家
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
胎
児
の

ケ
ア
、
出
産
の
ケ
ア
、
予
防
接
種
に
対
す
る

必
要
性
の
範
囲
を
判
断
し
、
ま
た
、
国
民
に

お
け
る
最
も
弱
く
抑
圧
さ
れ
て
い
る
人
々
に

特
別
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
成
長
と
開
発

を
雛
祝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
、
民
間
の
そ
し
て
公
的
な
チ
ャ
イ
ル

ド
・
サ
バ
イ
バ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
児
童
生

き
残
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
目
標
と
し
て
は
、

今
後
一
○
年
の
間
に
そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
連
す
る
障
害
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
女

性
と
家
族
が
そ
れ
ら
の
資
源
を
入
手
で
き
る

可
能
性
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

第
四
に
、
我
々
は
若
い
男
女
の
要
求
に
特

別
の
注
意
を
払
な
が
ら
、
健
康
、
教
育
そ
し

て
経
済
的
目
標
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
加
え
て
、
青
年
た
ち
に
対
し
て
、

人
間
関
係
と
性
に
お
け
る
責
任
の
重
要
性
を

強
調
す
る
こ
と
に
加
え
、
彼
ら
の
大
き
な
社

会
的
、
経
済
的
可
能
性
を
、
若
い
女
性
た
ち

に
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

政
策
は
個
人
の
福
祉
と
公
正
の
た
め
に
な
さ

れ
る
正
義
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
を
遅

ら
せ
、
人
口
成
長
を
鈍
化
さ
せ
る
こ
と
に
貢

献
す
る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
若
い

女
性
が
彼
女
ら
の
役
割
に
加
え
て
、
結
婚
と
、

子
育
て
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
は

で
き
る
と
彼
女
ら
が
信
じ
る
、
と
考
え
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
だ
か
ら
で
す
。

第
五
に
、
女
性
が
力
を
え
て
く
る
に
つ
れ

て
、
我
々
は
、
啓
発
活
動
で
あ
る
と
も
い
え

る
が
、
男
性
の
出
産
、
性
と
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
に
つ
い
て
の
健
康
と
権
利
に
関
連
し
た

彼
ら
の
責
任
を
果
た
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
常
に
、
男
性
は
家
族
計
画
と
子
供
を

つ
く
る
か
ど
う
か
の
決
断
に
お
い
て
、
公
平

な
権
利
以
上
に
力
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。
世

界
中
の
男
性
は
女
性
の
権
利
を
前
進
さ
せ
る

た
め
、
ま
た
、
出
産
前
、
出
産
後
の
ケ
ア
の

た
め
、
子
供
の
教
育
の
た
め
、
性
行
為
感
染

症
の
防
止
の
た
め
、
彼
ら
の
責
任
を
受
け
入

れ
、
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
六
に
、
我
々
は
責
任
あ
る
、
お
互
い
に

尊
重
し
あ
う
男
女
間
の
性
行
動
を
推
進
し
、

若
い
男
性
女
性
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行

動
の
重
要
性
を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
人
々
の
生
命
と
福
祉
が
ｌ
殊
に
我
々

の
子
供
た
ち
の
ｌ
危
機
に
瀕
し
て
い
る
ざ

な
ん
ぴ
と

い
に
は
、
何
人
も
無
責
任
で
あ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。

第
七
に
、
こ
の
責
任
に
関
す
る
ど
の
よ
う

な
議
論
も
ま
た
、
世
界
中
の
社
会
に
お
け
る

基
本
単
位
で
あ
り
、
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど

地
球
規
模
で
危
機
に
瀕
し
て
い
る
家
族
の
意

義
を
強
調
す
る
こ
と
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
世
代
間
の
絆
と
な
る
家
族
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
人
々
と
彼
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
密
接
な
関
係
を
も
つ

よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
今
日
で
は

以
前
よ
り
も
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
考
え

で
あ
り
、
ま
た
我
が
政
府
と
二
億
六
千
万
の

国
民
に
と
っ
て
最
も
貴
重
な
価
値
観
で
も
あ

る
の
で
す
。

第
八
に
、
我
々
は
こ
の
カ
イ
ロ
会
議
に
お

い
て
、
世
界
中
で
の
今
日
の
未
曾
有
の
人
口

移
動
に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
の
二
つ
の
側
面
つ
ま
り
、
環
境
悪

化
と
人
口
移
動
の
間
の
連
関
と
人
口
に
対
す

る
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
潜
在
的
な
影
響
は
、

特
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
議
題
に
関
係
し
て
お
り
ま

す
。
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ブレッブコムⅢ

最
後
に
、
持
続
的
な
開
発
の
た
め
に
、
す

べ
て
の
国
家
の
相
互
補
完
的
な
役
割
と
責
任

を
認
識
す
る
こ
と
で
、
我
々
は
一
致
し
て
南

北
の
協
力
関
係
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
北
に
と
っ
て
の
こ
の
問
題
に
対

す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
一
貫
し
た
地
球
規

模
の
人
口
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
資
金
を

提
供
し
、
ま
た
浪
費
的
な
資
源
消
費
の
困
難

な
問
題
と
地
球
環
境
に
対
し
て
先
進
国
が
持

つ
必
要
以
上
に
大
き
な
影
響
の
部
分
に
関
与

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ま

た
こ
れ
に
対
し
て
南
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
と
は
家
族
計
画
、
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
、

女
性
の
地
位
向
上
を
国
家
の
最
優
先
課
題
の

一
つ
と
す
る
こ
と
を
通
し
て
実
現
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
お
い

て
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
責
任
に
恥
じ
な
い
政

府
の
最
高
レ
ベ
ル
の
政
治
的
意
志
を
生
み
出

し
、
ま
た
そ
れ
を
保
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。こ
れ
ら
は
困
難
な
挑
戦
で
す
。
し
か
し
楽

観
的
な
見
通
し
を
持
つ
だ
け
の
そ
れ
相
当
の

根
拠
も
あ
り
ま
す
。
世
界
の
声
な
き
苦
し
み

を
解
決
す
る
上
で
、
こ
の
五
○
年
間
に
我
々

が
な
し
遂
げ
た
こ
と
は
人
類
の
悲
劇
を
よ
り

小
さ
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
過
去

二
千
年
よ
り
も
よ
り
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た

の
で
す
。
我
々
が
冷
戦
と
他
の
地
域
紛
争
に

よ
る
政
治
的
、
経
済
的
犠
牲
の
重
荷
を
負
わ

さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が

な
し
遂
げ
た
も
の
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

も
し
そ
れ
ら
の
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
’
九

九
四
年
に
我
々
が
自
身
の
た
め
に
設
定
し
た

目
標
は
ど
れ
ほ
ど
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
り

う
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
秋
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、
国

連
総
会
で
の
演
説
に
お
い
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
ー

ゴ
ア
体
制
が
持
続
的
な
発
展
の
様
々
な
要
素

の
た
め
に
提
起
す
る
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
ア
メ
リ

カ
は
国
家
安
全
保
障
と
長
期
的
な
国
際
協
力

関
係
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
本
質
を
考
慮
し
て
、

そ
の
優
先
課
題
を
シ
フ
ト
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

こ
の
最
初
の
年
、
多
く
の
こ
と
が
達
成
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
は
カ
イ
ロ
と
今
後

一
○
年
間
に
む
け
て
の
精
力
的
な
議
題
を
作

成
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
関
係
者
と
共
に
活

動
し
て
い
く
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
カ
イ
ロ
会
議
の
準
備
段

階
で
あ
る
こ
の
時
期
の
す
べ
て
の
側
面
に
対

し
て
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
会
議
に
先
立
つ
準
備
委
員
会
、
地
域
委
員

会
の
会
議
に
参
加
し
て
こ
れ
た
こ
と
を
慶
び

と
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
参
加

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
問
題
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
こ
れ
か
ら
き
た
る
べ

き
日
ま
で
議
論
さ
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
今
年

我
々
は
、
後
世
に
残
す
こ
と
の
で
き
る
最

も
重
要
な
貢
献
の
た
め
に
共
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

今
日
、
世
界
の
他
の
ど
の
よ
う
な
集
団
に

お
い
て
も
、
後
世
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
れ

よ
り
も
重
大
な
機
会
は
存
在
し
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

後
世
の
歴
史
が
我
々
に
良
き
審
判
を
下
さ

れ
ん
こ
と
を
。

〈
ア
メ
リ
カ
代
表
Ⅱ

テ
ィ
モ
シ
イ
．
Ｅ
・
ワ
ー
ス
〉

ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
発
表

,’



の
後
半
に
カ
イ
ロ
で
協
議
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

全
体
的
な
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
視
点
と
い
う

も
の
は
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世

が
国
連
事
務
総
長
に
当
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

中
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
女
史
が
つ
い

最
近
バ
チ
カ
ン
を
訪
れ
た
機
会
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
代
表
団
の
方
は
ど
な
た
で
も
こ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。

カ
イ
ロ
会
議
の
テ
ー
マ
「
人
口
と
開
発
」

に
つ
い
て
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
が
言
及

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
人
口
と
開
発
は
、
人
間
の
家
族

の
良
い
あ
り
か
た
と
進
歩
に
と
っ
て
決
定
的

な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
人
口
と
開
発
に

関
す
る
い
か
な
る
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
は

終
わ
っ
て
い
な
い
。
彼
は
続
け
て
、
人
口
と

開
発
、
そ
れ
は
単
純
に
い
え
ば
経
済
と
人
口

学
的
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
根
源
を

辿
れ
ば
、
奥
深
い
倫
理
的
な
重
要
性
を
持
っ

た
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
非
常
に
広
い
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
指
摘
で
す
。
こ
の

数
週
間
の
作
業
と
協
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、

こ
の
問
題
の
最
も
深
い
側
面
を
考
慮
に
入
れ

る
事
が
必
要
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
人
間
と

社
会
に
と
っ
て
の
重
要
性
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
主
題
は
人
間
性
に
と

っ
て
の
良
い
あ
り
か
た
が
い
か
な
る
も
の
か
、

福
祉
、
人
間
の
生
活
の
変
化
と
保
護
、
結
婚

や
家
族
と
い
っ
た
基
本
的
な
社
会
制
度
、
地

球
の
資
源
を
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
注
意
深

く
扱
う
こ
と
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
に
対
す
る
尊
敬
の
念
と
い
う
も
の

に
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
が
現

在
住
ん
で
い
る
世
界
は
功
利
主
義
的
な
価
値

観
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
お
お
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
個
人
に
対
す
る

決
定
と
い
う
も
の
は
功
利
主
義
的
な
尺
度
だ

け
で
割
り
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た

く
し
ど
も
は
、
こ
の
岐
終
文
章
に
対
し
ま
し

て
も
ま
た
国
連
環
境
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｄ
）
の
リ
オ
宣
言
に
対
し
ま
し
て
も
人
間
の

存
在
と
い
う
も
の
が
持
続
可
能
な
開
発
の
中

心
で
あ
る
と
主
張
し
て
参
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
既
に
、
私
た
ち
が
促
進
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
開
発
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

し
て
い
る
の
で
す
。

人
間
中
心
の
開
発
、
個
人
中
心
の
開
発
は

一
つ
の
開
発
で
す
が
そ
れ
は
、
全
体
的
で

総
合
的
な
人
間
の
運
命
と
能
力
に
対
す
る
理

解
を
中
心
と
し
て
い
る
と
同
時
に
個
人
間
の

そ
し
て
社
会
的
な
関
係
を
考
慮
に
入
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

人
々
の
責
任
と
行
動
に
お
け
る
倫
理
的
な

そ
し
て
モ
ラ
ル
の
側
面
は
、
明
ら
か
に
そ
の

よ
う
な
統
合
的
な
反
省
の
中
に
あ
る
も
の
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
倫
理
と
い
う
の
は
人
間
存

在
の
実
相
で
す
。
そ
れ
は
経
済
的
ま
た
は
功

利
的
な
尺
度
で
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
無
く
し
て
は
、
人
間
と

人
間
社
会
は
完
全
に
開
発
さ
れ
た
状
態
に
至

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

こ
の
蛾
終
文
書
に
対
す
る
ロ
ー
マ
教
皇
庁

の
基
本
的
な
関
心
の
一
つ
は
、
こ
の
文
書
に

明
確
な
倫
理
的
な
観
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
環
境
と

立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
違
う
倫
理
的
評
価
を
行

う
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
文
書
が
人
間
と
人
間
の
性
に
対
す
る
極

端
に
個
人
主
義
的
な
理
解
に
基
づ
い
て
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
こ
に
は

ほ
と
ん
ど
無
制
限
な
権
利
が
受
け
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
よ
り
若
い
年
齢
か
ら
青
年
期
の
男
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ブレップコム、

女
を
含
む
個
人
が
お
そ
ら
く
性
的
に
活
動
的

で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
最

終
文
書
に
関
す
る
限
り
、
近
年
の
社
会
変
化

が
も
た
ら
し
た
否
定
的
な
影
響
を
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
対
す
る

反
応
と
し
て
は
妊
娠
と
性
行
為
感
染
症
を
避

け
る
方
法
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
健
康
の
面
か
ら
み
て
尺
イ
リ

ス
ク
」
な
人
々
の
落
胆
に
対
し
て
社
会
が
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
事
は
何

も
記
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ま
た
、

若
い
人
た
ち
を
、
深
い
個
人
間
の
理
解
と
自

己
抑
制
、
お
よ
び
他
人
を
尊
敬
し
愛
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
成
熟
し
た

性
的
行
動
に
い
か
に
し
て
導
く
か
に
つ
い
て

も
何
も
記
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

権
利
と
義
務
に
つ
い
て
の
反
省
に
よ
っ
て

夫
婦
は
彼
ら
の
子
供
の
数
と
出
生
間
隔
を
き

め
る
。
こ
れ
は
著
名
な
テ
ヘ
ラ
ン
人
権
会
議

で
表
明
さ
れ
た
も
の
で
す
。
テ
ヘ
ラ
ン
会
議

か
ら
二
五
年
た
っ
て
、
そ
の
協
議
事
項
の
中

の
反
省
と
い
う
側
面
は
無
視
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
「
親
」
こ
の
言
葉
が
導
く
も
の
は
「
人
間

の
基
本
的
な
権
利
と
し
て
彼
ら
の
子
供
の
数

と
出
生
間
隔
を
自
由
に
そ
し
て
責
任
を
持
つ

て
決
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ

れ
ま
で
の
幾
年
に
も
わ
た
っ
て
、
「
責
任
」
が

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と

が
除
外
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

倫
理
的
な
必
要
性
と
責
任
と
い
う
も
の
は
、

今
日
の
表
面
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
の
分
析
に

よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
そ
の
行
動
が
無
責
任
で
あ
っ
た
り
、
未
成

熟
で
あ
っ
た
場
合
は
そ
う
で
す
。
社
会
は
何

が
責
任
の
あ
る
行
動
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
方
向
づ
け
を
行

う
と
い
う
責
任
を
放
棄
す
る
わ
け
に
は
ま
い

り
ま
せ
ん
。
特
に
若
い
人
々
が
個
人
的
な
そ

し
て
人
間
と
し
て
の
成
熟
を
達
成
す
る
た
め

に
不
可
欠
な
他
人
に
対
し
て
尊
敬
の
あ
る
行

動
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
若
い
人
た
ち
に
理

解
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

こ
の
岐
終
文
書
を
読
ん
で
お
り
ま
す
と
、

特
定
の
産
業
化
さ
れ
た
国
に
お
い
て
特
徴
的

で
あ
り
ま
す
、
整
合
性
の
取
れ
た
モ
ラ
ル
と

い
う
も
の
に
対
す
る
無
関
心
が
特
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
文
化
的
な
、
倫
理

的
な
、
精
神
的
な
、
そ
し
て
宗
教
的
な
価
値

を
理
解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
特
に
、
途
上
国
の
人
々
の
伝
統
に

深
く
根
差
す
よ
う
な
こ
れ
ら
の
価
値
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の

で
す
。こ
の
文
書
に
整
合
的
な
倫
理
的
な
観
点
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
将
来
の
人
間
性
に
つ

い
て
極
端
な
危
倶
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
倫
理
的
な
欠
如
の
な
か

で
こ
の
文
書
は
原
則
を
確
立
し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ

り
、
自
然
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
社
会
と
国
際
社
会
は
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
ま
た
は
哲
学
的
な
支
え
が
な
け
れ
ば
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

比
楡
的
な
方
法
で
申
し
ま
す
と
国
際
社
会

が
新
し
い
基
本
的
な
人
間
の
権
利
を
主
張
す

る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
、
本
質
的
な
人
間
の
尊
厳
と

共
通
の
人
間
性
の
良
識
に
も
と
づ
く
も
の
と

い
う
よ
り
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と

づ
く
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
国
際
社
会
は

徐
々
に
人
間
の
新
し
い
権
利
を
正
当
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
ま
で
に
良
く
知
ら

れ
て
い
た
人
間
の
権
利
の
概
念
を
拡
大
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
間
の
権
利
の

中
身
を
希
薄
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
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ら
の
権
利
に
対
す
る
要
求
は
、
国
際
社
会
の

彼
ら
の
影
響
力
の
重
み
と
イ
ン
パ
ク
ト
を
減

ら
し
国
際
社
会
が
必
要
と
す
る
絶
対
的
な
尊

敬
と
い
う
能
力
を
弱
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
教
皇
庁
代
表
団
は
、
従
い
ま
し
て
、

内
容
を
よ
り
明
瞭
に
定
義
づ
け
厳
密
な
も
の

に
す
る
こ
と
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ト
（
生
殖
に

関
す
る
権
利
）
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
そ
の

概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
ど
も
の

代
表
団
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
生

殖
に
関
す
る
健
康
）
と
い
う
概
念
の
価
値
と

必
要
性
を
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
男
性
に
と
っ
て
も
女

性
に
と
っ
て
も
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
一

部
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
身
体
的
、

心
理
学
的
、
経
済
的
、
社
会
的
そ
し
て
文
化

的
な
要
素
の
す
べ
て
を
改
善
す
る
こ
と
て

女
性
に
と
っ
て
最
適
な
条
件
を
確
保
し
、
受

胎
と
妊
娠
、
出
産
と
育
児
を
確
実
な
も
の
と

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点

は
自
然
に
抱
か
れ
得
る
も
の
で
す
。
ま
た
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
手
段
、
そ
の
中
に
は
道
徳
に

関
す
る
教
育
も
含
み
ま
す
が
、
教
育
に
よ
っ

て
若
い
人
々
が
成
熟
し
た
性
的
関
係
と
相
互

に
尊
敬
で
き
る
家
族
関
係
を
築
き
あ
げ
る
よ

う
に
導
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
中
に
は

性
的
暴
力
の
排
除
、
他
人
に
対
す
る
虐
待
を

止
め
る
こ
と
、
割
礼
、
特
に
女
性
に
対
す
る

割
礼
を
止
め
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
含
み
ま

す
し
、
不
妊
症
に
対
す
る
適
切
な
治
療
と
保

護
を
含
み
ま
す
。

ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
、
人
々
が
何
等
の
健
康

上
の
危
険
も
無
く
、
ま
た
子
供
を
生
む
上
で

の
危
険
も
無
い
と
い
う
環
境
を
創
出
し
、
人
々

が
自
由
に
責
任
を
持
っ
て
子
供
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
の
り
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
い
う
概
念
を
支
持
致
し
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
い
か
な

る
意
味
に
お
い
て
も
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ラ
イ
ト
と
い
う
概
念
を
支
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
は
、
そ
の
概

念
の
中
に
家
族
計
画
の
適
切
な
手
段
と
し
て

の
中
絶
と
い
う
概
念
ま
た
は
国
際
的
に
み
て

こ
の
言
葉
の
中
に
、
中
絶
は
基
本
的
な
権
利

で
あ
る
と
い
う
概
念
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で

す
。

ま
た
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
こ
の
文
書
の
中
で
、

家
族
計
画
と
避
妊
と
い
う
も
の
が
同
じ
よ
う

な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け

入
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
最
終
文
書

の
草
案
の
中
に
は
自
然
な
家
族
計
画
と
い
う

も
の
に
対
す
る
い
か
な
る
言
及
も
欠
如
し
て

お
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
出
生
力
の
調

整
の
た
め
に
自
然
な
方
法
を
使
用
す
る
こ
と

を
支
持
致
し
ま
す
。
そ
れ
は
単
に
倫
理
的
な

理
由
か
ら
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

方
法
が
、
男
性
に
と
っ
て
も
女
性
に
と
っ
て

も
こ
れ
ら
の
高
価
で
は
な
い
方
法
が
危
険
な

副
作
用
の
可
能
性
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
り
、
男
性
の
横
極
的
な
協
力
を
得

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

（
ヂ
ア
ル
ム
イ
ド
・
マ
ー
チ
ン
神
父
〉

こ
の
全
体
討
議
で
中
山
太
郎
元
外
務

大
臣
が
日
本
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｐ
）
会
長
と
し
て
、
プ

レ
ッ
プ
コ
ム
Ⅲ
に
先
駆
け
て
本
年
二
月

東
京
の
国
連
大
学
で
開
か
れ
た
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
賢
人
会
議
」
の
議
長

と
し
て
行
っ
た
発
表
を
、
ま
た
、
桜
井

新
衆
議
院
議
員
は
「
人
口
と
開
発
に
関

Jダ
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す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
議
長
と
し
て
ア
ジ
ア
地
域
の

人
口
開
発
に
関
わ
る
議
員
組
織
の
活
動

の
理
念
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
堂
本
暁

子
参
議
院
議
員
も
○
Ｆ
○
ｍ
向
．

三
日
ロ
幻
ｚ
し
。
○
ヱ
レ
ト
（
地
球
環
境
国

際
議
員
連
盟
）
の
代
表
と
し
て
発
表
を

行
っ
た
。

中
山
太
郎
元
外
務
大
臣
を
会
長
と
す

る
日
本
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

の
メ
ン
バ
ー
が
、
発
表
を
行
っ
た
三
一
一

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
の
三
つ
を
占
め
た
こ
と

は
、
国
際
的
な
討
議
の
な
か
で
の
自
発

的
な
活
動
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
日
本
国
国
会
議
員
の
人
口
開

発
問
題
に
対
す
る
熱
意
溢
れ
る
取
り
組

み
と
高
い
識
見
は
、
各
国
か
ら
の
代
表

者
に
深
い
印
象
を
あ
た
え
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
関
す
る
国
会
議
員
準
備
会
議

は
、
四
月
六
日
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
会
議
場
で

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
五
八
名
で
、
二
○
カ

国
の
代
表
者
と
一
二
団
体
の
代
表
者
が
参
加

し
た
。

八
時
半
か
ら
の
登
録
開
始
、
九
時
か
ら
の

討
議
が
開
会
さ
れ
た
。

国
会
議
員
準
備
会
議

ま
ず
、
左
記
の
代
表
者

ユタ
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域
局
長

○
ビ
リ
１
．
ミ
ラ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
委
員
会
議
長

引
き
続
き
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
よ
り
会

議
は
進
め
ら
れ
た
。

⑪
域
内
議
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
へ
の
協
力
に
つ

い
て

②
カ
イ
ロ
に
お
け
る
「
人
口
と
開
発
に
関

す
る
国
会
議
員
の
一
日
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
つ
い
て

討
議
の
後
、
全
議
員
の
簡
単
な
自
己
紹
介

が
あ
り
、
閉
会
の
言
葉
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。会
議
の
内
容
は
、
議
員
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

に
お
け
る
人
口
問
題
、
家
族
計
画
問
題
と
運

動
展
開
に
つ
い
て
資
金
面
な
ど
の
実
状
も
話

ｓｈｏｕｌｄｂｅｅｎｃｏｕｒａｇｅｄ･

各国政府が行勵計画を実施する上での努力に資するために各国の

国会職員グループは、国家の、地域の、世界のレベルで特別な役割

を持っている。特に、人ロ開発問題に対する認職の啓発、適切な政

策の形成、人ロ問題に対する国家政策と計画を生み出すように政治

的に稲極的に関わること、その実施に対して力を貸すこと、人口及

び関連プログラムにより大きい資源を分配できるようにすること、

に関して特別な役割を持っているのである。

二の基本方針のもとで、国会織員のグループの域内、地域間の情

報及び経験の交換を促進するべきである。

（訳：アジア人ロ開発協会）

し
合
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
国
会
議
員
の
協
力
・

活
動
に
つ
い
て
の
意
見
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
出
さ
れ
た
。

○
各
国
の
資
金
や
活
動
に
対
す
る
拠
出
状
況

に
つ
い
て

○
協
力
資
金
と
そ
の
活
用
の
あ
り
方

○
人
口
・
開
発
に
関
し
て
の
活
動
は
、
国
し

○
行
政
や
立
法
府
の
関
心
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と

○
議
員
は
、
も
て
る
力
を
外
に
む
け
て
働
き

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

○
国
民
と
密
蒲
し
て
い
る
の
は
議
員
で
あ
り
、

議
員
自
ら
の
運
動
展
開
が
必
要
で
あ
る
こ

と

○
議
員
は
国
民
と
の
か
か
わ
り
に
な
れ
て
い

る
が
、
官
僚
は
国
民
と
の
か
か
わ
り
に
な

れ
て
い
な
い
の
で
議
員
の
働
き
か
け
が
大

切
で
あ
る

○
資
金
面
に
つ
い
て
も
議
員
の
役
割
が
あ
る

そ
の
他
、
議
員
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
連
な
ど

に
つ
い
て
は
、
「
議
員
は
す
べ
て
政
府
で
は
な

い
」
、
「
国
会
議
員
は
単
な
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
な

い
」
な
ど
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
議
員
と
Ｎ

人
口
・
開
発
に
関
し
て
の
活
動
は
、
国
レ

ベ
ル
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

３｡



ブレッブコム、

〔写真〕ＩＣＰＰＤ設立委員会

４月６日ＵＮＦＰＡ本部で

Ｇ
Ｏ
は
共
に
協
調
し
な
が
ら
活
動
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
意
見
が
主
流
を
占
め
、
議
長
へ

の
提
出
文
書
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
文
字
が
削
除
さ

れ
た
。
原
文
は
右
記
の
と
お
り
。

そ
の
他
、
団
体
グ
ロ
ー
バ
ル
等
と
の
議
員

懇
談
会
も
も
た
れ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
の
協
力

関
係
の
絆
を
強
め
、
カ
イ
ロ
会
議
の
成
功
に

向
け
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

句
。
【
曰
の
『
｜
】
勺
○
つ
巨
一
島
○
口
○
『
一
⑫
一
の

○
・
日
日
耳
の
①
の
議
長
で
あ
る
雌
ロ
ビ
ン
・
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
・
デ
ュ
ー
ク
よ
り
多
忙
な
日
程

の
中
か
ら
、
堂
本
氏
、
石
川
氏
と
共
に
、
朝

食
会
の
お
招
き
を
受
け
た
。
デ
ュ
ー
ク
氏
は

「
水
問
題
」
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
く
、
私

邸
で
の
す
ば
ら
し
い
朝
食
会
は
、
人
口
問
題

・
開
発
問
題
・
人
々
の
健
康
等
々
、
日
本
の

実
情
等
も
話
し
合
い
、
女
同
士
の
に
ぎ
や
か

で
有
意
義
な
一
時
で
あ
っ
た
。
め
っ
た
に
恵

ま
れ
な
い
こ
の
出
会
い
を
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

会
の
出
席
を
機
に
得
た
多
く
の
学
び
を
、

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
、
人
生
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。
世
界
中
の
関
心
を
呼
ぶ
「
カ
イ
ロ

会
議
」
が
、
地
球
の
、
人
類
の
平
和
を
願
う

実
り
多
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

一
九
九
四
年
四
月
の

四
日
、
南
野
知
恵
子
先

生
の
報
告
の
よ
う
に
始

ま
っ
た
、
ブ
レ
ッ
プ
コ

ム
は
全
体
討
議
の
あ
と

個
別
部
会
に
分
か
れ
討

議
を
進
め
、
四
月
二
二

日
に
閉
幕
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
問
題
に
つ
い
て

合
意
が
形
成
さ
れ
、
そ

の
意
味
で
は
非
常
に
成

功
裡
に
閉
幕
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
こ
で
合

意
が
形
成
で
き
ず
、
残

さ
れ
た
問
題
は
重
要
で

あ
る
。
残
さ
れ
た
問
題

と
し
て
は
、
ま
ず
定
義

の
問
題
と
し
て
の
、

ｕ
Ｈ
８
【
Ｃ
目
、
〔
一
ぐ
の

四
二
Ｑ
の
①
×
巨
四
｝
す
の
四
戸
ロ
。

⑫
Ｈ
ｇ
【
○
８
０
〔
｜
ぐ
の

【
侭
頁
印
お
よ
び
、
③

安
全
な
中
絶
と
い
う
言

葉
が
ど
の
よ
う
な
意
味

３７
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環境庁長官桜井新

と
適
用
範
囲
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
で
あ
り
、
題
、
特
に
中
絶
に
関
す
る
問
題
は
特
定
の
宗
こ
の
問
題
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
理
念
、

側
青
年
期
の
男
女
に
対
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
教
・
信
条
に
と
っ
て
は
、
そ
の
宗
教
の
教
義
価
値
観
、
信
条
と
い
う
も
の
が
深
く
関
わ
り

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
、
⑤
人
に
対
す
る
解
釈
が
変
わ
ら
な
い
限
り
は
、
絶
合
う
こ
と
に
な
る
。

口
と
開
発
政
策
の
た
め
の
資
源
分
配
の
問
題
対
に
譲
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
政
策
を
立
案
し
実

に
つ
い
て
で
あ
る
。

も
し
譲
れ
ば
自
分
た
ち
の
行
動
に
対
す
る
根
行
す
る
人
口
・
開
発
に
対
す
る
行
動
計
画
に

特
に
、
宗
教
・
信
条
上
の
理
由
か
ら
、
い
拠
が
揺
れ
て
し
ま
う
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
意
見
の
一
致
を
み
て

か
な
る
表
現
が
と
ら
れ
よ
う
と
も
中
絶
が
容
抱
え
た
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
カ
イ
ロ
で
い
る
こ
の
人
口
・
開
発
会
議
が
特
定
の
問
題

認
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
、

の
国
際
人
口
・
開
発
会
議
に
お
い
て
も
中
絶
だ
け
で
、
破
綻
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

未
成
年
者
に
性
教
育
を
行
う
こ
と
に
対
す
る
の
問
題
を
巡
っ
て
果
た
し
て
合
意
を
形
成
し
う
に
、
受
け
入
れ
得
る
解
釈
の
構
築
と
事
実

嫌
悪
感
、
さ
ら
に
は
人
為
的
な
家
族
計
画
へ
得
る
の
か
ど
う
か
、
困
難
が
予
測
さ
れ
る
。

に
則
し
た
協
議
を
通
じ
て
今
後
一
層
の
相
互

の
抵
抗
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
が
合
意
を
み
な
人
口
・
開
発
問
題
は
人
間
生
活
の
す
べ
て
の
理
解
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

い
ま
ま
カ
イ
ロ
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
こ
の
間
側
面
に
関
わ
り
合
う
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
協
会
理
事
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
・

故
佐
藤
隆
・
元
農
水
大
臣
（
新
潟
二
区
）
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
妓
大
の
地
球
上
の
一

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

の
あ
と
を
う
け
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
に
選
ぱ
政
治
課
題
で
あ
る
人
口
・
開
発
問
題
の
解
一

議
長
の
桜
井
新
代
議
士
（
自
民
）
は
、
村
山
れ
、
人
口
・
開
発
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
決
の
た
ぬ
き
ら
に
、
こ
の
問
題
と
表
裏
一

□■Ｕ■白ｑ■■■■白■・・■●■。●■■●■■●■■●▲■●■■●■■ｅ■■巳■Ｂ■■■Ｓ■■、■■句■■□■■□■■■■■■■■■▲■っ▲■・●■●▲■ＣＢＵ□■■ロ■■■Ｂ５ｑ■ＵＳ■Ｕ◆●Ｓ●■▼・■Ｂ●■０。■Ｓ●■■ｑｂ５⑤■■Ｃ■Ｕｓｂ■。■Ｕロ■■Ｇ●■ｃ■■ｂ■■●■■Ｃ■Ｕも●■い■■●■■Ｂ■■■●□■■■Ｃ■。■■■●■■ｂ■■●■⑤。■■。ｂ■ロ■■Ｃ■■Ｃ■■ｃ■Ｂ●｜■ごＳ■■。■■●■巳Ｓ■■Ｑ■■●■■●▲■●▲▽●●□●■□●■■■▲■ｑ■■。●■ｑ●■■●■口白■■■Ｂｂａ■■■■⑪●■●■Ｕ・■■●■■Ｃ■■①■■ｑ●■■ｑ■■０■■■・■Ｇ■■■・■■■■■■■・■■■■■Ｑ●曰已●▲■●■■●▲■●▲■●■■●■■ｑ■■①■■も■■』

桜
井
長
官
は
党
副
幹
事
長
、
元
内
閣
、
建
桜
井
新
・
長
官
の
話
ｌ
ｌ
Ｌ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

設
委
員
長
、
国
土
政
務
次
官
、
労
働
部
会
長
「
皆
さ
ま
の
お
陰
で
入
閣
で
き
、
感
謝
に
た
げ
ま
す
。

な
ど
を
歴
任
、
新
潟
三
区
、
当
選
五
回
。
え
ま
せ
ん
。
私
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
で
あ
る

の
国
務
大
臣
・
環
境
庁
長
官
と
し
て
入
で
い
た
。
今
日
の
入
閣
で
は
、
と
り
わ
け
人
一
体
の
関
係
に
あ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

一幸桜井新豐，■入閣■攪偏憾瀞にＪ■・戸加蕊聰川棚蕊獄議蕊愉剛
；
１
㎡
ｊ
ト
イ
一
二
～
■
い
い
戦
斌
：
孔
泙
一
所
管
大
臣
だ
け
に
、
土
を
作
り
、
守
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し

閣
し
た
。

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
、
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国際人ロ・開発会騒に向けて

ニューヨークのイーストリバーの川辺にあ

る国際連合本部。そ二からプレップコム初

日の発表を終えて出てきて、ニューヨーク

の夕刻をとらえた

国
際
人
口
。
、
開「
女
性
の
自
己
決
定
権
を
重
視
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
中
国
の
政
府
代
表
が
演

説
を
し
め
く
く
っ
た
。
四
月
四
日
、
一
二
１

ヨ
ー
ク
国
連
本
部
に
お
け
る
「
国
際
人
口
・

開
発
会
議
」
（
今
年
九
月
に
カ
イ
ロ
で
開
催
、

以
下
カ
イ
ロ
会
議
）
第
三
回
準
備
会
の
各
国

代
表
に
よ
る
演
説
の
時
で
あ
る
。
常
に
国
家

に
よ
る
人
口
政
策
を
主
張
し
、
一
○
年
前
の

メ
キ
シ
コ
人
ロ
会
議
で
は
、
「
避
妊
や
家
族
計

画
に
つ
い
て
の
国
際
的
取
り
決
め
は
内
政
干

渉
で
あ
る
」
と
反
論
し
た
中
国
の
態
度
の
変

化
に
、
満
場
の
参
加
者
は
固
唾
を
飲
ん
だ
。

し
か
も
、
中
国
の
政
府
代
表
は
女
性
だ
っ
た
。

私
自
身
、
イ
ヤ
ホ
ー
ン
か
ら
聞
こ
え
る
英
語

を
聞
き
な
が
ら
、
我
と
我
が
耳
を
凝
っ
た
ほ

ど
で
あ
る
。

二
○
年
前
の
ブ
カ
レ
ス
ト
、
一
○
年
前
の

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
人
口
会
議
か
ら
す
れ
ば
、

カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て
の
国
際
的
動
向
は
、

国
際
社
会
に
よ
る
人
口
問
題
の
認
識
が
大
き

な
質
的
転
換
を
遂
げ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
顕
著
な
違
い
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
メ
キ
シ
コ
ま
で
主
流
を
な
し
て

人□政策から

女性の健康へ

い
た
国
家
に
よ
る
人
口
政
策
、
あ
る
い
は
統

計
的
な
人
口
動
態
の
分
析
か
ら
、
個
人
の
選

択
の
権
利
へ
と
論
点
が
移
行
し
た
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
女
性

個
人
の
健
康
を
重
視
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
／
フ
リ
ー
ダ
ム

（
【
ｇ
『
◎
目
Ｃ
旨
の
ゴ
団
言
／
『
一
ｍ
三
⑫
／

辱
の
臼
Ｏ
Ｂ
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
／
権

利
／
自
由
）
の
概
念
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
「
国
連
環

境
・
開
発
会
議
二
以
来
、
国
連
を
中
心
と
し

た
流
れ
の
中
で
、
日
本
語
に
訳
し
に
く
い
言

葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

と
え
ば
、
亘
Ｃ
且
ぐ
の
『
め
ど
（
生
物
多
様
性
）
、

冨
○
ョ
ｇ
》
⑫
の
Ｂ
Ｃ
Ｃ
三
の
『
日
の
日
（
女
性
が
力
を

つ
け
る
こ
と
）
、
８
℃
囚
、
ご
ｇ
－
－
Ｑ
－
ｐ
ｍ
（
能
力

を
つ
け
る
こ
と
）
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
も
、

日
本
語
に
訳
す
と
真
の
意
味
が
つ
か
み
に
く

い
。
Ｂ
Ｂ
ｐ
ｍ
耳
田
曰
曰
、
と
い
う
動
詞
は
、

日
豊
ロ
、
（
【
８
曰
（
主
流
）
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
か
ら
つ

く
ら
れ
た
新
語
で
あ
る
が
、
女
性
や
先
住
民

な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中
央
の
流
れ
に
加
わ
る
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
／

フ
リ
ー
ダ
ム
も
こ
の
よ
う
な
新
語
の
一
つ
で
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あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
九
八
○
年
代
後
半
に
出

て
き
た
概
念
で
あ
る
が
、
「
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
」
の
意
味
を
妊
娠
や
出
産
に
限
定
せ

ず
、
女
性
の
ト
ー
タ
ル
な
健
康
の
問
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。
女
性
の
健
康
は
母
子
手
帳

を
も
ら
っ
て
初
め
て
問
題
と
な
る
べ
き
で
は

な
く
、
思
春
期
や
更
年
期
の
問
題
、
そ
の
他

性
教
育
、
避
妊
や
出
産
の
相
談
、
労
働
、
福

祉
な
ど
、
日
常
的
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題

を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ラ
イ
ッ
は
女
性
の
基
本
的
人
権
で
あ
り
、

社
会
に
対
し
て
女
性
の
自
己
決
定
権
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

カ
イ
ロ
会
議
の
第
三
回
準
備
会
に
お
い
て
、

各
国
政
府
は
、
先
進
国
・
途
上
国
を
問
わ
ず
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
女
性
の
教

育
、
福
祉
の
充
実
、
個
人
の
自
己
決
定
権
な

ど
に
つ
い
て
盛
ん
に
言
及
し
て
い
た
。
女
性

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
も
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
と
き
と

比
べ
て
は
る
か
に
組
織
的
で
、
影
響
力
も
大

き
か
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
い
う
女
性
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
中
心
に
カ
イ
ロ
文
書
に
対
す
る
分
厚
い
修

正
案
が
作
ら
れ
た
が
、
女
性
た
ち
の
活
発
な

ロ
ビ
ー
活
動
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
多
く
の
政

府
が
こ
れ
を
参
考
に
し
て
発
言
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府
は
そ
の
演
説
の
な

か
で
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
お

ろ
か
女
性
の
問
題
に
一
言
も
触
れ
な
か
っ
た
。

カ
イ
ロ
会
議
に
参
加
す
る
途
上
国
へ
の
資
金

援
助
や
、
一
一
○
○
○
年
ま
で
に
三
○
億
ド
ル

を
人
口
と
エ
イ
ズ
に
拠
出
す
る
と
い
う
公
約

な
ど
、
善
意
か
ら
出
た
政
策
も
、
ど
う
い
う

理
念
の
下
に
お
金
を
使
う
の
か
と
い
う
こ
と

が
見
え
な
い
の
で
、
各
国
の
女
性
た
ち
か
ら

疑
い
の
目
で
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
疑
問

は
、
そ
の
後
開
か
れ
た
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト

（
ｍ
Ｃ
９
ｍ
－
の
巨
日
目
〔
）
の
準
備
会
に
お
い
て
も
頻

繁
に
聞
か
れ
た
と
い
う
。

日
本
の
場
合
に
は
、
八
○
年
代
の
中
絶
を

め
ぐ
る
論
争
の
中
で
女
性
た
ち
が
使
い
始
め

た
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
い
う
言

葉
を
、
厚
生
省
が
拒
み
続
け
て
き
た
と
い
う

不
幸
な
歴
史
が
あ
る
。
厚
生
省
に
「
母
子
保

健
課
」
は
あ
る
が
、
日
本
に
は
「
女
性
省
」

は
な
い
。
欧
米
に
比
べ
て
女
性
へ
の
総
合
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
欠
如
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

日
本
に
も
、
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
、

憲
法
の
下
で
の
男
女
の
平
等
、
仕
事
の
上
で

の
男
女
の
平
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
絶
も

メ
キ
シ
コ
ま
で
は
人
口
問
題
と
い
う
狭
い

領
域
に
議
論
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

カ
イ
ロ
会
議
の
特
徴
は
、
環
境
、
貧
困
、
人

権
な
ど
、
様
々
な
問
題
と
の
関
連
の
中
で
人

口
問
題
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
生
態
系
の
破
壊
、
地
球
の
温
暖
化
な

ど
の
環
境
破
壊
の
悪
循
環
の
中
で
、
環
境
と

人
口
の
問
題
が
背
腹
の
関
係
に
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
以
来
指
摘
さ
れ
て

き
た
。

含
め
た
「
女
性
健
康
法
」
の
よ
う
な
包
括
的

な
法
律
が
で
き
な
い
国
、
い
ま
だ
に
「
優
生
」

と
い
う
言
葉
で
く
く
ら
れ
た
法
律
を
持
ち
、

堕
胎
罪
が
存
在
す
る
国
は
、
外
国
の
女
性
た

ち
の
目
に
は
非
常
に
前
近
代
的
な
国
と
し
て

映
る
だ
ろ
う
。
カ
イ
ロ
に
向
け
て
、
日
本
の

女
性
の
健
康
の
あ
り
方
を
、
法
的
に
も
、
財

政
的
に
も
、
そ
し
て
一
人
一
人
の
問
題
意
繊

と
し
て
も
、
世
界
に
伍
し
て
議
論
し
て
い
け

る
よ
う
な
体
制
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

いまだ不明確

な人□と環境

の関係
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国際人ロ・開発会露に向けて

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
物
足
り
な
か
っ
た
の
は
、

人
口
問
題
が
非
常
に
マ
ク
ロ
な
形
で
議
論
さ

れ
て
い
て
、
「
数
」
と
し
て
の
人
口
、
人
口
増

加
、
人
口
爆
発
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
に

と
ど
ま
り
、
個
人
の
権
利
や
環
境
と
の
関
係

な
ど
ミ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
人
口
問
題
を
捉
え

る
と
い
う
深
ま
り
を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
森
林
が
伐
採
さ
れ
た
場
合
、

水
汲
み
や
蒔
採
り
の
た
め
に
女
性
た
ち
は
時

に
は
半
日
ぐ
ら
い
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
置
か
れ
る
。
最
悪
の
場
合
、
「
環
境
難

民
」
と
い
う
形
で
そ
の
地
域
を
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
移
動
先
で
も
環
境
破

壊
が
起
こ
っ
て
く
る
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
に
つ
い
て
明

確
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ

Ｌ

●堂本暁子《どうもと．あき二》

東京出身。東京女子大文学部卒業。ＴＢ

Ｓディレクターとして、子供、女Ｉ性、Ｏ

ＤＡ問題などに取り組む。８９年、比例代

表区から初当選。現在、参鯛院大蔵委員、

鍛員迩営委風、環塊特別理事。地球環境

国際膿員連盟日本事務総長。ＩＵＣＮ(国

際自然保霞連合）選任理事。

私
た
ち
が
改
め
て
認
識
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
数
百
年
の
間
に
世
界
の
人
口
が
い
か
に

急
激
に
増
加
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
六
五
○
年
に
は
五
億
人
だ
っ
た
世
界
人
口

が
、
約
三
五
○
年
後
の
一
九
八
七
年
に
は
一

○
倍
の
五
○
億
人
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
○

二
五
年
に
は
一
○
○
億
人
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
「
人
口
が
爆
発
す
る
」
ポ
ー
ル
・

エ
ー
リ
ッ
ク
／
ア
ン
・
エ
ー
リ
ッ
ク
著
、
新

る
。し
か
し
、
カ
イ
ロ
会
議
の
行
動
計
画
（
以

下
カ
イ
ロ
文
書
）
の
中
で
も
、
環
境
問
題
が

有
機
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
最
終
準
備
会
に
お

い
て
、
私
た
ち
は
環
境
に
つ
い
て
独
立
し
た

章
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
を
し
た
が
、

こ
の
会
議
の
結
果
、
こ
の
提
案
が
実
現
す
る

ど
こ
ろ
か
、
環
境
に
つ
い
て
の
記
述
は
逆
に

後
退
し
て
し
ま
っ
た
。
人
口
問
題
と
森
林
、

守
已
■
●
・
●
■
・
ろ
■
■
●
●
△
■
・
□
■
■
■
●
▲
３
号
■
■
⑤
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８
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■
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●
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已
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Ｆ
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ざ
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■
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■
狂
：
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■
●
丘
・
□
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●
■
●
二
■
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■
で
』
ｐ
Ｆ
ｇ
■
己
■
二
二
２
も
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曰
■
●
●
・
弓
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■
■
●
・
凸
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■
●
●
仔
呂
己
Ｂ
Ｃ
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□
己
工
芸
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二
き
ゲ
司
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●
●
召
丘
ぐ
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■
●
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■
２
．
弓
９
ヶ
９
名
■
Ｃ
Ｃ
Ｆ
：
⑰
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●
ニ
ニ
ロ
●
。
。
〒
マ
マ
凸
寺
Ｆ
Ｄ
●
●
①
●
●
▲
■
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０
０

曜
社
、
一
九
九
四
年
）
こ
の
あ
ま
り
に
も
急

激
な
増
加
は
、
地
球
と
い
う
衛
星
の
上
に
人

間
と
い
う
一
つ
の
種
が
存
在
で
き
る
許
容
量

が
ど
こ
ま
で
な
の
か
、
と
い
う
大
き
な
疑
問

を
投
げ
か
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
貧
し
い
南
の
諸
国
と
豊
か
な
北

の
諸
国
、
砂
漠
化
し
た
地
域
と
緑
の
豊
か
な

地
域
、
紛
争
が
続
く
地
域
と
平
和
な
地
域
等
、

世
界
は
住
み
や
す
い
地
域
と
住
み
に
く
い
地

域
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

飢
餓
に
み
ま
わ
れ
て
食
べ
る
も
の
が
な
い
場

合
、
人
間
は
自
ず
と
食
べ
る
も
の
を
求
め
て

移
動
し
て
い
く
。
薪
も
水
も
な
い
と
い
う
状

況
に
な
れ
ば
、
生
態
系
が
豊
か
な
地
域
へ
と

水
の
保
全
、
海
岸
と
海
洋
資
源
の
管
理
な
ど

個
別
の
環
境
問
題
と
の
有
機
的
な
か
か
わ
り

や
、
解
決
策
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
い
た
箇

所
も
ど
う
い
う
わ
け
か
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
最
終
準
備
会
の
前
提
と
し
て
、

「
も
う
理
屈
を
言
う
の
は
や
め
よ
う
、
実
践

に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
が
、

叫
ば
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
に

つ
い
て
政
策
面
で
の
前
進
が
な
か
っ
た
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

ﾀﾞ'



人
々
は
移
動
し
て
い
く
。
紛
争
の
続
く
な
か

で
、
明
日
の
命
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況

に
な
れ
ば
、
人
々
は
難
民
と
し
て
平
和
と
安

全
を
求
め
て
移
動
す
る
だ
ろ
う
。
合
法
的
移

民
、
非
合
法
な
移
民
、
難
民
な
ど
移
動
の
形

態
は
様
々
だ
が
、
人
間
の
「
増
加
」
に
加
え

て
、
こ
れ
か
ら
は
人
間
の
「
移
動
」
が
緊
急

の
課
題
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

大
量
か
つ
急
激
な
人
口
移
動
は
今
や
世
界

規
模
で
起
こ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
問
題
の
重
要
性
は
日
本
で
は
あ
ま
り
認

識
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
、
中
国
か
ら
多
く

の
ポ
ー
ト
・
ピ
ー
プ
ル
が
次
々
と
日
本
に
漂

着
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
単
に
一

時
的
現
象
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
大

き
な
構
造
的
問
題
と
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
国
内
で
も
、
年
間
二
○
○
万
人
の
人
々

が
、
内
陸
か
ら
沿
岸
部
へ
と
移
動
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
内
的
移
動
は
、
多
く

の
場
合
国
境
を
超
え
た
移
動
の
前
段
階
で
あ

る
。
隣
国
で
あ
り
、
経
済
大
国
で
も
あ
る
日

本
に
、
中
国
か
ら
莫
大
な
数
の
人
間
が
流
入

し
て
く
る
危
険
性
は
高
い
。

大
量
の
人
口
移
動
は
出
身
国
に
と
っ
て
は

労
働
力
の
流
出
を
意
味
し
、
受
け
入
れ
国
に

と
っ
て
は
、
外
国
人
労
働
者
の
人
権
問
題
の

よ
う
に
、
様
々
な
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済

的
、
そ
し
て
文
化
的
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
る
。
さ
ら
に
経
済
援
助
を
行
う
国
や

国
際
的
人
道
援
助
機
関
な
ど
に
と
っ
て
も
大

き
な
負
担
と
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
移

動
し
た
人
々
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
移
動
に

よ
っ
て
さ
ら
な
る
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
国
際
社
会
は
こ
れ
ま
で
の

事
後
処
理
的
対
応
を
越
え
て
、
大
量
の
人
口

移
動
を
未
然
に
防
止
す
る
道
を
模
索
す
べ
き

段
階
に
来
て
い
る
。
大
量
か
つ
急
激
な
人
口

移
動
防
止
の
た
め
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム

（
の
臼
一
ご
‐
ョ
凹
目
Ｓ
ｍ
望
の
庁
の
日
）
確
立
の
た
め
に
は
、

滞
在
的
な
人
口
の
流
出
国
に
お
い
て
移
動
の

根
本
原
因
と
な
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
の
収
集
と
分
析

が
必
要
で
あ
る
。
正
確
で
時
宜
を
得
た
情
報

は
効
果
的
な
早
期
警
報
を
可
能
に
す
る
が
、

肝
心
な
の
は
与
え
ら
れ
た
情
報
を
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
か
、
つ
ま
り
早
期
警
報
を
受
け

た
際
ど
の
よ
う
な
予
防
的
措
置
（
口
の
ぐ
の
貝
］
ぐ
の

囚
８
８
）
を
取
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
武
力
紛
争
が
大
量
の
難
民
流
出

を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
調
停

や
仲
裁
な
ど
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
い
か
に

導
き
出
す
か
と
い
う
こ
と
が
流
出
防
止
の
鍵

と
な
る
。

日
本
は
平
和
憲
法
を
持
ち
、
武
器
貿
易
も

行
わ
な
い
と
い
う
世
界
に
誇
る
べ
き
理
念
を

掲
げ
て
い
る
以
上
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
に

加
え
、
紛
争
の
結
果
と
し
て
の
人
口
移
動
と

い
う
第
二
の
紛
争
、
第
二
の
悲
劇
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
役
割
を
も
担
う
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
、
そ
の
理
念
を

実
践
に
移
す
一
つ
の
方
法
だ
と
言
え
る
。
前

述
の
と
お
り
、
日
本
政
府
は
人
口
と
エ
イ
ズ

の
問
題
に
対
し
て
三
○
億
ド
ル
の
拠
出
を
約

束
し
た
が
、
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
て
、
こ
の

莫
大
な
資
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
に
つ
い

て
、
明
確
な
指
針
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
環
境
の
保

全
、
そ
し
て
大
量
の
人
口
移
動
の
防
止
の
た

め
に
積
極
的
に
こ
の
資
金
を
使
う
こ
と
は
、

従
来
の
政
府
開
発
援
助
や
国
連
の
軍
事
行
動

の
支
援
以
上
に
、
国
際
的
評
価
に
値
す
る
国

際
貢
献
策
で
あ
ろ
う
。

ﾀﾞ２



民族問題の栂造
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房::蕊騨蔓
●スリランカ国ヌワラエリア・ナウオヤ地区のティープランテー

午前中摘んできた茶葉を計量するために待っているプランテー

ン労働者である｡彼女らの多くは１９世紀にイギリスがティープラン

ションの労働力として連れてきたインドのタミール人の子孫であ

従って、一般に進学率の高いスリランカにおいて、二のプラン

ション労働者の子弟は例外的に進学率が低くＯレベル（中学校卒

度）の資格を得ることができるのは同年齢のプランテーション労

の子弟のなかで１％程度に過ぎない。

現在のスリランカにおける民族問題は1000年以上も前から、ス

ンカに住み藩いているスリランカ・タミールと呼ばれる人々とス

ンカのマジョリティであるシンハラ人との抗争であり、この茶園

者に代表されるインド・タミールはほとんど関わりあっていない

のインドタミールの人たちはスリランカでも外国人として扱われ

も多く、そのインドへの帰還も社会問題となっている。

ンヨ
ョ
｜
・
一
程
者

シ
シ
テ
る
テ
業
働

開
発
問
題
の
障
室
口

ン
力
と
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
民
族
問
題
の
比
較
研
究

財
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会

主
任
研
究
員

リラ

リラ

労働

◎￣

る事

LＬソ
連
邦
崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ
た
、

東
西
二
極
対
立
構
造
、
東
西
冷
戦
が

終
結
し
た
現
在
、
世
界
各
国
で
氏
族

問
題
に
原
因
を
持
つ
紛
争
が
発
生
し

て
い
る
。
平
和
を
も
た
ら
す
は
ず
で

あ
っ
た
、
冷
戦
の
終
結
が
む
し
ろ
、

民
族
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
冷
戦
下
で
は
、
一

応
、
管
理
さ
れ
て
い
た
武
器
も
、
民

族
紛
争
に
お
い
て
は
管
理
の
な
い
使

用
と
拡
散
と
を
引
き
起
こ
し
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
そ
の
管
理
が
で
き
る

の
か
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、

楠
本
修

民
族
問
題
の諸
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民
族
と
民
族
の
戦
い
は
貧
し
い
地
域
を
更
に

貧
困
に
陥
れ
、
人
口
・
開
発
問
題
の
解
決
に

対
す
る
大
き
な
障
害
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
〃
つ
け
〃
は
最
も
弱
い
者
の
上
に

ふ
り
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

民
族
紛
争
は
、
東
西
冷
戦
の
よ
う
な
共
産

主
義
勢
力
と
自
由
主
義
勢
力
と
の
対
立
と
い

っ
た
明
快
な
図
式
で
成
立
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
過
去
の
伝
統
、
人
種
、
民
族
、
宗

教
と
い
う
、
近
代
的
な
基
準
か
ら
見
た
場
合

に
非
合
理
な
問
題
を
全
て
巻
き
込
ん
で
、
発

生
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の

問
題
に
近
代
社
会
が
前
提
と
し
て
き
た
西
欧

的
な
意
味
で
の
合
理
性
の
尺
度
を
持
ち
込
ん

で
も
解
決
の
糸
口
を
作
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
ｏ伝
統
、
人
種
、
一
示
教
や
民
族
と
い
う
も
の

は
近
代
自
然
科
学
的
に
み
る
な
ら
ば
、
合
理

的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
合
理
的
な

も
の
で
は
な
い
が
故
に
、
理
性
を
越
え
て
人

間
の
行
動
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
、
理
性

を
越
え
た
、
感
情
に
属
す
る
こ
と
が
ら
は
、

そ
の
当
事
者
以
外
に
は
伺
い
知
れ
な
い
問
題

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
ま
た
、

多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
よ
う
な
感
情
の
中
で

生
活
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
民
族
問
題

は
私
た
ち
の
一
般
の
生
活
の
中
に
も
あ
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
不

可
分
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
近
代
合
理
的

な
尺
度
で
は
、
割
り
切
れ
な
い
紛
争
で
あ
る

た
め
に
、
各
国
と
も
、
ま
た
国
際
社
会
も
こ

の
問
題
を
扱
い
き
れ
な
い
で
い
る
。

で
は
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
扱
え
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の
問
題
を
扱

う
た
め
に
は
、
こ
の
近
代
合
理
的
な
尺
度
を

も
相
対
化
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
、

近
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
い
え
る
自
由
・

平
等
・
博
愛
と
い
う
理
念
を
ふ
り
か
ざ
す
こ

と
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
だ
け
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
他
人
に
は

捕
ら
え
ら
れ
な
い
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い

「
人
」
の
感
情
の
問
題
と
し
て
民
族
問
題
を
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の

民
族
の
「
価
値
の
対
立
」
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
人
が
程
度
の
差

こ
そ
あ
れ
、
拠
り
所
に
し
て
い
る
宗
教
的
規

範
の
社
会
的
役
割
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
扱
う
宗
教
的
規
範
と
は
、

制
度
宗
教
が
理
念
と
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
宗

旨
で
は
な
い
。
そ
の
宗
教
に
属
し
て
い
る
多

く
の
人
々
が
拠
り
所
と
し
、
実
際
に
行
動
の

基
準
と
し
て
い
る
規
範
で
あ
る
。
し
か
も
、

細
か
い
部
分
に
お
い
て
は
個
人
差
が
大
き
す

ぎ
る
た
め
に
、
ご
く
基
本
的
な
宗
教
理
念
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、
価
値
の
対
立
の
明
確
な
例
と

し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
問
題
と
マ
レ
ー

シ
ア
の
民
族
問
題
を
扱
っ
た
。
い
ず
れ
も
そ

の
民
族
の
背
景
に
は
世
界
宗
教
を
抱
き
、
高

度
な
哲
理
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

も
し
仮
に
相
互
に
理
論
的
な
闘
争
を
行
っ
た

と
し
て
も
、
い
ず
れ
か
の
宗
教
が
理
論
的
に

負
け
、
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
い
ず
れ
の
宗
教
体
系
も
国
家
の
正
当

性
を
支
え
る
だ
け
の
理
論
的
根
拠
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
本
来
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
筈
の
宗

教
理
念
に
依
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
民
族
問

題
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
な
ぜ
解
決
さ
れ
ず
、

マ
レ
ー
シ
ア
は
一
応
の
社
会
的
な
安
定
を
み

て
い
る
の
か
、
と
い
う
の
が
こ
の
論
文
の
主

題
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
具
体
的
な
例
題

と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
族

似‘



民族問題の構造

Ｌスリラン認‐シァ

問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
論
文
で
示
さ
れ
て
い
る
分
析
の
方
法
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
問
題
に
も
適
応
し
う
る
も

の
で
あ
る
と
思
う
。

い
ま
一
つ
の
タ
イ
プ
の
民
族
問
題
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
で
起
こ
っ
て
い
る
、
世
界
宗
教
を

背
景
と
し
て
い
な
い
部
族
間
対
立
と
で
も
呼

べ
る
民
族
問
題
に
つ
い
て
は
ま
た
、
別
の
機

会
に
記
し
た
い
と
思
う
。

現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ

Ｐ
は
四
一
八
Ｕ
Ｓ
＄
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
人

(1)

ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア

●楠本修《くすbと.おさむ》

）
し
な
が
ら
、
こ
当
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
二
、
七
一
○
Ｕ
Ｓ
＄
で
あ
る
。

《
折
の
方
法
は
ョ
こ
れ
は
、
お
よ
そ
六
・
五
倍
も
の
差
で
あ
る
。

）
適
応
し
う
る
も

ス
リ
ラ
ン
カ
は
よ
う
や
く
一
人
当
た
り
国

民
生
産
が
四
○
○
＄
を
越
え
た
も
の
の
、
国

〈
族
問
題
、
ア
ブ
内
の
就
業
機
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、
失
業
率

ぺ
世
界
宗
教
を
は
一
四
・
一
％
と
高
い
。
特
に
高
学
歴
若
年

Ｈ
対
立
と
で
も
呼
層
の
失
業
率
が
非
常
に
高
く
、
例
え
ば
、
二

》
ま
た
、
別
の
機
○
～
二
四
歳
の
Ａ
レ
ベ
ル
（
高
校
卒
業
程
度
）

の
資
格
を
持
つ
青
年
の
失
業
率
は
、
五
○
％

を
越
え
て
い
る
Ｗ
こ
の
農
村
に
お
け
る
シ
ン

と
ハ
ー
フ
人
の
青
年
失
業
者
が
過
激
派
組
織
で
あ

レ
ー
シ
ア

る
Ｊ
Ｖ
Ｐ
（
シ
ン
ハ
ラ
人
民
開
放
戦
線
）
の

母
体
と
な
り
、
タ
ミ
ー
ル
人
過
激
派
組
織
で

マ
レ
ー
シ
ア

あ
る
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
タ
ミ
ー
ル
・
イ
ー
ラ
ム
開

人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
放
の
虎
）
と
共
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る

筐
ｌ
シ
ア
の
一
人
社
会
的
な
不
安
を
生
み
出
し
て
い
る
。

一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
Ｎ
Ｉ

理
社
ｊ
社
学
主
国

Ｅ
Ｓ
に
次
ぐ
経
済
発
展
を
遂
げ
中

科
科
士
科
退
会
科

学
究
修
究
期
協
学

進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。

文
研
学
研
満
発
文

舞
轌
仗
轌
鱸
彌
舞
釦
ま
た
同
国
は
、
二
○
二
○
年
ま
で

れ
部
院
了
院
位
ロ
部
議

華
齊
榑
鐸
桙
騨
泓
蝉
師
麺
に
先
進
国
入
り
キ
ー
果
た
す
と
い
う

岬
善
檸
癖
鐸
蛎
冠
榑
蕊
冗
目
標
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
経
済

奈
川
本
前
本
後
人
川
常
ジ

神
玉
業
日
鮭
日
姥
醍
屋
》
霧
活
動
は
極
め
て
活
気
に
満
ち
て
い

癖
曄
雰
孵
轆
葬
率
財
懇
餌
鯛
る
。

和
和
専
和
学
成
学
在
研
経
地

昭
昭
財
昭
会
平
会
現
任
際
ｌ

こ
の
よ
う
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と

(表 1）スリランカ・マレーシア基本データ

出所：CentralBankofSriLanka,1992,..SriLankaSocioEconomicDatal991，。

＊Abeykoon,ＡＴＰＬ.，1990,“PopulationStatisticsofSriLanka，,，PopulationlnformationCenter，

MinistryofHealthandWomen'sAffairsSriLanka.＊＊DepartmentofStatistics,1992,“Malaysia

StatisticsHandBookl991,，，ＤｅpartmentofStatisticsMalaysia＊＊比較を容易にするためにマレーシ

アは半島部マレーシアのみ：サバとサラワクがマレーシアに組み入れられたのは1963年の事で､現在で

もその文化や民族織成比は大きく異なっている。この、歴史的経緯から半島マレーシアに限定する。

拱タ

国土面械1990人口（,000）1931（,000）ＧＮＰ／Capital990（ＵＳＳ）

スリランカ

*勲マレーシア
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337ｓｑＫｍ ｌ６,９９３＊５
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マ
レ
ー
シ
ア
は
、
現
在
大
き
な
経
済
格
差
が

生
じ
た
た
め
に
全
く
違
っ
た
印
象
を
持
た
れ

て
い
る
が
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
非
常
に

'’

●マレーシア国ケダ州アロスター市の精米エ場
近代的な精米エ鰯で、精米・乾燥が行われていた

良
く
似
て
い
る
。
国
土
面
積
こ
そ
違
う
も
の

の
人
口
規
模
で
見
る
と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、

’
九
九
二
年
年
央
推
計
で
一
、
七
五
○
万
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
一
九
九
一
年
年
央
推
計
で

「
八
一
○
万
人
と
ほ
ぼ
同
じ
人
口
規
模
で

あ
る
。

ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

と
も
に
英
国
の
植
民
地
支
配
を
受
け
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
植
民
地
支
配
か
ら
の
独
立

を
獲
得
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
基
本

的
に
同
じ
よ
う
な
条
件
下
に
お
か
れ
た
両
国

が
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
結
果
を

生
み
だ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
考

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
国
際

為
替
の
完
全
自
由
化
を
果
た
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
際
的
に
知
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ハ
ラ

・
タ
ミ
ー
ル
の
抗
争
が
、
各
国
か
ら
の
投
資

を
抑
制
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ

て
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
、
英
国
支
配
下
に
お

い
て
は
安
定
し
て
い
た
民
族
問
題
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
独
立
運
動
の
過
程
の
中
で

次
第
に
激
し
さ
を
増
し
、
一
九
五
○
年
代
の

(2)

格
差
の
経
済
的
要
因

末
か
ら
六
○
年
代
の
初
め
に
か
け
て
中
国
系

の
マ
ラ
ヤ
共
産
党
を
中
心
と
す
る
民
族
暴
動

や
民
族
問
題
に
起
因
す
る
政
治
的
不
安
定
さ

が
発
生
し
た
。
そ
の
後
も
一
九
六
九
年
か
ら

一
九
七
○
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
民
族
問

題
に
起
因
す
る
政
始
的
不
安
定
が
発
生
し
た

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
言
論
の
自
由
の
制

限
な
ど
憲
法
の
一
部
制
限
を
行
い
、
民
族
問

題
の
抑
え
込
み
に
成
功
し
た
。
少
な
く
と
も

現
在
の
と
こ
ろ
同
国
は
、
安
定
し
た
政
治
体

制
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い

る
。

こ
の
安
定
し
た
政
治
体
制
で
あ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
も
と
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
発
展

は
、
外
資
の
導
入
に
成
功
し
た
。
同
国
は
外

資
導
入
に
よ
っ
て
、
第
二
次
産
業
を
飛
躍
的

に
拡
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
外
資
導
入
が
順

調
に
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
経

済
発
展
の
結
果
、
束
ア
ジ
ア
の
諸
国
が
安
い

人
件
費
を
求
め
て
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
投
資

先
を
捜
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
意
味

で
は
、
束
ア
ジ
ア
地
域
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

で
地
域
全
体
と
し
て
の
傾
斜
生
産
方
式
が
成

立
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
経
済
発
展

が
東
ア
ジ
ア
を
先
頭
と
し
た
雁
行
形
態
を
取

“



民族問題の構造

っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
同
じ
地
理
的
条
件

に
あ
り
な
が
ら
マ
レ
ー
シ
ア
は
発
展
し
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
は
発
展
し
な
か
っ
た
〔
楠
本
修
・

’
九
九
二
・
七
七
’
九
二
〕
。

ス
リ
ラ
ン
カ
が
地
理
的
に
は
若
干
不
利
な

位
置
に
あ
る
と
し
て
も
、
高
い
教
育
水
準
を

誇
る
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
格

差
は
余
り
に
も
大
き
い
。
こ
の
格
差
を
生
ん

だ
要
因
に
は
、
投
資
環
境
・
国
際
為
替
制
度

と
政
治
と
の
関
わ
り
あ
い
お
よ
び
、
民
族
運

動
に
も
と
づ
く
政
治
的
不
安
定
を
押
さ
え
込

む
こ
と
に
成
功
し
た
か
否
か
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
投
資
が
行
わ
れ

経
済
発
展
が
順
調
に
行
わ
れ
れ
ば
就
業
機
会

は
増
大
し
、
失
業
者
の
吸
収
が
行
わ
れ
る
こ

と
で
社
会
的
な
不
安
定
さ
は
減
少
す
る
。
そ

し
て
社
会
的
な
安
定
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
各

国
か
ら
の
投
資
も
増
え
る
と
い
う
循
環
が
起

こ
る
。
逆
に
、
社
会
的
に
不
安
定
で
あ
る
と
、

各
国
か
ら
の
投
資
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

就
業
機
会
の
創
出
が
行
わ
れ
ず
、
失
業
者
の

吸
収
が
で
き
ず
、
社
会
的
に
不
安
定
に
な
る

と
い
う
循
環
も
起
こ
る
。
つ
ま
り
、
一
度
良

い
循
環
が
起
こ
り
だ
す
と
、
そ
の
良
い
循
環

は
更
に
良
い
条
件
を
生
み
出
し
、
悪
い
循
環

Ｌス利一庖裂の共通点
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
ほ
ぼ
同
じ
人
口
規
模
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
同
じ

よ
う
に
英
国
の
植
民
地
支
配
下
で
あ
っ
た
。

こ
の
英
国
支
配
下
に
お
い
て
産
業
は
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
産
業
が
中
心
と
な
り
、
産
業

の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
が
す
す
め
ら
れ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
は
、
「
茶
」
「
ゴ
ム
」
ヨ

コ
ナ
ッ
ッ
」
が
中
心
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
い
て
は
、
「
オ
イ
ル
パ
ー
ム
」
「
ゴ
ム
」

が
中
心
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
生
産
す
る
第
一

次
産
品
の
種
類
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

第
一
次
産
品
中
心
の
経
済
が
植
民
地
支
配
下

に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
つ

が
起
こ
り
出
す
と
、
そ
の
悪
い
循
環
は
更
に

悪
い
条
件
を
生
み
出
し
て
悪
い
循
環
を
加
速

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
、
結
果
と
し
て
大
き
な
差
を
作
り
出

す
こ
と
に
な
る
。
本
論
文
の
目
的
は
、
ス
リ

ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
間
に
大
き
な
経
済

格
差
を
生
み
出
し
た
両
国
の
民
族
問
題
を
比

較
・
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
り
植
民
地
支
配
下
に
形
成
さ
れ
た
両
国
の

産
業
騰
造
の
雅
盤
は
共
通
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
人
口
規
模
が
、
現
在
で
も
一
、
七

○
○
万
人
か
ら
『
八
○
○
万
人
程
度
と
比

較
的
共
通
し
て
い
る
。
民
族
問
題
を
考
え
る

上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
民
族
別
の
人
口
構

成
比
も
、
多
民
族
に
よ
っ
て
そ
の
人
口
が
構

成
さ
れ
て
お
り
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

民
族
問
題
を
考
え
る
場
合
、
一
般
的
に
言

っ
て
、
中
心
と
な
る
民
族
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

を
形
成
し
て
い
る
民
族
と
の
人
口
比
が
接
近

し
て
い
れ
ば
し
て
い
る
ほ
ど
、
民
族
問
題
が

表
面
化
し
や
す
い
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ

ア
の
場
合
、
い
ず
れ
も
多
民
族
国
家
で
あ
り
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て

い
る
。
民
族
別
構
成
比
を
人
口
で
見
る
限
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
臓
成
も
ス
リ
ラ
ン
カ
の

人
口
構
成
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
変
わ
ら
な

い
。
む
し
ろ
社
会
的
な
安
定
を
獲
得
し
て
い

る
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

で
あ
る
マ
レ
ー
系
と
第
一
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で

あ
る
中
国
系
と
の
人
口
比
が
五
七
・
九
二
％

対
三
一
・
五
七
％
と
接
近
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
（
表
１
２
）
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(表－２）民族別人ロ構成比

*半島マレーシアのみ。＊＊シンハラには低地シンハラと高地シンハラを含む。＊＊*マレー系は、その他

ブミプトラを含み、マレー系である原マレー(Proto-Malays）と原マレーの後に来住した新マレー

(Deutero-Malays)系に加え､半島マレーシアの先住民族であるネグリト(Negritos)やセノイ(Senoi)を含

む。半島マレーシアのネグリト、セノイ、原マレーを総称してオラン・アスリ（OrangAsli)と呼んでい

る。＊＊＊＊その他にはインド・ムーア人、ヨーロッパ人､ベーダ人等を含む｡出所：Abeykoon,ＡＴＰＬ.，

1990,-,＊DepartmentofStatistics,1992,-．より算出。

ま
た
、
民
族
問
題
に
お
い
て
民
族
人
口
別

構
成
比
以
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
宗
教

別
人
口
構
成
比
（
表
１
３
）
も
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
も
に
多
様
で
、
民
族
別

人
口
構
成
比
よ
り
も
近
似
し
て
い
る
。

加
え
て
、
一
九
三
一
年
当
時
、
人
口
規
模

が
三
○
○
万
人
～
五
○
○
万
人
程
度
と
小
さ

か
っ
た
両
国
は
、
イ
ン
ド
な
ど
と
異
な
り
、

英
国
流
の
官
僚
制
度
に
基
づ
く
行
政
管
理
シ

ス
テ
ム
が
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
っ
た
。
そ
の

結
果
、
両
国
と
も
、
ア
ジ
ア
の
中
で
も
有
数

の
高
い
教
育
水
準
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
指

標
と
し
て
、
単
純
に
識
字
率
水
準
だ
け
で
比

べ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
経
済
発
展
に
お
い
て

大
き
く
格
差
を
付
け
ら
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の

方
が
優
れ
て
い
る
（
表
１
４
）
。

た
だ
し
、
現
在
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
教
育

を
重
視
し
て
お
り
、
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
の

初
等
教
育
の
就
学
率
は
、
一
九
八
八
年
で
九

九
・
○
％
、
一
九
八
九
年
で
九
八
・
九
％
と

ほ
ぼ
完
全
就
学
に
近
い
数
値
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
方
が
優
れ
た
数

値
を
示
し
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
場
合
、
初
等
教
育
達
成
者

は
、
三
七
・
五
％
、
中
等
教
育
の
達
成
者
は

3）宗教別人口比(表

出所 *AbeykoonIA,ＴＰＬ,１９９０ *＊DepartmentofStatistics，1992,-

“

スリランカ（1981年） マレーシア（1989年）＊

シンハラ＊＊73.95％

スリランカ・タミール12.70％

インド・タミール5.52％

スリランカ・ムーア７．０５％

バーガー0.26％

マレー0.32％

その他*＊＊＊0.20％

マレー系＊＊＊57.92％

中国系31.57％

インド系9.87％

その他0.64％

噸スリランカ1981年 *＊マレーシア1980年

仏教69.30％

ヒンドウ教15.48％

イスラム教7.55％

キリスト教7.61％

その他0.06％

イスラム教56.1％

仏教19.0％

中国宗教12.9％

ヒンドウ教8.4％

キリスト教2.1％

地方宗教0.5％

その他0.3％

無宗教0.7％



民族問題の構造

(表－４）識字率スリランカ・マレーシア比較 一
一
九
・
二
％
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合
、

中
等
教
育
へ
の
進
学
者
は
、
’
九
九
○
年
で

五
二
・
○
％
で
あ
る
。

現
在
得
ら
れ
る
資
料
〔
の
。
。
Ｐ
三
目
、
四
一
Ｐ

一
九
九
二
・
九
〕
か
ら
推
測
す
る
と
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
農
村
に
お
け
る
一
九
四
○
年
前
後

の
初
等
教
育
進
学
者
は
限
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
が
識
字
率
水
準
を
引
き
下
げ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
場
合
、
世
代
と
就
学
歴
が
対
応
し
て
い
る

＊Abeykoon，Ａ・ＴＰＬ，1990,-．＊＊Departmentof
Statistics,1992,-・

てたが経か通別構条基マスの
し様全済でし構成件本しりこで
ま相〈発、て成比、的｜ラのあ
つを異展両い比、民なシンよる
て示な段国るが宗族経アカう゜
いしつ階のな共教別済はとに

:雛篭羅六ＬＬ
集崇高騨欝｢潅否
:耀錘蕊マラ
に“えり件献緯'｢孟
簾'１舅ﾗﾋﾞ健ｆ崇菫と
駕襖篝；篝の
重歴のしこ成ラ範
要史条｜と比ン

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
本
論
文
で
は
、
こ
の

格
差
の
要
因
と
し
て
両
国
に
お
け
る
民
族
問

題
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お

い
て
こ
の
民
族
問
題
の
性
質
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
歴

史
的
な
経
緯
、
お
よ
び
、
宗
教
規
範
の
特
色

を
考
え
て
み
よ
う
。

Ⅱ
ス
リ
ラ
ン
カ
の

民
族
問
題
の
歴
史
的
経
緯

ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
問
題
を
考
え
る
場
合
、

(1)

ス
リ
ラ
ン
カ
の

歴
史
的
経
緯
と
宗
教
規
範

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
民
族
問
題
が
非
常
に

古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
問
題
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

歴
史
的
に
み
る
と
紀
元
前
五
世
紀
と
も
六
世

紀
と
も
い
わ
れ
る
時
期
に
、
現
在
の
ス
リ
ラ

ン
カ
の
主
要
民
族
で
あ
る
シ
ン
ハ
ラ
人
が
イ

ン
ド
よ
り
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
以
前
に
も
原
住
民
は
存
在
し
た
の
だ
が
、

歴
史
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の

シ
ン
ハ
ラ
人
の
渡
来
を
待
つ
。

紀
元
前
三
世
紀
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
仏
教

が
伝
来
し
、
シ
ン
ハ
ラ
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
。
そ
し
て
紀
元
前
二
世
紀
に
は
す
で
に
イ

ン
ド
亜
大
陸
南
部
か
ら
タ
ミ
ー
ル
人
が
移
住

を
し
始
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
民
族
問
題
は
、
す
で
に
二
、
○
○
○
年
に

わ
た
る
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

紀
元
一
○
世
紀
頃
に
は
タ
ミ
ー
ル
系
の
チ

ョ
ー
ラ
朝
が
イ
ン
ド
よ
り
侵
攻
し
、
シ
ン
ハ

ラ
人
の
諸
王
と
戦
い
を
交
え
、
シ
ン
ハ
ラ
人

は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
北
部
平
原
を
中
心
と
し
て

開
か
れ
て
い
た
彼
ら
の
都
を
廃
棄
し
、
ポ
ロ

ン
ナ
ル
ワ
、
ク
ル
ネ
ガ
ラ
、
コ
ー
ッ
テ
と
都

を
徐
々
に
南
に
移
し
て
い
っ
た
。
当
時
、
稲

作
を
行
う
に
は
ウ
エ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
よ
り
も
ド

ダワ

識字率 蝋スリランカ *＊マレーシア

1985年 86.1％ 73.0％



ラ
イ
ゾ
ー
ン
で
あ
る
北
部
平
原
の
ほ
う
が
便

利
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
エ
ッ
ト
ゾ

１
ン
へ
移
動
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
タ
ミ
ー
ル
人
と
の
抗
争
ば
か
り
で

は
な
く
、
米
生
産
を
支
え
て
い
た
潅
概
設
備

の
維
持
が
マ
ラ
リ
ア
の
蔓
延
に
よ
っ
て
困
難

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
こ
の
移
動
の
、
も

う
一
つ
の
重
要
な
理
由
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
’
九
世
紀
に
入
る
ま
で
ウ

エ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
の
密
林
は
、
沿
岸
部
の
都
市

を
除
き
、
人
が
踏
み
入
る
こ
と
が
困
難
な
障

壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
を
シ
ン
ハ
ラ
・
タ
ミ

ー
ル
の
抗
争
の
歴
史
と
し
て
の
み
と
ら
え
る

視
点
に
は
、
反
論
も
あ
る
。
シ
ン
ハ
ラ
と
タ

ミ
ー
ル
の
間
に
抗
争
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、

常
に
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

交
流
が
計
ら
れ
て
い
た
と
い
う
反
論
で
あ
る
。

例
え
ば
、
シ
ン
ハ
ラ
人
の
歴
代
の
王
家
は
南

イ
ン
ド
よ
り
王
妃
を
迎
え
る
こ
と
が
常
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
反
論
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
シ
ン

ハ
ラ
・
タ
ミ
ー
ル
の
抗
争
の
歴
史
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。

確
か
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
民
族
問

題
が
現
代
的
な
意
味
で
先
鋭
化
し
た
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
③
が
、
シ

ン
ハ
ラ
人
と
タ
ミ
ー
ル
人
と
の
民
族
抗
争
は
、

激
し
く
そ
れ
が
行
わ
れ
た
か
、
小
康
状
態
を

保
っ
て
い
た
か
を
別
に
し
て
も
、
非
常
に
長

い
歴
史
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
民
族
問
題
を
更

に
複
雑
に
す
る
歴
史
的
な
経
緯
が
あ
っ
た
。

英
国
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地
支
配
は
イ

ン
ド
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的

な
経
緯
か
ら
英
国
は
植
民
地
支
配
に
お
い
て

下
級
官
吏
と
し
て
タ
ミ
ー
ル
人
を
重
用
し
た
。

英
国
の
支
配
下
に
あ
る
間
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で

も
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
下
級
官
吏
に
タ
ミ
ー

ル
人
が
占
め
る
割
合
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
少
数
民

族
と
し
て
社
会
の
中
枢
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
タ
ミ
ー
ル
人
は
、
こ

の
機
会
に
英
語
の
修
得
に
努
力
し
た
。
流
暢

な
英
語
と
専
門
職
と
し
て
高
い
学
位
を
得
る

こ
と
で
国
際
社
会
で
の
自
分
の
位
置
を
高
め

よ
う
と
努
力
し
た
。
タ
ミ
ー
ル
人
は
シ
ン
ハ

ラ
語
を
覚
え
る
よ
り
は
英
語
の
修
得
に
努
力

し
た
の
で
あ
る
。
英
語
の
学
制
下
、
大
学
教

育
が
英
語
で
な
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
傾
向
に

拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
、
少
数
民
族
で
あ
る

タ
ミ
ー
ル
人
が
大
学
教
育
を
終
え
、
高
い
社

会
的
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
支
配
者
と
し

て
の
英
国
が
去
っ
た
後
に
シ
ン
ハ
ラ
人
の
反

感
を
買
う
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
更
に
「
な
ぜ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い

て
民
族
問
題
が
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
様
相
を

示
す
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
地
理
的
な
位
置
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ

は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
ほ
ぼ
南
端
に
位
置
す

る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
口
の
中
で
は
少
数
派

で
あ
る
タ
ミ
ー
ル
人
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
取

り
巻
く
南
ア
ジ
ア
全
体
で
考
え
れ
ば
圧
倒
的

な
多
数
と
な
り
、
宗
教
も
文
化
も
違
う
シ
ン

ハ
ラ
人
は
、
明
ら
か
な
少
数
派
と
な
る
。
ま

た
、
文
明
の
点
で
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
歴

史
を
通
じ
そ
の
地
域
の
超
大
国
で
あ
る
イ
ン

ド
文
明
を
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

イ
ン
ド
文
明
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
圧
倒
的

な
力
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
南
ア
ジ
ア
地
域
圏
と
し
て
み

た
時
、
シ
ン
ハ
ラ
人
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

し
て
自
ら
を
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ

Jｏ
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た
の
で
あ
る
。

●ヌワラエリア地区のイスラム系住人居住地区

イスラム系住人はその宗教が中近東と同じということもあり、主に中近東地域へ

の出稼ぎが多い。訪問したイスラム人家庭もクウェートを始め中近東各地で出稼ぎ

を行い、その収入を農園の購入代金に当てていた

た
だ
、
仏
教
に
お
い
て
は
個
人
の
解
脱
が

そ
の
目
的
と
な
る
た
め
、
そ
の
信
仰
実
践
は

集
団
的
な
性
格
と
い
う
よ
り
は
個
人
的
な
性

格
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
点
が
、
キ
リ
ス
ト

教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。
と
く
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
で
あ

る
南
方
上
座
部
仏
教
で
は
、
修
行
に
専
念
す

る
個
人
と
し
て
の
「
僧
侶
」
の
解
脱
と
そ
の

価
値
が
徹
底
し
て
説
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仏
教
的
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
社
会
改
革

を
通
し
て
社
会
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
勢

⑳
ス
リ
ラ
ン
カ
の
宗
教

ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
シ

ン
ハ
ラ
人
に
と
っ
て
、
支
配
的
な
宗
教
は
仏

教
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
仏
教
は
高

度
な
教
理
を
備
え
た
世
界
宗
教
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
仏
教
は
、
あ

ま
り
開
放
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
教
義

と
し
て
み
る
と
、
仏
教
に
は
民
族
差
別
思
想

は
な
い
。
ま
た
宗
教
論
理
的
に
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
信
仰
す
ら
も
必
要
は
な
く
、
「
法
」

を
理
解
し
、
行
い
が
正
し
け
れ
ば
よ
い
と
い

う
ぐ
ら
い
、
非
常
に
中
立
的
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
は
、
極
め
て
普
遍
的
で
論
理
的
な
宗

教
で
あ
る
。

力
よ
り
は
む
し
ろ
、
僧
院
に
こ
も
っ
て
の
修

行
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
宗
教
の
特
質
か
ら
、
布
教
啓
蒙
活
動

を
は
じ
め
、
社
会
に
対
し
て
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
く
と
い
う
側
面
に
は
、
二
次
的
な
重

要
性
し
か
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
は
、

内
に
こ
も
り
、
布
教
に
よ
っ
て
積
極
的
に
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
他
の
比
族
を
取
り
込

も
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意

味
で
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
は
、
シ
ン
ハ
ラ
人

だ
け
の
た
め
の
氏
族
宗
教
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
ス

リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
仏
教
は
、
シ
ン
ハ
ラ
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
強
く
結
び
付
い
て

い
る
。
例
え
ば
、
カ
ン
デ
ィ
の
仏
歯
寺
に
納

め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
仏
歯
は
ス
リ
ラ
ン

カ
に
お
け
る
支
配
の
正
当
性
の
象
徴
で
あ
る

が
、
し
か
し
そ
れ
は
シ
ン
ハ
ラ
人
だ
け
の
統

合
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
支
配
の
正
当
性
の
象
徴

が
タ
ミ
ー
ル
人
に
と
っ
て
、
な
ん
ら
統
合
の

象
徴
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
民
族
問
題
の
靴
し
き
を
象
徴
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

ｺﾞノ



、
マ
レ
ー
シ
ア
の
歴
史
的
経
緯

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
の
な
か
で
マ
レ
ー
系

に
分
類
さ
れ
て
い
る
、
原
マ
レ
ー
と
新
マ
レ

ー
は
、
い
ず
れ
も
中
国
の
雲
南
地
方
よ
り
南

下
し
て
き
た
民
族
で
、
原
マ
レ
ー
が
紀
元
前

二
五
世
紀
頃
、
新
マ
レ
ー
が
紀
元
前
三
世
紀

頃
南
下
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

民
族
移
動
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
、
現
在

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で
に
も

及
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
言
語
的
に
も
現
在
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
マ
レ
ー
シ
ア
語
は
ほ
と

一
方
、
タ
ミ
ー
ル
人
が
信
仰
す
る
イ
ン
ド

の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
中
心
を
な
す
概
念
は
「
浄
」

と
「
不
浄
」
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
考
え
方

に
従
え
ば
、
仏
教
等
の
他
宗
教
は
カ
ー
ス
ト

の
中
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
賎
民
」

と
し
て
最
も
不
浄
な
階
層
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン

ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
信
仰
し
て
い
る
タ
ミ
ー
ル

人
に
と
っ
て
、
シ
ン
ハ
ラ
人
と
融
合
す
る
こ

と
は
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
な
の
で

あ
る
。

(2)

マ
レ
ー
シ
ア
の
歴
史
的
経
緯

と
宗
教
規
範

ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要
な

言
語
も
同
じ
系
統
に
属
し
て
い
る
。
プ
ロ
ト

・
マ
レ
ー
は
、
主
に
山
岳
部
に
そ
の
居
住
地

を
求
め
、
狩
猟
・
採
集
を
中
心
と
し
た
生
活

を
送
り
、
そ
の
宗
教
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
で
あ
っ

た
。
新
マ
レ
ー
は
、
主
に
沿
岸
部
に
そ
の
居

住
地
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
新
マ
レ
ー
は
、

イ
ン
ド
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
導
入

さ
れ
る
前
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
宗
教
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
混

糒
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
最
も
早
く
か
ら
開
け
た
の

は
現
在
の
ケ
ダ
州
で
あ
る
。
一
世
紀
頃
に
は

タ
イ
と
国
境
を
接
し
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面

し
た
こ
の
州
が
開
け
た
。
イ
ン
ド
商
人
の
来

訪
も
増
え
、
宗
教
・
文
字
・
知
識
・
文
化
が

持
ち
込
ま
れ
た
。
四
世
紀
に
は
マ
レ
ー
半
島

を
横
断
す
る
通
商
路
も
開
か
れ
、
東
西
貿
易

の
拠
点
と
な
り
、
そ
の
後
七
世
紀
か
ら
一
四

世
紀
ま
で
、
マ
レ
ー
半
島
は
、
ス
リ
ビ
・
ジ

ャ
ヤ
（
ス
マ
ト
ラ
島
）
の
ヒ
ン
ド
ゥ
文
化
の
深

い
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
レ
ー
人

は
、
こ
の
過
程
を
通
じ
て
約
「
○
○
○
年

に
わ
た
っ
て
、
高
度
な
教
理
を
も
つ
ヒ
ン
ド

ゥ
文
化
を
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
一

四
○
三
年
に
最
初
の
イ
ス
ラ
ム
教
国
と
し
て

マ
ラ
ッ
カ
王
国
が
成
立
。
一
五
世
紀
以
降
ケ

ダ
が
イ
ス
ラ
ム
教
化
し
、
そ
の
後
マ
レ
ー
シ

ア
全
土
が
イ
ス
ラ
ム
教
化
し
た
。

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
が
世
界
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ

ム
教
を
受
け
入
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
化
す
る
前

に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
文
化
が
あ
り
、
マ
レ
ー
人
は

か
な
り
高
度
な
宗
教
哲
理
を
学
ん
で
い
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
地
域
性
を
越

え
る
こ
と
が
で
き
ず
世
界
宗
教
と
は
な
ら
な

か
っ
た
帥
。
し
か
し
、
そ
の
宗
教
哲
理
は
極
め

て
高
度
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
受
け
入
れ
る
以

前
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
と
い
う
高
度
な
文
明
と
彼

ら
の
文
化
を
融
合
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
幸
運

で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
を
受
け
入
れ
る
ま

で
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
義
に
負
け
な
い
ほ

ど
の
高
度
な
教
義
を
持
っ
た
宗
教
を
長
い
時

間
を
か
け
て
吸
収
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
そ

の
宗
教
の
背
景
に
あ
る
高
度
な
文
明
を
自
ら

の
も
の
と
し
て
い
た
。
こ
の
高
度
な
文
明
の

基
盤
の
上
に
イ
ス
ラ
ム
教
を
受
容
し
た
か
ら

こ
そ
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
文
化
を
破
壊
す
る
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民族問題の構造

●マレーシア国ケダ州アロスター市

マレーシアの穀倉地帯といわれ、最も進んだ潅漉設備を持つケダ州の州都アロスター

市。宗教的にはマレーシアの中でもイスラム教の戒律が厳しいところでもある

こ
と
な
く
、
彼
ら
が
長
い
間
慣
れ
親
し
ん
だ

生
活
様
式
を
保
ち
つ
つ
ヒ
ン
ド
ゥ
教
と
ア
ニ
ミ

ズ
ム
の
文
化
の
な
か
に
根
差
し
た
呪
術
や
祭

儀
の
深
い
土
壌
の
上
に
、
系
統
発
生
的
に
イ

ス
ラ
ム
教
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。つ
ま
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
統
一
国
家
形

態
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
マ
レ
ー
シ
ア
共
通

の
文
化
を
持
ち
続
け
え
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
も
、
中
国
、
イ
ン
ド
と
い
う
大

文
明
の
中
間
地
点
に
位
置
し
、
そ
れ
ら
と
適

当
な
距
離
を
保
ち
つ
つ
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

で
文
明
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
幸
い
し
た
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
み
れ
ば
、
マ
レ

ー
シ
ア
は
何
度
と
な
く
「
受
容
」
を
経
験
し

た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
日
本
な
ど
と
同
じ

よ
う
に
自
分
た
ち
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
、

様
々
な
文
明
の
成
果
を
受
容
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
現
在
あ
る
よ
う
な

人
口
構
成
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九

世
紀
も
中
葉
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
民
族
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
。
英
国
に
よ
っ
て
マ
レ

幻
マ
レ
ー
シ
ア
の
宗
教

マ
レ
ー
シ
ア
の
国
教
は
い
う
ま
で
も
な
く

イ
ス
ラ
ム
教
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
は
そ
の

宗
教
の
特
色
と
し
て
、
戒
律
が
非
常
に
重
要

視
さ
れ
る
半
面
、
そ
れ
以
外
の
血
統
な
ど
の

要
素
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
。
こ
の
特
徴

か
ら
伝
統
的
な
文
化
が
近
代
化
の
中
で
破
壊

さ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
で
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教

社
会
と
結
び
付
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
至
上
主
義
、

白
人
の
優
先
さ
れ
る
社
会
に
対
す
る
反
発
と

し
て
、
文
明
国
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
の
信
者
が

増
大
し
て
い
る
。
事
実
、
厳
し
い
戒
律
を
人
々

に
強
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
、
世
界
宗

教
の
な
か
で
そ
の
教
勢
を
大
き
く
伸
ば
し
て

い
る
の
は
イ
ス
ラ
ム
教
な
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い
て
は
、
偶
像
崇
拝
は

シ
ア
全
土
が
植
民
地
支
配
を
受
け
る
に
と
も

な
っ
て
、
特
産
の
錫
の
採
掘
、
鉄
道
工
事
労

働
者
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
者
、
下

級
官
吏
、
技
術
者
な
ど
の
労
働
力
と
し
て
、

中
国
人
労
働
者
や
イ
ン
ド
人
労
働
者
が
導
入

さ
れ
、
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
多
民
族
社
会

を
作
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
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徹
底
し
て
否
定
さ
れ
る
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
肖

像
画
す
ら
も
敬
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
具
象
的
な
信
仰
対
象

は
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

か
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
な
さ
れ
た
よ

う
に
、
西
洋
人
に
似
た
イ
エ
ス
の
絵
を
使
う

こ
と
で
西
洋
が
支
配
す
る
こ
と
の
正
当
性
を

人
々
に
与
え
る
イ
メ
ー
ジ
の
上
か
ら
正
当
化

し
、
ま
た
解
釈
権
を
独
占
す
る
こ
と
で
、
宗

教
の
面
か
ら
も
肯
定
す
る
よ
う
な
事
は
あ
り

え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
宗
教
の
性
格
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
民

族
政
策
を
色
付
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
イ
ス
ラ
ム
・
非
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
厳
然

と
し
た
区
別
は
あ
る
と
し
て
も
、
肌
の
色
や

文
化
の
違
い
な
ど
は
イ
ス
ラ
ム
の
戒
律
に
抵

触
し
な
い
か
ぎ
り
、
な
ん
ら
の
差
別
の
理
由

に
は
な
ら
な
い
し
、
早
く
に
教
化
さ
れ
た
民

族
も
、
後
か
ら
教
化
さ
れ
た
民
族
も
、
優
劣

が
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
、
マ
レ
ー

シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
、
戦
争
に

よ
る
征
服
で
急
に
イ
ス
ラ
ム
教
化
さ
れ
た
の

で
は
な
い
地
域
で
は
、
か
な
り
彼
ら
自
身
の

伝
統
文
化
を
残
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ス
リ
ラ

ン
カ
に
お
け
る
民
族
問
題
の
原
因
は
、
中
心

的
な
文
化
が
積
極
的
に
他
文
化
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
シ
ン
ハ
ラ
人
の
宗
教

で
あ
る
仏
教
の
な
か
に
積
極
的
に
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
を
取
り
込
む
と
い
う
性
格
が
な
く
、
ま

た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
タ
ミ
ー
ル
人
は
、

イ
ン
ド
と
い
う
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
圧

倒
的
な
力
を
も
つ
文
明
の
「
浄
・
不
浄
」
観

を
背
景
と
し
て
、
む
し
ろ
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で

あ
る
シ
ン
ハ
ラ
人
を
見
下
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
、
地
理
的
・
歴
史
的
・
宗
教
的
な
特

色
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
シ
ン
ハ
ラ
・

タ
ミ
ー
ル
と
い
う
民
族
集
団
を
並
存
さ
せ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
民
族
問
題
も
英
国
も
植
民
地
支
配
下

の
時
代
に
は
そ
れ
ほ
ど
顕
在
化
し
て
い
な
い
。

英
国
が
シ
ン
ハ
ラ
・
タ
ミ
ー
ル
の
権
力
基
盤

を
越
え
た
超
越
的
権
力
と
し
て
支
配
し
た
か

ら
こ
そ
植
民
地
経
営
の
間
だ
け
は
、
民
族
門

題
が
顕
在
化
し
な
か
っ
た
の
だ
と
も
い
え
る
。

(3)

ス
リ
ラ
ン
カ
と

マ
レ
ー
シ
ア
の
格
差

し
た
が
っ
て
、
超
越
的
権
力
の
存
在
が
な
く

な
れ
ば
、
そ
こ
に
は
シ
ン
ハ
ラ
・
タ
ミ
ー
ル

と
い
う
二
つ
の
民
族
・
文
化
を
統
く
る
存
在

が
な
く
な
り
、
旧
来
の
民
族
問
題
が
再
び
顕

在
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合
、

マ
レ
ー
系
と
い
う
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
自
己
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
自
分
た
ち
の
文

化
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
民
族
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
初
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教

を
一
○
世
紀
余
り
の
時
間
を
か
け
て
受
容
し

た
後
に
、
自
分
た
ち
の
生
活
様
式
を
保
ち
つ

つ
イ
ス
ラ
ム
教
を
受
容
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
民
族
問
題
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
異
文
化
を

系
統
発
生
的
に
受
容
し
て
き
た
経
験
と
、
戒

律
の
遵
守
を
主
に
そ
の
信
仰
の
要
件
と
す
る

と
い
う
イ
ス
ラ
ム
教
が
持
つ
明
示
的
な
性
格

お
よ
び
、
拡
張
主
義
的
な
性
格
が
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
例
え
ば
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
男
性
と
結
婚
す
る
異
教
徒
の
女
性
は
イ
ス

ラ
ム
教
に
改
宗
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た

異
教
徒
の
男
性
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
性
と

結
婚
す
る
場
合
に
も
、
男
性
が
イ
ス
ラ
ム
教

に
改
宗
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
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民族問題の構造

こ
の
拡
張
主
義
的
な
宗
教
の
性
格
に
加
え

て
、
イ
ン
ド
と
も
中
国
と
も
ほ
ぼ
等
距
離
に

あ
る
と
い
う
地
理
的
に
適
当
な
位
置
に
あ
っ

た
こ
と
、
更
に
、
国
家
意
識
、
民
族
意
識
が

希
薄
で
あ
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
が
自
己
の
生
活

様
式
と
い
う
共
通
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

幸
い
し
た
。
ま
た
、
英
国
支
配
の
間
に
も
ス

ル
タ
ン
制
（
イ
ス
ラ
ム
王
制
）
を
維
持
で
き

た
こ
と
が
国
家
統
合
を
容
易
に
し
た
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
条
件
、
地

理
的
条
件
が
重
な
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
文

化
が
受
容
に
つ
い
て
寛
容
な
文
化
形
態
を
作

り
あ
げ
た
こ
と
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
に
加
え
て
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
い
て
民
族
問
題
を
押
さ
え
込
む
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
最
も
大
き
な
要
因
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
に
お
け
る
民
族
問
題
が
ま
だ
一
五
○

年
ほ
ど
の
歴
史
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
多
く
の
中
国
人
・
タ
ミ
ー
ル
人
に
と
っ

て
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
父
祖
が
移
住
し
て
き
た

土
地
で
あ
る
と
い
う
記
憶
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
。
一
方
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
タ
ミ
ー

ル
人
に
と
っ
て
は
、
二
、
○
○
○
年
に
わ
た

る
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ー
ル
人
の
歴
史
の
な

l1ii11｣：

か
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
記
憶
の
上
で
も
他
に

か
わ
る
こ
と
の
な
い
、
故
郷
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
、
自
ら
が
他
の
地
域
か
ら

渡
っ
て
き
た
と
い
う
出
自
を
記
憶
し
て
い
る

か
否
か
と
い
う
点
が
民
族
問
題
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思

、
７
．前
述
し
た
よ
う
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い

て
も
マ
レ
１
シ
ア
に
お
い
て
も
植
民
地
支
配

の
間
、
英
国
と
い
う
軍
事
的
な
力
に
お
い
て

圧
倒
的
な
権
力
が
存
在
し
て
い
た
間
は
、
民

族
問
題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
の
民
族
問
題
は
、
「
植
民
地
支
配
か

ら
の
自
由
」
に
伴
っ
て
発
生
し
て
き
た
問
題

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

こ
こ
ま
で
、
民
族
問
題
を
み
て
き
て
わ
か

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
持
つ
行
為

の
依
拠
基
準
と
し
て
の
「
価
値
体
系
」
の
単

な
る
並
列
の
中
に
統
合
は
あ
り
得
な
い
と
い

(1)

民
族
問
題
が

投
げ
か
け
る
課
題

民
族
問
題
が

投
げ
か
け
る
課
題

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
民
族
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
な
ん
ら
か
の
母
体
が
あ

っ
て
吸
収
統
合
す
る
形
か
、
並
存
す
る
民
族

の
行
為
基
準
と
し
て
の
「
価
値
体
系
」
を
超

え
た
軍
事
的
権
力
か
文
化
的
な
影
響
力
・
制

度
に
よ
っ
て
統
一
す
る
か
と
い
う
形
態
を
と

っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
根
拠
に
基

づ
く
も
の
で
あ
れ
、
そ
こ
に
は
国
家
統
合
の

根
拠
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
前
者
の
例
と
し
て
民
族
問
題
の

解
決
、
国
家
と
し
て
の
統
一
性
を
優
先
さ
せ

る
た
め
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
中
国

系
の
住
民
の
氏
姓
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
風
に
換

え
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
標
記
を
強
制
し
た
例

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
後
者
の
例
と
し
て
は
、

実
際
に
植
民
地
支
配
を
行
っ
て
い
る
間
そ
の

軍
事
力
を
背
景
と
し
て
英
国
が
、
民
族
間
の

「
価
値
体
系
」
を
超
え
た
超
越
的
権
力
と
し
て

ふ
る
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

英
国
は
、
植
民
地
支
配
の
間
に
は
支
配
・

非
支
配
の
関
係
を
固
定
し
て
お
い
て
、
自
己

の
利
益
を
保
ち
え
な
く
な
っ
た
ら
、
多
数
決

に
も
と
づ
く
民
主
主
義
と
い
う
近
代
主
義
的

な
原
理
を
導
入
し
た
。

こ
の
民
主
主
義
を
表
面
的
に
数
の
原
理
と

ﾕタ



し
て
適
用
し
た
場
合
、
少
数
派
は
決
し
て
納

得
せ
ず
、
民
族
問
題
は
解
決
し
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
多
数
決
の
原
理
だ
け
で
は
、
民
族

の
従
っ
て
い
る
「
価
値
体
系
」
が
並
列
す
る

だ
け
で
、
そ
の
並
列
し
て
い
る
「
価
値
体
系
」

を
統
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
植
民
地
支
配
が
終
わ
っ
た
後

に
民
族
問
題
は
先
鋭
化
し
た
の
で
あ
る
。

元
宗
主
国
が
自
己
の
利
益
を
守
た
め
に
は
、

ま
と
ま
り
を
持
っ
た
国
家
体
制
を
築
か
れ
る

よ
り
は
、
分
裂
し
て
い
る
方
が
操
作
し
易
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

現
在
の
民
族
問
題
に
は
植
民
地
支
配
を
行
っ

た
国
の
「
政
策
」
が
か
な
り
影
響
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
行
う
こ
と
は
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
支
配
の

傷
跡
は
、
現
在
に
お
い
て
も
民
族
問
題
と
い

う
形
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、

一
見
、
順
調
に
見
え
る
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い

て
も
民
族
問
題
は
解
決
さ
れ
た
問
題
で
は
な

い
。
自
国
の
独
自
性
を
保
つ
た
め
に
ブ
ミ
プ

ト
ラ
ニ
レ
Ｉ
系
優
先
）
政
策
⑤
を
と
っ
て
き

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
成

長
の
な
か
で
マ
レ
ー
系
を
含
む
ブ
ミ
プ
ト
ラ

と
他
の
民
族
と
の
経
済
格
差
は
む
し
ろ
拡
大

民
族
問
題
の
難
し
さ
は
、
そ
れ
が
利
害
関

係
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
に
働
き

か
け
る
点
に
あ
る
。
民
族
に
よ
る
人
間
の
区

別
は
、
自
己
と
他
者
と
を
容
易
に
区
別
し
、

自
己
に
適
用
さ
れ
る
規
範
と
他
者
に
適
用
さ

し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
八
九
年

に
か
け
て
、
中
国
系
、
イ
ン
ド
系
が
五
・
二
％
、

五
・
○
％
の
年
平
均
世
帯
収
入
の
伸
び
を
果

た
し
た
一
方
、
最
も
平
均
所
得
が
低
い
ブ
ミ

プ
ト
ラ
は
三
・
六
％
の
伸
び
し
か
果
た
し
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
⑥
。
こ
の
格
差
の
拡
大
の

な
か
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
少
な
く
と
も
表
面
的
に
で
も
民
族
問
題
を

押
さ
え
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
予
断
を
許
さ

な
い
。

そ
れ
は
、
マ
レ
ー
系
以
外
の
民
族
の
間
に

お
い
て
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
故
郷
と
し
て
認

識
す
る
人
々
が
増
え
て
く
る
に
つ
れ
、
彼
ら

が
民
族
を
区
別
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
現
在
の

政
策
に
対
し
て
深
刻
な
疑
問
の
声
を
発
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

(2)

民
族
問
題
の
知
識

社
会
学
的
側
面

れ
る
規
範
と
を
全
く
異
な
っ
た
も
の
と
し
て

し
ま
う
。
民
族
問
題
は
、
利
害
と
民
族
と
い

う
最
も
感
情
的
に
な
り
や
す
い
問
題
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
、
人
間
が
自
省
的
に
行
動
す

る
こ
と
を
最
も
困
難
に
す
る
問
題
な
の
で
あ

る
。前
述
し
た
よ
う
に
、
民
族
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
一
つ
の
方
法
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

が
少
数
民
族
を
文
化
的
に
吸
収
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
自
己
の
文
化
・
生
活
様
式

・
宗
教
を
捨
て
、
他
の
文
化
に
融
合
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
自
己

を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
の
困
難
さ
の
程
度

も
、
日
本
の
よ
う
に
大
き
な
文
化
圏
の
周
辺

国
と
し
て
文
化
を
吸
収
し
続
け
た
民
族
と
、

中
国
や
イ
ン
ド
の
よ
う
に
自
ら
の
文
化
の
至

高
性
と
普
遍
性
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
民

族
と
で
は
、
大
き
く
違
っ
た
も
の
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
民
族
問
題
の
対
象
と
な
る

の
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
タ
ミ
ー
ル
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
中
国
系
住
人
の
よ
う

に
、
イ
ン
ド
本
土
、
中
国
本
土
と
の
交
流
を

保
ち
、
自
己
の
文
化
を
守
り
続
け
る
民
族
が

”



民族問題の樹造

そ
の
対
象
と
な
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー

シ
ア
の
民
族
問
題
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
よ
り
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
そ

の
地
域
に
お
い
て
、
歴
史
的
に
も
圧
倒
的
な

影
騨
を
与
え
続
け
た
文
化
・
文
明
を
背
景
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

民
族
間
の
融
合
が
起
こ
る
可
能
性
は
非
常
に

少
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
ブ
ミ
プ

ト
ラ
政
策
を
と
り
、
明
示
的
に
マ
レ
ー
系
優

先
を
打
ち
出
し
た
の
も
、
中
国
人
人
口
が
増

加
し
た
場
合
、
民
主
的
な
原
理
で
あ
れ
ば
マ

レ
ー
シ
ア
が
「
中
国
」
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
危
倶
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。人
は
民
族
を
通
し
て
自
己
を
認
識
す
る
。

民
族
問
題
に
は
、
自
己
同
一
性
を
通
し
た
自

己
認
識
と
い
う
、
人
間
の
認
識
構
造
に
ま
で

関
わ
る
根
源
的
な
問
題
が
深
く
関
わ
る
。
し

た
が
っ
て
民
族
問
題
は
自
己
の
感
情
と
深
く

関
わ
り
あ
い
、
非
常
に
強
く
人
々
の
感
情
に

訴
え
か
け
る
。
民
族
問
題
に
一
度
火
が
付
け

ら
れ
る
と
、
激
し
い
抗
争
が
生
じ
、
非
常
に

容
易
に
相
手
を
憎
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
例
え
ば
、
島
国
で
あ
り
な
が
ら
不
殺

生
戒
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
漁
業
と
い
う
も
の

が
発
達
し
な
か
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
徒

に
お
い
て
さ
え
、
民
族
問
題
を
め
ぐ
っ
て
熾

烈
な
殺
教
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
お
い
て
は
、
並
存
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
民
族
の
自
己
同
一
性
を
通
し
た
自
己

認
識
、
生
活
様
式
、
規
範
な
ど
の
「
価
値
」

が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

近
代
が
是
と
し
た
「
平
等
・
公
平
」
の
原
則

を
ふ
り
か
ざ
す
だ
け
で
こ
の
問
題
を
扱
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す

る
。
つ
ま
り
、
誰
に
と
っ
て
の
「
平
等
・
公

平
」
な
の
か
と
い
う
知
識
社
会
学
的
な
問
題

を
再
び
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
民
族
問
題

は
い
わ
ゆ
る
合
理
的
な
取
り
扱
い
だ
け
で
は

収
捨
が
困
難
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
平
等
・
公
平
」
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
民
主
主
義
も
、
そ
れ
を
単

純
に
適
用
す
る
限
り
、
民
族
問
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
数
と
い
う
、
明

示
的
な
基
準
を
教
条
的
に
主
張
す
る
限
り
、

そ
の
尺
度
か
ら
外
さ
れ
た
少
数
意
見
は
そ
の

決
定
に
従
わ
ず
、
そ
の
結
果
、
民
族
問
題
は

む
し
ろ
顕
在
化
す
る
。
つ
ま
り
、
多
数
決
が

合
理
的
な
方
法
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
合

理
的
な
方
法
で
あ
る
だ
け
で
は
、
統
合
の
基

準
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
の
方
法
で
は
異
な
る
民
族
や
文
化
の
持

つ
価
値
観
を
銃
く
る
術
を
持
た
な
い
こ
と
に

な
る
。

ま
た
、
伝
統
的
な
根
拠
で
民
族
を
統
く
よ

う
と
し
て
も
、
あ
る
民
族
の
伝
統
的
権
威
の

根
拠
は
、
別
の
民
族
に
と
っ
て
は
な
ん
ら
根

拠
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

伝
統
的
な
権
威
の
根
拠
も
ま
た
決
定
的
な
有

効
性
を
持
た
ず
、
あ
る
特
定
の
民
族
の
伝
統

的
な
権
威
を
も
っ
て
他
の
民
族
を
も
含
み
こ

ん
だ
国
家
の
権
威
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。こ
れ
は
現
代
社
会
が
国
家
と
い
う
制
度
を

前
提
と
し
て
い
く
上
で
、
統
合
原
理
と
し
て

の
「
権
威
」
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
設
定

す
る
の
か
と
い
う
笑
に
困
難
な
問
題
を
な
げ

か
け
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
社
会
が
、
国
家

と
い
う
枠
組
み
で
動
い
て
い
る
限
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
国
家
と
い
う
枠
を
無
視
し
て
は
す

べ
て
が
成
り
立
た
な
い
。
し
か
し
、
国
家
と

民
族
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
限
り
、
民
族

が
持
っ
て
い
る
文
化
的
価
値
の
葛
藤
は
生
じ

る
。
国
家
と
い
う
枠
の
な
か
で
民
族
紛
争
が

行
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
国
家
は
非
常
に
消
耗
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す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
解
決
の
術
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
単
純
に
、
「
平
等
・
公
平
」
と
い
う
基

準
を
適
用
し
、
そ
の
判
断
が
で
き
な
い
部
分

に
つ
い
て
は
数
の
原
理
で
押
し
切
る
と
い
う

方
法
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
客
観
的

で
最
少
の
基
準
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
明
示

的
に
合
理
的
で
「
平
等
・
公
平
」
な
基
準
を

適
用
す
る
こ
と
。
加
え
て
、
民
族
問
題
の
構

造
を
理
解
し
、
相
互
に
共
通
の
利
益
が
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。
更
に
、
自
己
の
文

化
価
値
を
保
持
し
な
が
ら
も
他
文
化
の
価
値

も
認
め
る
と
い
う
文
化
の
相
対
性
を
理
解
す

る
こ
と
。
こ
の
前
提
の
な
か
で
、
相
互
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
社
会
制
度
を
築
き
あ
げ
て
い

く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

●
註、
三
ヨ
ー
⑩
【
目
・
｛
勺
呂
Ｑ
Ｕ
－
自
己
ロ
賄
四
且

』
【
ヨ
で
一
。
ヨ
の
。
（
色
〔
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
己
回
『
［
の
ロ
【
Ｃ
〔
Ｏ
の
ど
⑪
巨
如

四
二
二
ｍ
〔
四
庁
一
の
丘
、
⑭
』
①
、
、
三
二
］
⑪
犀
、
へ
⑭
①
Ｆ
回
す
○
■
『

可
。
『
、
①
の
色
『
く
の
巨
冒
．
□
の
つ
凹
耳
日
の
ロ
［
○
命
○
国
］
⑫
こ
⑫

煙
ロ
」
の
〔
四
【
一
め
ど
、
少
の
【
一
Ｆ
囚
ロ
【
■
．

②
こ
の
発
展
の
格
差
が
生
じ
た
原
因
と
し

て
中
国
系
住
民
が
果
た
し
た
役
割
を
挙
げ
る

場
合
も
あ
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
民
族

別
の
資
質
の
問
題
は
扱
っ
て
い
な
い
。
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勺
○
つ
ロ
ー
ロ
ロ
○
口
旨
３
日
］
四
［
一
○
口

○
の
ロ
一
の
［
》
ニ
ヨ
ー
⑩
［
ｇ
ｏ
【
｝
』
８
－
ｓ
目
。
二
。
‐

日
の
ご
》
⑫
シ
｛
ご
一
『
⑩
の
【
一
Ｆ
自
云
騨

③
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
タ
ミ
ー
ル
と
シ

ン
ハ
ラ
の
二
、
○
○
○
年
に
わ
た
る
抗
争
は
、

現
代
の
民
族
問
題
か
ら
逆
に
説
明
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
も
い
わ
れ
る
。

側
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
民
族
宗
教
と
呼
ぶ
の
は
適

切
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ヒ
ン
ド
ゥ
教
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
こ
そ
が
ま
さ

に
「
世
界
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑤
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
通
常
マ
レ
ー
系
優

先
政
策
と
訳
さ
れ
る
が
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
は
”
土

地
の
子
“
と
い
う
意
味
で
、
マ
レ
ー
系
で
あ

る
原
マ
レ
ー
（
わ
『
。
Ｓ
，
三
ｍ
一
旦
⑪
）
と
原
マ
レ
ー

の
後
に
来
住
し
た
新
マ
レ
ー
（
□
の
Ｅ
の
『
。
’

ご
巴
こ
い
）
系
に
加
え
、
半
島
マ
レ
ー
シ
ア
の

先
住
民
族
で
あ
る
ネ
グ
リ
ト
（
ｚ
の
砲
『
－
８
の
）
や

セ
ノ
イ
（
の
。
『
５
－
）
を
含
む
。
従
っ
て
、
マ
レ
ー

系
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
中
に
含
ま
れ
る
が
同
義

で
は
な
い
。

⑥
マ
レ
ー
シ
ア
民
族
別
世
帯
平
均
収
入
。

（
下
記
・
表
参
照
）

シ
一
一
『
壺
巨
⑪
負
一
馬
《
・
ニ
ロ
昏
已
Ｑ
ご
『
○
一
四
膀
四
且

□
の
ぐ
の
一
○
℃
日
の
貝
三
巳
昌
⑫
一
陣
葛
．
三
四
一
四
『
の
一
目

の
Ｃ
Ｏ
一
四
一
の
。
］
の
ロ
８
シ
⑩
⑫
Ｃ
Ｄ
Ｅ
［
一
○
二
つ
ロ
ケ
－
－
８
二
．
口
・

綾
部
恒
夫
永
積
昭
編
、
一
九
八
三
、
も
っ

と
知
り
た
い
マ
レ
１
シ
ア
、
弘
文
堂
。

○
の
ロ
ー
『
四
一
ｍ
Ｐ
ロ
【
。
（
の
【
】
Ｆ
四
二
六
口
』
。
②
興
巨
の
『
一

Ｆ
曽
）
六
画
の
Ｃ
Ｑ
Ｃ
同
、
。
。
○
ヨ
】
ｎ
Ｃ
ｐ
Ｂ
］
＠
℃
⑭
ご
）

○
の
貝
【
臣
、
四
二
六
○
｛
の
『
一
Ｆ
■
ロ
云
煙
・

□
の
ロ
四
二
の
貝
。
〔
の
白
［
】
⑫
［
】
。
⑫
》
］
⑪
＠
ｍ
ご
屡
三
筐
画
く
、
一
口

⑫
国
［
一
鷺
－
８
四
口
ロ
二
ｍ
。
。
【
ら
①
』
ご
》
□
の
ｃ
座
『
一
‐

マレーシア民族世帯平均収入 リンギット／月単位：

DepartmentofStatistics，1992,-．より作成。

Ｊ８

民族1984年1987年1989年
平均増加率

1987-1989(％）

全国民世帯平均1,0951,0741,163４．１

ブミプトラ

中国系ｌ

インド系1

852８６５９３１３．６

502１，４３０１，５８２５．２

０９４1.089１．２０１５．０

その他2,4542,8863,446９．３



民族問題の櫛造

日
の
。
一
○
命
の
亘
蔚
（
－
８
三
煙
一
こ
め
国
・

Ｄ
Ｃ
⑫
一
一
ぐ
口
・
○
一
】
四
二
二
国
”
一
、
ゴ
色
『
Ｑ
“
ニ
ニ
ロ
の
⑭
一
一
ぐ
色
。

□
回
望
色
・
」
や
②
Ｐ
員
ロ
ー
こ
◎
四
口
。
『
〕
ご
い
『
一
Ｆ
■
ロ
六
騨

一
①
一
ｍ
‐
』
①
、
函
曽
》
三
四
く
日
ロ
、
’

○
○
『
の
『
コ
ヨ
の
。
（
Ｃ
冷
め
ユ
Ｆ
四
二
六
四
》
］
＠
℃
」
》
一
一
弓
弓
の

○
．
口
⑫
［
一
庁
巨
【
一
○
コ
。
帛
二
】
の
Ｃ
の
ヨ
。
。
「
四
（
一
ｎ
②
Ｃ
Ｑ
画
一
一
切
斤

勾
の
己
巨
ワ
ｌ
－
Ｏ
Ｃ
【
⑭
『
一
ｓ
山
口
穴
煙
ご
》
○
．
ぐ
の
『
二
日
⑦
ロ
（

で
巨
巨
］
ｎ
口
ご
◎
。
、
口
『
①
陞
匡
・

の
こ
こ
回
艮
曰
の
幻
○
コ
四
『
］
》
］
ｇ
〕
》
量
の
「
一
Ｆ
⑧
【
｝
云
い
シ

Ｆ
Ｃ
⑪
〔
幻
の
ご
Ｃ
ｌ
昌
一
。
ご
回
菖
雪
『
。
⑫
【
一
（
こ
〔
の
（
）
｛
司
巨
ロ
ロ
ロ
‐

【
ロ
の
ロ
庁
四
一
の
（
匡
二
届
、
。

〕
○
ず
。
Ｂ
Ｐ
ｍ
・
Ｐ
・
◎
・
》
一
℃
巴
『
宴
、
『
一
Ｐ
目
百
二
｛
山

中
一
郎
他
訳
『
ス
リ
ラ
ン
カ
』
二
宮
書
店
、
一

九
八
七
］
・

楠
本
修
、
一
九
九
二
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
社
会
構

造
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
影
響
、
日
本
大
学

社
会
学
会
。

三
目
巳
⑪
〔
『
『
○
｛
宅
Ｃ
ｌ
－
ｎ
『
で
一
昌
】
ご
曰
、
回
且

』
ロ
〕
ロ
｜
の
ヨ
の
口
已
【
一
○
Ｐ
□
の
己
、
『
〔
ロ
】
の
ロ
【
。
｛
○
Ｑ
】
⑫
口
⑫

陸
ロ
。
、
（
四
ｓ
の
〔
一
Ｃ
⑫
》
』
①
、
ｍ
・
宝
］
ｃ
ｍ
ｍ
へ
、
①
Ｆ
四
一
〕
。
こ
『

可
。
『
ｎ
ｏ
の
こ
『
ぐ
の
べ
》
。
□
⑦
已
匹
『
［
。
］
の
ロ
（
Ｃ
｛
○
の
口
の
ロ
⑩

陸
ロ
・
の
（
口
（
］
の
［
一
Ｃ
い
め
『
－
５
四
口
六
口
．

○
ご
Ｐ
「
○
二
ｍ
Ｃ
ｇ
ｐ
》
」
＠
ｇ
》
員
『
房
三
四
一
ど
，

の
己
ゴ
ロ
ｎ
Ｃ
ｐ
Ｃ
ｐ
〕
一
口
。
｜
〕
四
一
一
の
［
】
、
の
】
ご
【
ゴ
の
］
②
ｃ
Ｃ
⑫
ご
〕
罰

Ｐ
Ｃ
つ
い
『
己
陣
口
勺
巨
巨
－
，
ｍ
（
一
Ｃ
ｐ
ｍ
・

で
①
［
の
「
煙
・
〕
②
ご
口
ご
〔
一
屋
．
』
ｐ
ｍ
ｍ
・
Ｅ
ｚ
①
ミ
ロ
ー
ヨ
の
。
’

陸
Ｃ
ロ
⑫
○
ｍ
ｍ
Ｃ
ｎ
国
一
弓

⑫
戸
『
ロ
ニ
ヘ
ー
の
、
（
一
。
ご
曰
幻
巨
『
四
一
の
『
一
Ｆ
ロ
ロ
丙
包
ご
》
『
し
四
戸
①

津
Ｃ
こ
の
の
言
ぐ
の
⑪
【
【
己
①
ロ
一
Ｆ
（
９
．
の
【
一
Ｆ
■
二
丙
色
・

杉
本
良
男
綱
、
一
九
九
○
、
も
っ
と
知
り
た
い

ス
リ
ラ
ン
カ
、
弘
文
堂
。

ｍ
８
Ｐ
三
○
コ
ね
、
一
再
〕
』
９
国
『
員
句
四
『
己
三
目
眉
の
‐

曰
の
【
〕
［
四
口
ｑ
ｍ
Ｃ
Ｑ
Ｃ
，
ロ
。
。
。
○
ヨ
ー
、
い
の
『
一
の
の
三
○
」
薯

ニ
レ
ロ
ン
］
＄
｝

■●－ｐ－Ｃ－Ｃ－■一・■■－■■⑰,■■■■■｡■■の－■－Ｃ－ｓ－Ｄ－ｐ－Ｄ－Ｄ－０■■Ｃ－Ｕ－ｃ－Ｃ－・－Ｐ－．－■■■・￣■■■⑰￣■￣■￣●￣｡■■ｌｃ－ｃ－ｄ￣■￣■￣■￣●￣●￣Ｐ■■⑪￣P■●■■●■■■￣□￣□￣■￣■￣□￣●￣「￣ﾛ■■●■■●￣ｳ■■■￣■￣■￣Ｐ

日程：1994年９月３日（土）・４日（日）
Ｉ５ａＥ§烹開催地：カイロ・エジプト ｉ§冒目冒臼

会幾場：〆リディアン．ホテル１．．円。鳥！ご●宗。

０口こ●元皀

②吋鱒學瀞讃晶藍胃競自辮嘉|ヨ蕊8
点について､また,CPDで採択される予定の行動計画の｜鰯『輻

．．ご再二目・
実施に当たり､国会識員が果たすべき役割について｜ＣＰＩ ･思扁￣
、開催の前に討議し、｜ＣＰＰ、カイロ宣言を採択する。Ｉ

Ｆ::：主催：エジプト人民殿会（国会） ：８斤
後援：国連人口基金（ＵＮＦＰＡ） ：冒月＞

国際家族計画連盟（，ＰＰＦ）臼：貝§
￣二・－
Ｃ－－戸、＝・

会溌参カロ者：国際人ロ・開発会識参ｶﾛ国の国会議員

人口と開発に関する国内殿員グループのメンバー

種々の協力機関を代表する国会溌員
に会：

オブザーバー：ＵＮＦＰＡ、ＩＰＰＦ他、国連専門機関、国連補助機関、｜加学ｉ
国家間機構、人口・開発分野で活躍するＮＧＯ代表者ｉ筆会こ

改のの
共催組織：AsianForumofParliamentariansonPopulationandi題機論

し関文
Development(AFPPD）た誌は

もに－lnter-AmericanParliamentaryGrouponPopulationandi
の掲九

Development(lAPG）で載九
あさ三

lnternationalMedicalParliamentariansOrganization(lMPO）！るれ年
・た六GlobalCommitteeofParliamentariansonPopulationandl
論月

Development(GOPPD）文（二
を関

ParliamentariansforGlobalAction(PGA）ｔ）東
..－．．－－－．.`－．..........､-....-.-.-.-.-.-.-.-.-.---.-...---.-.-....-.-.-.....,......-.-.......-,--.-.-.-,-.-.-.---.-.-.-.-.--9 と社

J９



【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
３
日
Ⅱ
宮
田
一
雄
】

九
月
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
る
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

地球人ロの推移
■、カ

イ
ロ
宣
言
へ
準
備
会
合
開
幕

飴
柳
蝋
國
一
二
五
億
人
に
膨
張

に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

人ロ対策に必要なコスト

（）の中は先進国負担分

の
岐
終
峨
備
会
合
が
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
後
二
十
年
間
の
人
口
対
策
の
基
本
と

な
る
カ
イ
ロ
宣
言
と
カ
イ
ロ
行
動
計
画

の
岐
終
草
案
を
ま
と
め
る
の
が
三
週
間

ＩＣＰＤ行動計画案推計

に
及
ぶ
会
合
の
目
的
で
、
人

類
が
二
十
一
世
紀
の
人
口
爆

発
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
こ
の
行
動
計
画

の
成
否
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
、
７
・

準
備
会
合
に
は
約
百
四
十

カ
国
の
政
府
代
表
の
ほ
か
、

世
界
各
国
の
六
百
団
体
を
超

え
る
民
間
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表

千
～
千
二
百
人
も
参
加
し
、
独
自
の
会

合
と
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
活
動
を
展
開
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
に
よ
る
と
二
回
の

準
備
会
合
と
各
地
域
ご
と
の
地
域
会
合
、

テ
ー
マ
別
の
専
門
家
会
議
、
一
月
に
東

京
で
開
か
れ
た
撹
人
会
議
な
ど
を
経
て

八
○
罪
余
り
の
カ
イ
ロ
行
動
計
画
案
草

案
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
最
終
準
備

会
合
で
は
草
案
を
も
と
に
先
進
国
・
途

上
国
間
な
ど
の
意
見
の
対
立
点
の
最
終

調
整
が
図
．
わ
れ
る
。
草
案
に
よ
る
と
、

何
も
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
地
球
人
口

は
二
○
五
○
年
に
は
高
位
予
測
の
百
二

十
五
億
人
に
膨
れ
あ
が
る
。
そ
れ
を
防

ぎ
、
人
口
琳
加
を
低
位
予
測
に
近
づ
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
今
後
二
十
年
間
の

対
策
次
第
だ
と
い
う
。

準
備
会
合
の
議
論
の
焦
点
に
な
る
の

は
、
①
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
②
女

性
の
地
位
向
上
③
妊
娠
・
出
産
に
関
す

る
権
利
④
人
口
移
動
⑤
盗
金
負
担
ｌ
な

ど
だ
。
妊
娠
、
出
産
に
関
す
る
女
性
の

選
択
椎
を
保
証
し
、
一
家
族
当
た
り
の
・

子
供
数
を
減
ら
す
こ
と
は
人
口
対
策
の

柱
と
な
る
が
、
約
十
億
人
の
信
者
を
持

つ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総
本
山
ロ
ー
マ
法
王

庁
か
ら
は
家
族
計
画
（
避
妊
）
、
妊
娠
中

絶
政
策
に
対
し
強
い
反
対
が
予
想
さ
れ

手
●
カ
イ
ロ
鬘
一
言
へ
殖
亟
鰯
会
開
幕
…
印

●
発
展
が
米
不
足
も
た
ら
す
…
…
団

●
未
婚
女
性
増
え
て
ま
す
で
：
…
…
副

●
人
エ
中
絶
「
倫
理
の
欠
如
」
…
唾

●
４
人
に
１
人
未
婚
の
母
持
つ
…
龍

●
人
口
増
な
し
色
地
方
活
性
化
…
館

●
４
０
０
万
人
起
す
幼
児
死
亡
…
蝿

●
公
一
書
が
高
度
成
長
で
深
刻
化
…
“

●
世
銀
の
掻
助
拡
大
…
…
…
…
…
龍

●
イ
ン
轍
の
”
悪
習
々
が
『
悲
劇
…
寵

●
完
全
失
業
者
徴
二
○
○
万
人
…
髄
・

●
エ
イ
嵐
で
人
口
減
少
：
…
…
…
・
砿

●
一
一
世
帯
の
子
供
－
．
８
人
割
…
師

●
句
都
心
の
過
疎
羅
輯
心
…
；
…
…
｜
印
Ⅲ

●
蛸
雲
厘
で
死
亡
す
る
女
性
甑
方
…
卵

●
人
口
抑
制
で
高
競
る
女
騨
７
…
・
閖

己
入
管
法
違
反
⑲
７
万
人
突
破
…
顕

●
『
女
性
と
エ
イ
ズ
坐
テ
ー
マ
に
…
開

■
安
性
の
立
場
葎
篭
感
●
緬
静
…
、

、
子
な
上
世
艤
３
割
に
…
…
…
…
打

砂
激
繩
攝
米
の
一
甫
総
論
争
戯
：
季
：
頑

⑪
襲
迩
鴬
リ
高
鰯
蒲
２
倍
膳
…
だ

■
国
連
森
口
灘
琢
霜
寧
…
…
で
》
…
…
殉

Ｃ
堂
性
が
『
一
生
に
産
む
子
供
減
…
泊

口
尋
願
鑓
』
一
に
パ
ヘ
諾
カ
ン
翫
露
露
…
狐

心
Ｎ
Ｇ
風
の
活
躍
一
瀧
目
：
。
…
…
…
浦

紙じ

6０

1975年

1995年

2015年

2050年

40億

57値

(低位推計）（高位推計）

72億7000万７９億2000万

78億１２５１

2000年

2005年

2010年

2015年

132億ﾄﾞル（44億幻

144億γ〃（48億ドル）

161億ｻﾞル（53億嚴峰）

170億ﾄﾞ鍵（57億ﾄﾞﾙ）



にゅうすふぉ－らむ

る
。資
金
負
担
に
つ
い
て
は
、
行
動
計
画

草
案
は
二
○
○
○
年
時
点
で
年
間
百
三

十
二
億
ば
、
二
○
’
五
年
に
は
百
七
十

億
殖
と
の
コ
ス
ト
予
測
を
示
し
、
三
分

の
一
一
は
途
上
国
自
身
の
負
担
、
残
る
三

分
の
一
は
先
進
国
の
援
助
を
求
め
て
い

る
。
先
進
国
、
途
上
国
と
も
人
口
爆
発

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
の
必
要
性
は

認
め
て
い
る
が
、
現
在
の
先
進
国
の
人

口
活
動
関
係
の
援
助
が
十
億
ｊ
余
り
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
厳
し

い
数
字
と
い
え
る
。

国
連
は
十
年
ご
と
に
世
界
的
な
人
口

会
議
を
開
い
て
お
り
、
新
た
に
「
開
発
」

の
文
字
が
加
わ
っ
た
カ
イ
ロ
会
議
（
九

月
五
～
十
三
日
）
に
は
政
府
代
表
約
百

六
十
カ
国
三
千
人
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
約
千
四
百

団
体
八
千
人
、
報
道
関
係
者
二
千
人
が

参
加
す
る
見
通
し
だ
。
同
会
議
の
後
、

国
連
は
九
五
年
に
コ
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の

社
会
開
発
国
際
会
議
（
開
発
サ
ミ
ッ
ト
）
、

北
京
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
二
つ

の
大
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
会
議
を
通
し
、
九
二
年
の
地
球
サ
ミ

ッ
ト
で
鮮
明
に
な
っ
た
持
続
可
能
な
開

発
を
め
ぐ
る
南
の
途
上
国
と
北
の
先
進

国
と
の
対
立
と
協
力
の
問
題
が
、
冷
戦

後
の
時
代
の
大
き
な
課
題
と
し
て
再
び

日
本
で
コ
メ
不
足
騒
ぎ
が
起
き
る
な

か
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
郊
外
の
ロ
ス
・

バ
ニ
オ
ス
に
あ
る
国
際
稲
研
究
所
（
Ｉ

Ｒ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
「
将
来
、
ア
ジ
ア
で
コ
メ

不
足
が
起
き
る
」
と
の
報
告
書
を
ま
と
め

た
。
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
は
か
つ
て
ミ
ラ
ク
ル
ラ

イ
ス
と
呼
ば
れ
る
多
収
樅
品
椰
「
ｌ
Ｒ

８
」
を
開
発
し
た
こ
と
で
有
名
。
ク
ラ

ウ
ス
・
ラ
ン
ベ
所
長
（
侭
）
に
ア
ジ
ア

の
コ
メ
生
藤
の
展
望
を
聞
い
た
。

ｌ
ア
ジ
ア
で
は
将
来
、
コ
メ
が
不

足
す
る
、
と
発
表
し
た
が
。

九
一
年
に
三
十
一
億
人
だ
っ
た
ア
ジ

ア
の
人
口
は
二
○
二
五
年
に
は
四
十
億

人
に
達
す
る
。
毎
年
五
千
百
万
人
、
つ

ま
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
の
三
倍

ず
つ
増
え
て
い
く
勘
定
だ
。
特
に
イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
は
こ
の
ま
ま
の
ペ

ー
ス
で
は
今
後
四
十
年
間
に
倍
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
二
○
二
五
年
の

世
界
の
人
口
を
養
う
た
め
に
は
七
億
六

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
四
・
四
）

そ
う
だ
。

亘
・
・
・
発
展
が
ア
ジ
ア
に
コ
メ
不
足
も
た
ら
す
；

国
際
稲
研
究
所
所
長
ク
ラ
ウ
ス
ヘ
○
ラ
ン
ペ
氏
に
聞
く

千
五
百
万
ノ
の
コ
メ
が
必
要
だ
が
、
こ

れ
は
現
在
の
収
穫
量
の
一
・
七
倍
で
あ

り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
需
要
を
満
た
す

の
は
難
し
い
。

ｌ
人
口
増
に
コ
メ
生
藤
が
追
い
付

か
な
い
理
由
は
。

世
界
の
コ
メ
生
産
の
八
五
％
を
占
め

る
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
の
結
果
、
米
作

に
適
し
た
耕
地
が
次
々
に
住
宅
地
や
工

場
用
地
に
転
用
さ
れ
、
作
付
面
械
が
減

っ
て
い
る
。
灌
概
（
か
ん
が
い
）
農
業
の

結
果
、
土
地
が
や
せ
て
塩
害
も
増
え
、

稲
作
適
地
が
減
少
し
て
い
る
。
現
在
、

稲
作
地
の
七
割
が
多
収
穫
米
を
栽
培
し

て
い
る
が
、
土
地
が
疲
弊
し
、
｜
定
量

の
収
穫
を
維
持
す
る
に
は
ま
す
ま
す
多

く
の
肥
料
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

１
１
品
種
改
良
や
農
業
技
術
の
向
上

に
期
待
で
き
る
か
。

食
料
不
足
の
悲
劇
を
避
け
る
に
は
、

穀
物
生
産
の
た
め
の
耕
作
地
を
倍
に
増

や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
現
在
の
稲
作

【
北
京
４
日
Ⅱ
永
持
裕
紀
】
中
国
政

府
が
一
九
九
○
年
に
実
施
し
た
人
口
調

査
を
基
に
ま
と
め
た
結
果
に
よ
る
と
、

都
市
部
の
三
十
歳
す
ぎ
の
大
学
卒
女
性

の
う
ち
、
二
十
人
に
一
人
は
未
婚
だ
っ

た
。
中
国
で
は
農
村
社
会
の
伝
統
的
な

考
え
方
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
は
特
に
女

性
の
未
婚
者
は
少
な
か
っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
中
国
で
「
大
齢
」

と
呼
ば
れ
る
三
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま

で
の
人
の
う
ち
、
未
婚
者
は
七
百
八
十

技
術
は
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
は
設
立
後
三
十
四
年
を
迎
え

る
が
、
そ
の
間
の
研
究
の
蓄
穣
で
理
想

的
な
稲
作
を
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
ン
ジ

ャ
ブ
、
日
本
な
ど
各
地
の
稲
の
品
種
を

掛
け
合
わ
せ
て
超
多
収
穫
米
を
開
発
し

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
一
鯵

当
た
り
十
三
～
十
五
ト
ン
の
収
穫
が
見
込

め
、
コ
メ
不
足
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

（
マ
ニ
ラ
ー
平
野
窓
一
郎
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
四
・
四
）

霧
女
性
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六
万
人
。
う
ち
女
性
は
約
四
十
五
万
人

で
、
高
学
歴
傾
向
が
見
え
た
た
め
詳
し

く
分
析
し
た
と
い
う
。
「
体
面
」
を
気
に

せ
ず
ひ
と
り
で
生
き
る
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
の
増
加
は
、
都
市
化
現
象
や
考
え

方
の
多
様
化
の
反
映
と
み
ら
れ
て
い
る
。

｜
方
で
七
百
万
人
以
上
い
る
男
性
の

未
婚
者
は
農
村
部
に
多
く
、
ま
た
文
字

の
読
み
書
き
が
満
足
に
で
き
な
い
人
に

目
立
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
四
・
五
）

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
５
日
河
野
俊
史
】

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
る
国
連

の
「
国
際
人
口
開
発
会
議
ニ
ー
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

最
終
準
備
委
員
会
で
五
日
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
総
本
山
、
バ
チ
カ
ン
市
国
（
ロ
ー

マ
法
王
庁
）
の
代
表
団
が
、
人
工
妊
娠
中

絶
の
基
本
的
権
利
を
盛
り
込
ん
だ
「
カ

イ
ロ
宣
言
」
素
案
を
「
倫
理
的
洞
察
力

の
欠
如
」
と
痛
烈
に
非
難
、
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ト
」
（
性
と
生
殖
に
関

す
る
権
利
）
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る

演
説
を
行
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
四
・
七
）

国
人
工
｛
鵜
「
倫
理
突
如
」

Ｉ
バ
チ
カ
ン
が
蔓
批
判

【
ワ
シ
ン
ト
ン
旧
日
Ⅱ
五
十
嵐
浩
司
】

米
国
で
は
三
歳
以
下
の
乳
幼
児
の
四
人

に
一
人
が
「
未
婚
の
母
」
を
持
ち
、
連

邦
政
府
が
定
め
る
「
貧
困
ラ
イ
ピ
以

下
の
家
庭
に
育
っ
て
い
る
ｌ
米
国
の

子
供
が
置
か
れ
た
環
境
の
実
態
を
伝
え

る
こ
ん
な
報
告
が
十
二
日
、
ワ
シ
ン
ト

ン
で
始
ま
っ
た
研
究
会
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
乳
幼
児
死
亡
率
や
栄
養
補
給
率

は
、
先
進
工
業
国
の
中
で
は
最
悪
と
い

う
。
報
告
書
は
こ
の
現
状
を
「
静
か
な

る
危
機
」
と
呼
び
、
家
庭
崩
壊
に
伴
う

子
供
た
ち
へ
の
保
護
の
低
下
が
、
や
が

て
米
国
の
屋
台
骨
を
揺
る
が
し
か
ね
な

い
、
と
警
告
し
て
い
る
。

民
間
団
体
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
本
部
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

が
三
年
が
か
り
で
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
三
歳
以
下
の
乳
幼
児
千
二
百

万
人
の
う
ち
「
未
婚
の
母
」
を
持
つ
の

は
一
九
六
○
年
に
わ
ず
か
二
十
人
に
一

人
だ
っ
た
の
に
、
八
八
年
に
は
四
人
に

一
人
を
超
え
た
。
し
か
も
、
未
成
年
者

の
母
親
が
増
え
て
い
る
。

四
・
８
噂
鰡
藪
蕊
窪

十
年
住
め
ば
牛
十
頭
か
漁
船
一
隻
を

贈
呈
し
ま
す
。
島
根
県
隠
岐
島
の
知
夫

村
が
こ
ん
な
風
変
わ
り
な
定
住
対
策
を

始
め
て
二
年
。
当
初
は
こ
の
事
業
に
協

力
的
だ
っ
た
村
民
の
態
度
が
こ
の
と
こ

ろ
微
妙
に
変
わ
っ
て
き
た
。
村
は
計
画

を
見
直
す
た
め
に
、
九
四
年
度
の
新
規

若
い
母
親
が
一
人
で
子
供
を
抱
え
れ

ば
、
経
済
的
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
り
、
六
割
以
上
が
貧
困
ラ
イ
ン
（
二

人
家
族
で
は
年
約
八
千
七
百
噂
ル
ー
約
九

十
万
円
）
以
下
と
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ

ル
の
五
倍
に
上
っ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
系

や
ア
フ
リ
カ
系
に
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の

家
庭
が
多
く
、
貧
し
い
層
が
子
供
を
多

く
待
ち
、
貧
困
の
度
合
い
を
強
め
て
い

る
傾
向
も
明
ら
か
。

ま
た
、
半
分
以
上
の
母
親
が
出
産
後

一
年
以
内
に
仕
事
に
戻
り
、
こ
の
間
、

】「１霊肌沈・鼈瀧口■一

三
歳
以
下
の
乳
幼
児
五
百
万
人
が
両
親

以
外
の
世
話
を
受
け
る
が
、
そ
の
多
く

が
「
標
準
以
下
一
の
世
話
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
、
と
い
う
。

報
告
書
は
ま
た
、
育
児
に
掛
け
る
手

間
暇
の
不
足
が
、
就
学
後
の
学
力
不
足

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

研
究
会
の
冒
頭
に
あ
い
さ
つ
し
た
ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫
人
は
、

こ
の
報
告
か
ら
医
療
保
険
改
革
の
必
要

性
を
力
説
。
リ
ノ
司
法
長
官
は
犯
罪
対

策
の
立
場
か
ら
十
分
な
世
話
を
受
け
て

い
な
い
子
供
が
非
行
に
走
る
傾
向
を
指

摘
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
二
大
優
先

課
題
に
そ
れ
ぞ
れ
結
び
付
け
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
四
・
一
四
）

募
集
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
村

は
九
三
年
度
ま
で
に
合
わ
せ
て
八
家
族

一
一
一
十
二
人
を
受
け
入
れ
た
。
七
家
族
が

漁
業
、
一
家
族
が
畜
産
に
つ
い
た
。

※
※

※

と
こ
ろ
が
、
漁
業
は
高
齢
化
し
た
地

元
の
漁
師
と
資
源
を
奪
い
合
う
形
と
な

i験鶏｣霊員
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にゆうすふお－らむ

り
、
地
元
と
の
間
に
感
情
の
ず
れ
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
般
近
で
は
、
空

き
家
が
あ
っ
て
も
貸
す
の
を
た
め
ら
う

雰
囲
気
が
出
て
き
た
。
事
業
を
中
断
す

る
形
に
な
っ
た
の
は
、
こ
ん
な
事
情
か

ら
で
あ
る
。

人
口
の
減
少
に
悩
む
自
治
体
は
、
そ

れ
に
何
と
か
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と

あ
の
手
こ
の
手
の
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
転
入
な
ど
を
す

る
人
に
金
品
を
贈
る
方
法
だ
。

こ
う
し
た
制
度
は
九
一
年
度
以
降
急

増
し
て
い
る
。
全
国
の
市
町
村
の
ざ
っ

と
三
分
の
一
を
占
め
る
過
疎
地
域
で
み

る
と
、
結
婚
祝
い
金
や
仲
人
奨
励
金
は

そ
の
三
分
の
一
、
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
や

転
入
者
奨
励
金
は
約
一
割
の
市
町
村
が

給
付
し
て
い
る
。

東
京
都
台
東
区
な
ど
人
口
の
空
洞
化

に
悩
む
大
都
市
の
い
く
つ
か
の
目
論
体

に
も
こ
の
種
の
制
度
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
人
口
を
増
や
し
、
定
住
を

促
す
決
め
手
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
大
都

市
の
自
治
体
は
別
と
し
て
、
金
品
を
給

付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
人
口

が
轍
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

高
度
成
長
時
代
に
日
本
は
地
方
か
ら

都
市
へ
の
人
口
移
動
が
激
し
く
な
り
、

安
定
成
長
に
入
っ
て
か
ら
も
こ
の
基
調

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
地

方
は
人
口
の
還
流
の
た
め
に
様
々
な
対

策
を
考
え
て
、
国
も
そ
れ
を
支
援
し
て

き
た
。
地
域
が
努
力
す
れ
ば
人
が
増
え

る
と
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
信
じ
て
き

た
ｃそ
れ
が
今
で
は
幻
想
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
日
本
の
人
口
墹
加
率
は
八
○
年
以

降
国
勢
調
査
の
た
び
に
落
ち
込
み
、
先

進
国
の
平
均
も
下
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

少
子
社
会
を
反
映
し
て
、
｜
世
帯
当
た

り
の
構
成
員
も
九
○
年
に
は
三
・
○
一

人
に
減
少
し
て
い
る
。

地
方
は
、
こ
れ
か
ら
は
無
理
に
人
口

を
増
や
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
人
口
が
増
え
な
い
こ
と
を
前
提
に

し
て
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

北
海
道
池
田
町
は
、
六
一
年
か
ら
ブ

ド
ウ
を
栽
培
し
て
ワ
イ
ン
を
つ
く
っ
た

り
、
牛
肉
を
生
産
し
た
り
、
様
々
な
地

域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
自
ら

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
は
し
り
の
自

治
体
の
一
つ
で
あ
り
、
各
地
の
手
本
に

な
っ
て
い
る
同
町
で
さ
え
、
人
口
は
減

少
し
て
い
る
。

人
口
増
が
見
込
め
な
い
こ
と
を
前
提

と
し
て
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
交

流
を
活
発
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
、
選
択
市
民
の
よ
う
な
新
し
い
制

度
を
つ
く
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
思

わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
特
定
の
市
町
村
に
関
心
を

持
つ
大
都
市
圏
の
住
民
が
、
そ
の
自
治

体
に
準
市
民
と
し
て
登
録
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
相

手
の
自
治
体
は
、
自
分
の
出
身
地
で
あ

っ
て
も
、
な
く
て
も
よ
い
。

選
択
市
民
は
、
居
住
地
に
納
め
て
い

る
住
民
税
な
ど
地
方
税
の
一
定
割
合
を

自
ら
選
ん
だ
地
方
に
お
さ
め
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
住
民
と
同
じ
よ
う
に
公
共

施
設
な
ど
を
利
用
す
る
資
格
が
得
ら
れ

る
。九
三
年
度
の
税
制
改
正
で
導
入
し
た

住
民
税
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
控
除
制
度

に
こ
う
し
た
考
え
の
芽
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
治

体
な
ど
に
寄
付
を
し
た
場
合
、
｜
定
額

を
超
え
る
分
に
つ
い
て
住
民
税
か
ら
控

除
す
る
制
度
だ
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
控
除
は
地
方
へ
の

寄
付
を
奨
励
す
る
だ
け
な
の
に
対
し
て
、

選
択
市
民
は
税
金
の
一
部
を
負
担
す
る

と
同
時
に
、
地
域
共
同
体
の
再
生
活
動

に
も
参
加
す
る
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
あ
る
。

※
※

※

地
方
制
度
の
あ
り
方
や
、
国
と
地
方

【
ジ
ュ
ネ
１
ブ
加
日
時
事
】
国
連
貿

易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
は
二

十
日
、
開
発
途
上
国
の
中
で
も
特
に
維

済
・
社
会
発
展
が
遅
れ
て
い
る
後
発
途

上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
に
関
す
る
年
次
報
告

を
発
表
し
、
世
界
不
況
や
対
外
憤
務
な

ど
に
よ
り
依
然
と
し
て
多
く
の
国
で
発

展
の
足
ど
り
が
重
い
現
状
を
指
摘
し
た
。

報
告
に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
四
十
七
力

の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
地

方
制
度
調
査
会
な
ど
が
多
く
の
提
案
を

し
て
い
る
。
選
択
市
民
に
つ
い
て
も
一

部
の
研
究
者
な
ど
が
提
唱
し
て
い
る
。

す
で
に
議
論
は
出
つ
く
し
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

地
方
分
権
を
公
約
の
一
つ
に
掲
げ
て

登
場
し
た
細
川
首
相
は
そ
れ
に
つ
い
て

見
る
べ
き
成
采
も
な
く
、
退
陣
を
表
明

し
た
。
新
内
閣
に
は
地
方
制
度
改
革
の

実
行
を
期
待
し
た
い
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
’
七
）

-

400万人超す

幼児死亡

ヨ中E翠軽翠垣夢感罰喧塗篭劃中匡

後発途上国
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高
度
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
で
環

境
汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
の
公

害
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
参
考
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
専
門
家
は
環
境
広
報
、
教
育

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

解
説
部
岡
島
成
行

中
国
の
経
済
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、

一
九
八
○
年
以
降
の
十
数
年
で
鉄
鋼
生

産
は
三
倍
、
セ
メ
ン
ト
は
五
倍
、
発
電

品
は
三
倍
半
、
消
費
額
は
五
、
六
倍
に

増
加
し
た
。

発
電
の
設
備
容
量
は
二
○
○
○
年
に

は
三
億
冷
・
・
四
時
に
達
す
る
よ
う
に
計

画
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
北
方
地
域
の

国
の
一
九
九
三
年
の
経
済
成
長
率
は
、

一
次
産
品
の
価
格
低
迷
や
天
候
不
順
な

ど
の
た
め
二
・
一
％
に
と
ど
ま
っ
た
も

の
の
、
九
一
年
、
九
二
年
の
○
・
五
％
、

○
・
四
％
を
上
回
っ
た
。
今
年
の
成
長

率
は
二
・
八
％
と
見
込
ん
で
い
る
。
し

か
し
九
三
年
の
成
長
率
を
地
域
別
に
み

る
と
、
ア
フ
リ
カ
は
○
・
五
％
で
立
ち

遅
れ
が
目
立
つ
。
ア
フ
リ
カ
で
は
干
ば

つ
な
ど
に
加
え
、
内
戦
な
ど
政
治
的
な

》■■…■彗偲蕊蕊口鱸郷鯲…
火
力
発
電
能
力
は
実
に
現
在
の
三
倍
に

な
る
予
定
だ
。

沿
海
の
都
市
部
で
は
消
費
意
欲
が
高

ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
生
産
が
急
上

昇
し
て
い
る
。
人
口
も
集
中
し
、
大
変

な
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
発
展
こ
そ
か
ゆ
る
ぎ
な
い
真
理
で

あ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
、

指
導
者
層
も
一
般
市
民
も
そ
ろ
っ
て
経

済
発
展
に
没
頭
し
、
「
貧
困
を
脱
し
て
窟

裕
に
至
る
」
の
が
中
国
第
一
の
目
標
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
中
国
で
は
現
在
、
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
し
、
重
化
学
工
業
を
興
す
の

混
乱
も
経
済
成
長
の
大
き
な
阻
害
要
因

に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
国
民
の
教
育
普

及
や
健
康
の
水
準
は
低
く
、
年
間
四
百

万
人
以
上
の
五
歳
以
下
の
幼
児
が
死
亡

し
て
い
る
。
識
字
率
は
七
○
年
の
二
四

％
か
ら
四
四
％
に
上
昇
し
た
。

〈
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
二
ｏ
）

に
力
が
注
が
れ
て
お
り
、
大
規
模
建
設
、

交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
１
、
機
械
と
い
っ
た

産
業
が
伸
び
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
中
国
各

地
で
公
害
被
害
が
深
刻
化
し
始
め
て
い

る
。
昨
年
十
一
月
、
中
国
の
公
害
事
情

を
視
察
し
た
海
外
経
済
協
力
基
金
調
査

団
の
菱
田
一
雄
団
長
は
「
各
地
の
大
気

汚
染
を
調
べ
た
が
、
四
川
省
の
重
慶
が

最
も
ひ
ど
か
っ
た
。
硫
黄
酸
化
物
、
浮

遊
ぱ
い
じ
ん
は
日
本
の
公
害
が
一
番
激

し
か
っ
た
昭
和
四
十
年
代
前
半
の
こ
ろ

の
二
倍
の
汚
染
だ
っ
た
。
人
の
健
康
に

も
被
害
が
出
て
い
る
」
と
心
配
す
る
。

酸
性
雨
の
被
害
も
深
刻
で
、
貴
州
省

の
批
陽
で
は
農
作
物
や
建
物
に
毎
年
十

億
元
（
約
百
二
十
億
円
）
の
被
害
が
出

て
い
た
。
上
海
や
広
州
で
は
上
、
下
水

道
の
汚
染
、
大
気
汚
染
な
ど
の
都
市
公

害
が
発
生
し
て
い
た
。
今
月
中
旬
、
来

日
し
た
新
華
通
信
社
世
界
問
題
セ
ン
タ

ー
の
仲
大
軍
研
究
員
は
－
，
農
村
部
の
環

境
破
壊
も
ひ
ど
い
。
私
の
故
郷
の
山
東

省
で
は
こ
の
十
年
で
農
村
が
大
き
く
変

化
し
た
」
と
証
言
す
る
。
製
紙
工
場
、

レ
ン
ガ
工
場
、
セ
メ
ン
ト
工
場
が
誘
致

さ
れ
、
公
害
対
策
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

の
で
、
い
た
る
所
で
汚
染
が
発
生
し
て

い
る
。
セ
メ
ン
ト
工
場
か
ら
は
粉
塵
（
ふ

ん
じ
ん
）
が
飛
び
散
り
、
住
民
が
抗
議

す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
仲
さ
ん
の
取

材
に
対
し
、
地
方
政
府
の
幹
部
は
「
こ

こ
の
農
民
は
遅
れ
て
い
る
。
工
業
に
対

す
る
認
識
が
た
り
な
い
」
と
言
い
放
っ

た
。し
か
し
、
こ
う
し
た
公
害
と
引
き
換

え
に
山
東
省
の
住
民
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵

庫
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
電
話
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
北
京
の
車
は
八
○

年
代
に
は
約
二
十
万
台
だ
っ
た
が
、
今

は
八
十
万
台
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
は
百
万
台
に
達
す
る
見

込
み
だ
。

指
導
者
層
の
一
部
は
公
害
の
危
機
に

気
が
つ
い
て
い
る
の
だ
が
、
一
般
市
民

は
こ
う
し
た
目
の
前
の
利
益
に
幻
惑
さ

れ
る
の
が
普
通
だ
。
だ
が
、
仲
研
究
員

は
「
鶏
を
殺
し
て
卵
を
得
る
と
い
っ
た

や
り
方
が
は
び
こ
っ
て
い
る
」
と
首
を

か
し
げ
る
。

中
国
の
苦
悩
は
、
基
盤
整
備
型
の
事

業
が
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
中
で
、
周
辺
諸
国
と
の
環
境
協
議
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
日
本

の
公
害
経
験
を
参
考
に
し
た
方
が
良
い

に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
二
の
舞

い
を
避
け
な
が
ら
日
本
と
同
じ
よ
う
な

発
展
を
目
指
す
に
は
資
金
が
余
り
に
も
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こゅうすふお－らむ

不
足
し
て
い
る
。
日
本
は
高
度
成
長
と

激
し
い
公
害
を
経
て
地
球
環
境
へ
の
貢

献
を
考
え
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
だ

が
、
中
国
で
は
そ
う
し
た
要
求
が
一
度

に
発
生
し
て
き
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
よ
う
日

本
か
ら
も
多
大
な
資
金
援
助
、
技
術
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
環
境

問
題
専
門
紙
「
環
境
報
」
の
許
正
隆
副

社
長
は
二
股
市
民
の
意
識
改
革
が
大

事
。
そ
の
た
め
に
は
環
境
教
育
、
特
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
が
大
き
い
。

設
備
投
資
な
ど
の
ハ
ー
ド
な
支
援
も
重

要
だ
が
、
現
在
の
中
国
で
最
も
必
要
な

の
は
環
境
教
育
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の

支
援
だ
」
と
訴
え
る
。

仲
研
究
員
も
「
中
国
の
環
境
汚
染
の

三
割
か
ら
五
割
は
管
理
や
認
識
不
足
か

ら
生
じ
て
い
る
」
と
、
環
境
教
育
の
た

め
の
ビ
デ
オ
を
集
め
て
い
た
。
環
境
破

壊
の
恐
ろ
し
さ
や
そ
の
対
策
の
重
要
性

を
伝
え
る
ビ
デ
オ
を
テ
レ
ビ
で
放
映
し

た
い
と
い
う
。

中
国
の
環
境
悪
化
は
日
本
を
含
め
た

東
ア
ジ
ア
全
体
の
問
題
に
も
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
る
う
え
、
さ
ら
に
『
中
国

で
は
行
政
の
体
制
や
法
律
の
整
備
が
著

し
く
進
歩
し
た
。
途
上
国
と
し
て
は
異

例
の
努
力
を
し
て
い
る
「
’
（
菱
田
団
長
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
酪
日
Ⅱ
篠
原
昇
司
］
世

界
銀
行
と
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

の
合
同
開
発
委
員
会
は
二
十
六
日
、
人

口
問
題
で
の
世
銀
の
援
助
拡
大
な
ど
を

求
め
る
共
同
声
明
を
発
表
し
て
終
了
し

た
。
声
明
で
は
、
人
口
の
墹
加
抑
制
策

を
進
め
る
途
上
国
に
対
し
、
世
銀
が
資

金
や
政
策
立
案
で
援
助
を
拡
大
す
る
よ

う
要
請
。
ま
た
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ

の
資
金
の
流
れ
が
ア
ジ
ア
、
中
南
米
な

ど
成
長
率
の
高
い
国
に
集
中
し
、
そ
の

他
の
地
域
の
低
所
得
国
に
は
資
金
の
流

れ
が
停
滞
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

合
同
開
発
委
は
途
上
国
援
助
に
つ
い

て
世
銀
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
各
総
務
会
に
勧
告

す
る
組
織
で
、
日
本
か
ら
は
大
蔵
省
の

中
平
財
務
宮
ら
が
出
席
し
た
。

今
回
の
合
同
開
発
黍
は
国
連
が
今
年

九
月
に
カ
イ
ロ
で
「
国
際
人
口
・
開
発

と
い
う
だ
け
に
、
日
本
と
し
て
も
で
き

る
だ
け
の
支
援
を
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の
支

援
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
加

え
て
学
校
関
係
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

■、世
銀
の
援
助
拡
大

増
加
抑
制
で
世
銀
・
－
Ｍ
Ｆ
合
同
開
発
一
委

会
議
」
を
開
く
た
め
、
人
口
問
題
に
焦

点
を
当
て
て
議
論
し
た
。
途
上
国
の
人

口
急
増
が
世
界
の
経
済
、
政
治
、
社
会

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
し
て
、
初

等
教
育
の
充
実
や
家
族
計
画
な
ど
に
取

り
組
む
途
上
国
を
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
で
一
致
。
声
明
に
①
先
進

国
の
援
助
予
算
の
う
ち
平
均
一
・
二
五

％
と
な
っ
て
い
る
人
口
問
題
へ
の
援
助

の
比
率
を
今
後
引
き
上
げ
る
②
世
銀
の

資
金
援
助
、
政
策
対
話
を
拡
大
す
る
ｌ

な
ど
の
具
体
策
を
癖
り
込
ん
だ
。

中
平
財
務
官
は
合
同
開
発
委
の
中
で

人
口
問
題
に
対
す
る
日
本
の
援
助
計
画

に
つ
い
て
「
二
○
○
○
年
度
ま
で
の
七

年
間
で
総
額
三
十
億
ド
ル
の
政
府
開
発
援

助
を
実
施
す
る
」
と
発
言
し
た
。

合
同
開
発
姿
は
先
進
国
か
ら
途
上
国

へ
の
資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
も
分
析
、

の
研
修
、
環
境
教
材
の
支
給
と
い
っ
た

よ
う
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
早
急
に
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
読
売
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
二
一
一
一
）

【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
幻
日
小
島
一
夫
】
女

児
の
出
生
か
歓
迎
さ
れ
な
い
イ
ン
ド
の

農
村
で
、
生
後
三
カ
月
の
娘
に
父
親
が

硫
酸
を
飲
ま
せ
て
殺
そ
う
と
す
る
事
件

が
明
る
み
に
出
た
。
巨
額
の
持
参
金
と

い
う
悪
習
と
、
農
村
の
貧
困
と
い
う
イ

ン
ド
年
来
の
病
理
が
引
き
起
こ
し
た
事

件
が
、
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

事
件
は
二
月
二
十
七
日
、
イ
ン
ド
北

部
パ
ン
ジ
ャ
ブ
川
口
バ
ー
ル
の
農
村
で

起
き
た
。
昨
年
十
一
月
に
生
ま
れ
た
ハ

ル
プ
リ
ー
ト
ち
ゃ
ん
を
寝
か
し
つ
け
、

九
三
年
は
先
進
国
の
民
間
企
業
が
ア
ジ

ア
や
中
南
米
へ
の
投
融
資
を
端
や
し
た

た
め
全
体
と
し
て
資
金
の
流
れ
は
拡
大

し
て
い
る
と
評
価
。
し
か
し
、
ア
フ
リ

カ
な
ど
の
低
所
得
国
へ
の
資
金
援
助
は

微
増
に
と
ど
ま
り
、
今
後
の
伸
び
率
も

低
迷
が
続
く
と
懸
念
を
表
明
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
二
七
）

■窯■霊■

インドの､悪習W、

が悲劇

将来の花嫁持参金

苦に、生まれたば

かりの娘を毒殺
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総
務
庁
が
二
十
八
日
発
表
し
た
三
月

の
労
働
力
調
査
結
果
（
速
報
）
に
よ
る

と
、
完
全
失
業
者
数
は
二
百
八
万
人
で

初
め
て
二
百
万
人
台
に
乗
っ
た
。
完
全

失
業
率
（
季
節
調
整
値
）
は
二
・
九
％

と
円
高
不
況
当
時
の
一
九
一
八
七
年
六
月

の
三
・
○
％
以
来
の
高
水
準
だ
っ
た
一
一

月
と
同
率
を
記
録
し
た
。
総
務
庁
は
「
今

回
の
高
失
業
率
は
構
造
不
況
に
原
因
が

母
親
は
野
良
仕
事
に
出
掛
け
た
。
午
後
、

家
に
帰
る
と
夫
と
義
母
が
、
娘
に
異
様

な
に
お
い
の
液
体
を
飲
ま
せ
て
い
た
。

父
親
は
「
せ
き
止
め
の
薬
だ
」
と
い
う

が
、
娘
は
激
し
く
け
い
れ
ん
し
始
め
た
。

母
親
は
娘
を
ひ
っ
た
く
る
よ
う
に
し
て
、

バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
病
院
へ
。
医
師
の
調

べ
で
、
飲
ま
さ
れ
た
薬
は
硫
酸
だ
と
わ

か
っ
た
。
懸
命
な
治
療
に
も
か
か
わ
ら

ず
ハ
ル
プ
リ
ー
ト
ち
ゃ
ん
は
今
も
重
体

だ
。

こ
の
事
件
は
、
女
児
虐
待
事
件
が
多

い
イ
ン
ド
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
で
は
女
性
が
嫁
ぐ
と
き
、
実
家

が
男
性
側
に
年
収
の
二
十
倍
も
の
ダ
ウ

ヨ
・
完
・
全
失
■
Ⅱ
一
業
Ｔ
・
者
口
数

Ｊ
Ｄ
Ｊ
ｎ
・
口
初
■
の
二
．
。
□
・
０
．
．
万
人
工
合

あ
る
。
失
業
率
の
回
復
は
景
気
動
向
よ

り
も
遅
れ
る
た
め
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
」
と
し
て
い
る
。

三
月
の
完
全
失
業
者
は
男
性
百
一
一
十

万
人
、
女
性
は
八
十
八
万
人
。
過
去
最

高
だ
っ
た
百
九
十
四
万
人
（
八
七
年
三

月
、
今
年
二
月
）
を
超
え
た
。
前
年
同

月
比
一
一
三
・
八
％
増
と
な
っ
た
。
労
働

力
人
口
（
六
千
三
百
六
十
五
万
人
）
に

リ
（
持
参
金
）
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
農
村
で
は
子
供
が
学
校
に
行
か

ず
畑
仕
事
を
手
伝
う
の
が
一
般
的
だ
が
、

女
児
は
労
働
力
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
女

児
の
出
産
が
歓
迎
さ
れ
な
い
。

妊
娠
す
る
と
、
超
音
波
胎
児
性
別
診

断
を
し
て
女
児
な
ら
中
絶
。
出
産
後
な

ら
「
間
引
き
」
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
。
イ
ン
ド
で
は
男
性
千
人
に
対

し
て
、
女
性
の
比
率
は
九
百
十
人
二

九
九
一
年
統
計
調
査
）
に
す
ぎ
ず
、
い

び
つ
な
性
別
構
成
が
示
す
社
会
の
病
根

は
深
い
。

〈
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
一
一
八
）

馨働辮査
３月j速｝報

対
す
る
完
全
失
業
者
の
割
合
を
示
す
完

全
失
業
率
は
、
男
性
が
前
月
比
○
・
一

ポ
イ
ン
ト
増
の
二
・
八
％
、
女
性
が
○
・

二
ポ
イ
ン
ト
減
の
三
・
○
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
九
三
年
度
の
完
全
失
業
率
は

前
年
度
比
○
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
の
二
・

六
％
・
労
働
力
人
口
は
前
年
度
比
十
七

万
人
増
の
六
千
四
百
五
十
四
万
人
で
、

完
全
失
業
者
は
前
年
度
比
二
十
九
万
人

増
の
百
七
十
五
万
人
だ
っ
た
。

肌
有
効
求
人
倍
率

前
０
．
川
蘇
上
回
る

労
働
省
は
一
一
十
八
日
、
’
一
一
月
の
有
効

求
人
倍
率
を
発
表
し
た
。
季
節
調
整
値

で
○
・
六
六
倍
と
な
り
、
二
月
の
○
・

六
五
倍
を
○
・
○
｜
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

た
。
有
効
求
人
は
二
月
よ
り
二
・
九
％

増
え
、
有
効
求
職
者
も
○
・
九
％
増
と

な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
一
九
九
三
年
度
平
均
有

効
求
人
倍
率
は
○
・
七
一
倍
と
な
り
、

前
年
度
の
一
・
○
○
倍
を
○
・
二
九
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
た
。
ま
た
年
度
平
均
有

効
求
人
は
、
前
年
度
比
一
七
・
六
％
減
、

有
効
求
職
者
は
一
六
・
六
％
増
と
な
っ

た
。（
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
二
八
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
四
日
Ⅱ
津
川
悟
】
米

商
務
省
は
二
十
九
日
、
「
九
四
年
世
界
人

口
概
観
」
を
発
表
、
エ
イ
ズ
（
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）
に
よ
り
今
後
、
幼

児
の
死
亡
率
が
上
昇
す
る
と
警
告
し
た
。

影
響
の
大
き
い
十
六
カ
国
の
二
○
二
○

年
の
人
口
は
、
エ
イ
ズ
が
な
か
っ
た
と

想
定
し
た
場
合
と
比
べ
一
億
二
千
八
十

万
人
も
少
な
く
な
る
と
い
う
。

概
観
に
よ
る
と
、
エ
イ
ズ
の
影
響
が

大
き
い
の
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
よ
り
南
の

ア
フ
リ
カ
十
三
カ
国
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
ハ

イ
チ
、
タ
イ
を
加
え
た
十
六
カ
国
。
こ

れ
ら
の
国
の
調
査
で
は
異
性
間
の
性
行

為
で
感
染
す
る
例
が
多
く
、
母
親
か
ら

子
供
に
感
染
し
幼
児
死
亡
率
が
上
昇
。

ザ
ン
ビ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
タ
イ
で
は
、

二
○
’
○
年
の
幼
児
死
亡
率
は
エ
イ
ズ

が
な
か
っ
た
場
合
に
比
べ
約
二
倍
に
な

る
と
予
測
し
て
い
る
。
平
均
寿
命
の
低

下
も
予
想
さ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
十
三
力

■囚回■■

エイ■Iズロで■■■

工人口減少

アフリカ･タイなど
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にゆうすふお－らむ

国
の
二
○
’
○
年
の
平
均
寿
命
は
エ
イ

ズ
が
な
け
れ
ば
六
十
歳
前
後
だ
が
、
エ

イ
ズ
の
影
騨
で
十
～
三
十
年
縮
ま
る
恐

れ
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
二
○
’
○
年

の
人
口
増
加
率
は
大
幅
に
鈍
化
す
る
。

例
え
ば
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
エ
イ
ズ
が

な
け
れ
ば
同
年
の
人
口
端
加
率
は
三
・

五
％
と
予
測
さ
れ
る
が
、
エ
イ
ズ
に
よ

り
一
・
七
％
に
な
る
見
込
み
だ
。

■、(％）如
露
如
咀
旧
５

4人世帯 一
世
帯
の
子
供
１
．
８
人
割
る

高
齢
者
世
帯
は
五
一
九
万
で
過
去
最
高

2人世帯

仏雪:l、
～Ｂ～■■■■●￣●'■■PI■■●￣ＢＥ－－■￣●

憶うtiiii総i…～……･…r蔦二
昭和
５０

平成（年）
池Ｚ３４５５５ ６０

一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
な

ど
の
増
加
で
、
昨
年
の
全
国
の
平
均
世

怖
人
貝
は
二
・
九
六
人
と
昭
和
五
十
年

以
来
、
岐
低
を
記
録
。
世
帯
当
た
り
の

子
供
の
数
も
初
め
て
一
・
八
人
を
割
り
、

一
・
七
八
人
に
減
少
し
た
こ
と
が
一
日
、

厚
生
省
が
ま
と
め
た
「
平
成
近
年
国
民

生
活
基
礎
調
在
の
概
況
」
で
わ
か
っ
た
。

高
齢
者
世
帯
（
六
十
五
歳
以
上
の
男

性
、
ま
た
は
六
十
歳
以
上
の
女
性
の
み

で
概
成
。
十
八
歳
未
満
の
未
幡
者
が
加

わ
っ
た
世
帯
も
含
む
）
も
五
百
十
九
万

世
帯
と
過
去
最
高
。
八
世
帯
に
一
世
帯

を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、
五
十
年
（
百

六
十
二
万
世
帯
）
の
約
三
・
二
倍
に
増

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
四
・
三
○
）

国
土
庁
が
一
日
、
発
表
し
た
「
大
都

市
圏
の
人
口
動
向
」
に
よ
る
と
、
首
都

圏
、
近
畿
圏
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
一

段
と
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

東
京
都
や
大
阪
府
の
人
口
が
減
少
す
る

一
方
で
、
埼
玉
や
奈
良
な
ど
近
隣
腺
の

人
口
が
端
え
て
い
る
。
来
京
、
大
阪
の

、
え
て
い
る
。

同
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
の
全
国
の

世
帯
総
数
は
約
四
千
百
八
十
三
万
世
帯

で
、
前
年
（
四
千
百
二
十
一
万
世
帯
）

よ
り
六
十
一
万
世
帯
以
上
増
え
た
。

う
ち
一
人
弊
ら
し
の
世
帯
と
二
人
世

帯
（
夫
婦
の
み
な
ど
）
が
約
三
十
五
万

世
帯
ず
つ
増
え
た
。
そ
の
一
方
で
、
六

人
以
上
の
大
所
帯
は
十
五
万
世
帯
減
り
、

平
均
世
帯
人
貝
は
昭
和
五
十
年
以
来
、

初
め
て
三
人
を
割
っ
た
前
年
（
二
・
九

九
人
）
を
ざ
ら
に
下
回
る
二
・
九
六
人

と
な
っ
た
。

子
供
（
十
八
歳
未
満
の
未
幡
者
）
の

い
る
世
帯
は
千
四
百
六
十
万
世
帯
と
、

前
年
よ
り
四
十
万
世
帯
減
っ
て
全
世
帯

の
三
四
・
九
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
世

■、「
都
心
の
過
疎
」
進
む

ド
ー
ナ
ツ
化
一
段
と
加
速

経
済
的
な
求
心
力
は
依
然
強
い
が
、
昼

間
人
口
と
夜
間
人
口
の
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
わ
け
で
、
今
後
「
都
心
の
過
疎
」

が
一
段
と
深
刻
な
問
題
に
な
り
そ
う
だ
。

九
三
年
十
月
一
日
現
在
の
人
口
を
み

る
と
、
東
京
都
は
千
百
八
十
三
万
人
と

前
年
同
期
比
四
万
四
千
人
減
少
し
、
全

帯
当
た
り
の
平
均
子
供
数
は
一
・
七
八

人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
六
月
一
カ
月
間
の
世
帯

当
た
り
の
平
均
教
育
費
は
五
万
二
千
円

で
、
五
十
三
年
の
調
査
結
果
（
二
万
二

千
円
）
の
倍
以
上
に
な
る
な
ど
、
教
育

費
負
担
の
菰
さ
も
浮
き
彫
り
に
。

大
学
生
と
高
校
生
が
一
人
ず
つ
の
世

帯
で
は
一
カ
月
の
教
育
費
は
十
一
一
万
三

千
円
、
大
学
生
一
人
の
み
の
世
帯
で
も

八
万
八
千
円
に
の
ぼ
っ
た
。

同
月
の
大
学
生
の
子
供
な
ど
へ
の
仕

送
り
額
の
世
帯
平
均
は
、
十
六
万
円
で
、

五
十
三
年
（
七
万
円
｝
の
倍
以
上
と
な

っ
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
五
・
二
）

大都市圏
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
８
日
時
事
】
世
界
銀

行
は
「
母
の
日
」
の
八
日
、
出
産
な
ど

妊
娠
に
関
係
し
た
女
性
死
亡
が
開
発
途

上
国
で
年
間
五
十
万
人
に
も
上
り
、
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
地
域
で
は
増
加
を
続

け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
途
上
国
の
女

性
を
対
象
と
し
た
特
別
援
助
の
璽
要
性

を
強
調
し
た
。

世
銀
に
よ
る
と
、
女
性
が
妊
娠
な
ど

国
で
肢
も
人
口
が
減
っ
た
。
減
少
率
で

み
て
も
東
京
都
は
○
・
三
七
％
減
と
全

国
で
島
根
県
に
次
い
で
二
位
。
大
阪
府

は
八
百
七
十
一
一
万
三
千
人
と
同
一
万
二

千
人
減
で
、
減
少
幅
は
東
京
部
に
次
ぐ
。

一
方
、
東
京
近
隣
県
で
は
埼
玉
、
千

葉
、
神
奈
川
県
が
人
口
増
加
数
の
全
国

上
位
三
県
と
な
り
、
近
畿
で
も
兵
庫
や

奈
良
、
滋
興
以
の
人
口
が
恥
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
の
背
餓

に
あ
る
の
は
、
大
都
市
部
の
地
価
高
騰

に
よ
る
居
住
環
境
の
悪
化
が
あ
る
。
州

産
数
か
ら
死
亡
数
を
引
い
た
人
皿
の
、

然
増
加
数
は
、
東
京
都
（
二
万
五
千
人
）
、

大
阪
府
（
二
万
九
千
人
）
と
も
に
ブ
ラ

亟朏聰即伽脈慨阯耐川はⅦ

ス
に
な
っ
た
が
、
移
転
に
よ
る
社
会
増

加
数
は
東
京
都
が
六
万
九
千
人
、
大
阪

府
が
四
万
千
人
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
減
少

し
た
。

国
土
庁
で
は
く
７
回
の
調
在
結
果
を
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
狐
っ
た
第
四

次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
予
測
し
た
動

き
と
見
て
い
る
が
、
ド
ー
ナ
ツ
化
が
さ

ら
に
進
展
す
る
と
、
大
都
市
部
の
満
力

の
低
下
や
、
人
口
が
期
え
て
い
る
周
辺

自
治
体
の
社
会
基
盤
整
備
の
遅
れ
な
ど

様
々
な
問
題
が
派
生
し
て
き
そ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
四
・
五
・
二
）

に
関
連
し
て
死
亡
す
る
可
能
性
は
、
ア

フ
リ
カ
で
二
十
二
人
に
一
人
、
南
ア
ジ

ア
で
三
十
四
人
に
一
人
と
、
北
欧
の
一

万
人
に
一
人
に
比
べ
て
は
る
か
に
高
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
世
銀
は
、
途
上
国
で
は

女
性
が
極
端
な
貧
困
状
態
に
置
か
れ
る

ケ
ー
ス
や
、
社
会
的
地
位
が
低
い
こ
と

が
多
い
た
め
と
み
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
、
妊
婦
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
充
実
、

人
口
増
加
の
抑
制
に
は
、
出
産
を
担

う
女
性
の
役
削
を
亜
祝
す
べ
き
だ
と
い

う
認
識
が
、
国
連
で
芽
生
え
始
め
た
。

◇

「
国
連
本
部
で
先
月
、
百
七
十
か
国

の
代
表
に
よ
る
会
議
が
開
か
れ
、
二
十

一
世
紀
半
ば
ま
で
に
世
界
の
人
口
を
八

十
億
人
以
下
に
安
定
さ
せ
る
た
め
、
二

十
か
年
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
決
め

た
」

「
会
議
で
は
、
人
口
政
策
で
初
め
て
、

女
性
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

女
性
団
体
は
、
産
児
制
限
計
画
の
枠
を

女
性
の
基
本
的
健
康
管
理
や
教
育
の
改

善
に
ま
で
拡
大
し
、
未
婚
女
性
や
若
い

伝
染
病
の
予
防
な
ど
の
医
療
関
連
の
ほ

か
、
女
性
差
別
の
是
正
、
女
性
の
教
育

改
善
な
ど
社
会
的
改
革
も
必
要
と
い
う
。

世
銀
で
は
一
九
八
七
年
か
ら
、
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
「
国
連
開
発
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
と
と
も
に
、
二
○
○

○
年
ま
で
に
妊
娠
に
関
係
し
た
女
性
の

死
亡
を
半
減
さ
せ
る
特
別
援
助
計
画
を

開
始
し
た
。
こ
れ
に
関
連
す
る
世
銀
ブ

酉人口一齢艸輌酬女性の役割
女
性
が
避
妊
具
を
も
っ
と
容
易
に
入
手

出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
」

｜
出
産
と
い
う
生
物
学
的
役
割
を
授

け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
女
性
は
あ
ま
り

に
長
い
期
間
、
出
生
率
抑
制
の
努
力
に

光
全
参
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
：
呼

門
家
た
ち
は
過
去
三
十
年
間
、
女
性
が

人
口
増
を
和
ら
げ
る
協
力
者
に
な
り
得

る
と
は
考
え
ず
、
人
口
を
爆
発
的
に
墹

加
さ
せ
る
張
本
人
と
み
な
し
て
き
た
』

と
論
じ
る
活
動
家
も
い
る
」

「
国
連
の
会
議
に
参
加
し
た
女
性
団

体
は
、
こ
れ
ま
で
の
偏
狭
な
態
度
や
政

策
を
変
え
る
べ
き
だ
と
明
確
に
主
張
し

た
。
家
族
計
画
が
、
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
は
、
八
七
年
の
年
間
六

件
か
ら
現
在
で
は
五
十
件
以
上
に
噸
加

し
、
医
療
、
人
口
、
食
料
関
連
融
資
は

過
去
六
年
で
五
倍
の
拡
大
を
見
せ
た
。

し
か
し
、
中
南
米
や
ア
ジ
ア
の
一
部
で

は
効
果
が
出
て
い
る
が
、
ア
フ
リ
カ
や

南
ア
ジ
ア
で
は
対
策
が
追
い
つ
か
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
五
・
九
）
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にゆうすふお－らむ

の
一
環
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
代

表
者
に
働
き
か
け
、
熱
心
な
活
動
を
展

開
し
た
」

「
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
が
、
よ
り
多
く

の
人
々
に
行
き
渡
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
、
多
く
の
会
議
参
加
者
が
認
め
た
。

国
連
計
画
の
ほ
と
ん
ど
は
夫
婦
を
対
象

と
し
て
い
る
が
、
世
界
中
の
三
分
の
一

が
母
子
家
庭
だ
。
あ
る
研
究
者
に
よ
る

と
、
す
べ
て
の
地
域
の
出
産
適
齢
期
女

性
が
避
妊
の
た
め
の
広
範
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
れ
ば
、
百
年
後
の
推
計
人
口
は

二
十
億
人
減
に
な
る
一

「
す
べ
て
の
人
が
こ
の
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
歓
迎
し
て
い
る
わ
け
て
は
な

い
。
国
連
の
提
案
が
母
体
保
護
の
た
め

の
中
絶
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ

ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、

『
死
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
計
画
だ
』
と

冷
笑
す
る
「
｜

「
女
性
の
た
め
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
唱
者
た
ち
が
、
こ
の
工
要
な
政
策

論
争
に
勝
っ
た
と
き
、
歴
史
的
罪
業
と

も
い
え
る
自
分
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実

行
に
移
す
努
力
が
、
始
ま
る
こ
と
に
な

る
三
米
「
タ
イ
ム
」
誌
５
月
９
日
号
Ⅲ

特
約
）

（
読
売
新
聞

一
九
九
四
・
五
・
｜
ｏ
）

法
務
省
は
十
五
日
付
で
昨
年
の
上
陸

（
入
国
）
拒
否
者
数
と
入
管
法
違
反
事

件
に
よ
る
強
制
退
去
者
数
を
発
表
し
た
。

上
陸
拒
否
者
は
一
万
八
千
九
百
六
十
人

で
二
年
連
続
の
減
少
、
入
管
法
違
反
で

摘
発
し
た
外
国
人
は
七
万
四
百
四
人
で

初
め
て
七
万
人
を
突
破
、
過
去
最
高
と

な
っ
た
。

同
省
入
国
管
理
局
に
よ
る
と
、
上
陸

拒
否
者
数
は
前
年
に
比
べ
二
六
・
四
％

減
。
一
九
九
○
、
九
一
年
と
急
増
し
た

イ
ラ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
か

ら
の
不
法
就
労
を
目
的
と
し
た
入
国
者

が
、
査
証
免
除
の
一
時
停
止
な
ど
の
措

謎
に
よ
り
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
が
大
き

い
Ｃ国
別
で
は
韓
国
が
三
年
ぶ
り
に
第
一

位
と
な
り
、
三
千
五
十
一
人
で
前
年
比

一
三
・
九
％
の
増
加
。
以
下
、
タ
イ
の

二
千
七
百
三
十
五
人
（
前
年
比
四
七
・

○
％
減
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
二
千
二
百

一

入管法違反、

７万人突破

入国拒否は

２年連続減

厚
生
省
は
二
十
三
日
、
八
月
七
日
か

ら
十
二
日
ま
で
の
六
日
間
、
横
浜
市
で

開
か
れ
る
「
第
十
回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
」

の
基
本
方
針
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を

発
表
し
た
。
ア
ジ
ア
地
域
と
し
て
は
初

め
て
の
開
雌
で
、
会
議
で
は
、
売
春
問

題
や
母
子
感
染
な
ど
「
女
性
と
エ
イ
ズ
」

に
関
す
る
問
題
を
初
め
て
主
要
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
た
ほ
か
、
ア
ジ
ア
で
の
エ

イ
ズ
流
行
と
予
防
対
策
に
関
す
る
発
表

を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
。
エ
イ
ズ
発

見
者
論
争
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
・
パ

ス
ッ
ー
ル
研
究
所
の
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士

と
米
国
立
が
ん
研
究
所
の
ギ
ャ
ロ
博
士

が
同
席
し
た
特
別
講
減
も
行
わ
れ
る
子

七
十
九
人
（
同
○
・
八
％
増
）
の
順
。

ま
た
入
管
法
違
反
に
よ
る
摘
発
は
前

年
に
比
べ
三
・
八
％
の
轍
加
。
タ
イ
人

や
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
よ
る
偽
造
旅
券
使

用
や
就
労
を
目
的
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
漂
着
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

こ
の
う
ち
不
法
就
労
者
は
前
年
比
三
・

五
％
端
の
六
万
四
千
三
百
四
十
一
人
で
、

四
女
催
痒
駁
鮎
駅
暴

定
だ
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
は
①
エ
イ
ズ
問
題

に
関
し
、
肢
も
優
れ
た
研
究
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
約
三
十
人
が
講
演
を
行
う

「
全
体
会
議
」
②
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
医
師
や
感
染
者
な
ど
異
な
る
立
場

の
人
た
ち
が
討
論
す
る
「
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
③
今
後
の
エ

イ
ズ
の
対
策
上
、
重
要
な
テ
ー
マ
を
選

び
特
別
講
演
を
行
う
「
十
周
年
記
念
特

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
④
エ
イ
ズ
研
究
者
ら

が
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
研
究
・
柄
動

成
果
を
発
表
す
る
「
分
科
会
」
Ｉ
の

四
項
目
。

今
回
の
主
要
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
「
女

全
体
の
九
一
・
四
％
を
占
め
た
。
不
法

就
労
者
の
倒
鱗
は
前
年
よ
り
十
四
カ
国

端
え
て
九
十
カ
国
。
ア
ジ
ア
が
全
体
の

九
四
・
六
％
で
、
鏡
も
多
い
の
は
タ
イ

の
一
万
二
千
六
百
菰
十
四
人
（
前
年
比

六
八
・
三
％
端
）
。

（
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・
五
・
’
六
）
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性
と
エ
イ
ズ
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
会

議
だ
け
を
み
て
も
、
米
国
の
研
究
者
が

「
女
性
主
体
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
予
防
」
を
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
エ
イ
ズ
教
育
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
女
性
感
染

者
が
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
の
視
点
か
ら
み

た
性
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
す
る
ほ
か
、

中
南
米
や
ア
フ
リ
カ
で
急
増
中
の
エ
イ

ズ
で
親
を
失
っ
た
「
エ
イ
ズ
孤
児
」
の

問
題
や
、
「
母
子
感
染
」
「
売
春
者
の
た

め
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
多
彩

な
講
演
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
全
体
会
議
で
は
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
エ
イ
ズ
対
策
本
部

の
責
任
者
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー
ソ
ン
氏
ら

約
三
十
人
が
報
告
。
元
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
選
手
マ
ジ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
の

主
治
医
が
長
期
未
発
症
例
を
紹
介
す
る
。

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
母
子
感
染
率
の
低
下
な
ど
で
効

果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｚ
Ｔ
（
ア
ジ

ド
チ
ミ
ジ
こ
の
使
い
方
や
ワ
ク
チ
ン

開
発
を
め
ぐ
る
倫
理
問
題
、
女
性
の
思

者
・
感
染
者
に
対
す
る
猯
療
と
ケ
ア
、

学
校
で
の
エ
イ
ズ
教
育
な
ど
が
テ
ー
マ

と
な
る
。

ま
た
、
分
科
会
で
は
「
基
礎
研
究
」

「
臨
床
・
治
療
」
「
疫
学
・
予
防
」
「
社

会
・
教
育
」
の
四
分
野
に
つ
い
て
口
頭

人
口
抑
制
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

全
世
界
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
食
糊
、

水
な
ど
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
地
球
と
い

う
惑
星
の
存
続
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら

だ
。し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
大
事
な
問
題
な

の
に
宗
教
や
文
化
上
の
理
由
で
、
国
際

的
な
合
意
を
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
も
事
実
だ
。

そ
れ
が
よ
う
や
く
今
年
、
実
態
に
即

し
た
新
た
な
実
行
計
画
が
誕
生
す
る
。

新
た
な
、
と
言
っ
た
の
は
、
産
む
側
の

女
性
の
立
場
を
考
慮
し
た
行
動
要
綱
と

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
発
表
さ
れ
る
予
定
。

こ
れ
ま
で
約
三
千
五
百
件
の
発
表
申
し

込
み
が
寄
せ
ら
れ
、
事
務
局
で
選
考
し

た
結
果
、
口
頭
発
表
が
五
百
九
十
四
テ

ー
マ
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
約
二
千
八
百

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
会
議
期
間
中
や
そ
の

前
後
に
は
、
横
浜
市
な
ど
の
主
催
で
灯

ろ
う
流
し
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ

れ
、
企
業
な
ど
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

』
一
女
■
性
慰
立
．
■
場
口
を
二
者
曰
慮
。

｜
丁
。
Ｊ
霧
『
た
。
健
人
・
・
唇
鈍
が
｛
制
ご
計
一
画

い
う
意
味
で
あ
る
。

「
タ
イ
ム
」
（
五
月
九
日
号
）
は
従
来

の
計
画
は
ズ
バ
リ
「
女
性
不
在
だ
っ
た
」

と
指
摘
す
る
。
第
三
世
界
を
中
心
に
増

加
す
る
人
口
を
減
ら
す
こ
と
だ
け
に
主

眼
を
置
き
、
女
性
を
「
時
限
爆
弾
」
視

し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。

彼
女
た
ち
が
ど
う
い
う
理
由
で
子
供

を
た
く
さ
ん
産
む
の
か
、
ほ
ん
と
う
に

産
み
た
く
て
産
ん
で
い
る
の
か
、
そ
こ

ま
で
考
え
ず
に
や
み
く
も
に
制
限
し
て

も
、
状
況
は
改
善
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

先
日
、
国
連
で
百
七
十
カ
国
の
代
表

組
織
委
員
長
を
務
め
る
塩
川
優
一
順

天
堂
大
名
誉
教
授
は
「
最
近
は
女
性
の

エ
イ
ズ
感
染
者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

『
エ
イ
ズ
と
女
性
』
を
主
要
テ
ー
マ
に

し
た
。
女
性
の
発
表
者
も
増
や
し
た
ほ

か
、
過
去
の
エ
イ
ズ
会
議
と
比
べ
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
言
者
を
多
く
採

用
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
五
・
二
四
）

■■繍一

が
参
加
し
て
、
二
十
一
世
紀
な
か
ば
に

八
十
億
人
前
後
で
安
定
さ
せ
る
計
画
案

が
提
出
さ
れ
た
。
最
終
決
定
は
九
月
、

カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
会
議
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
推
進

に
あ
た
っ
て
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
と
日

本
が
四
十
億
ド
ル
を
拠
出
す
る
と
表
明
し

て
い
る
。

国
連
人
口
基
金
の
サ
テ
、
ク
代
表
は

「
女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
女
性
た

ち
が
す
す
ん
で
参
加
、
実
践
で
き
る
画

期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
胸
を
張
る
。

具
体
的
に
は
、
既
婚
者
ば
か
り
で
な

く
、
独
身
女
性
に
も
避
妊
の
知
識
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
女
性
に

自
分
の
か
ら
だ
や
健
康
は
自
分
で
守
る

こ
と
を
教
え
る
こ
と
だ
と
い
う
。

背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

国
家
が
一
方
的
に
女
性
用
避
妊
具
や
輸

卵
管
結
さ
く
手
術
を
押
し
つ
け
て
も
、

女
性
の
意
識
改
革
に
は
つ
な
が
り
に
く

い
、
と
い
う
反
省
が
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
は
、
全
国
十
カ
所
に
設
け
た

中
絶
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
年
間
十
二
万
人
の

女
性
が
訪
れ
る
そ
う
だ
が
、
希
望
者
に

は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
人
指
導
を
し
て

い
る
。

ま
た
今
回
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は

男
性
に
も
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
た
点

”
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だ
。
男
性
の
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
は
女
性
の

輸
卵
管
結
さ
く
手
術
よ
り
簡
単
で
安
全

で
あ
る
。

女
性
の
一
生
が
子
供
を
産
み
育
て
る

こ
と
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る

厚生省人口問題(i1ilu言’
4０

０
０
０

３
２
１

子
供
な
し
世
帯
率
・
％

7０

た
め
に
も
、
ト
ー
タ
ル
な
健
康
管
理
と

人
道
面
に
配
慮
さ
れ
た
計
画
づ
く
り
は

ぜ
ひ
必
要
だ
ろ
う
。

（
尾
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
五
・
二
四
）

5０

０
０

３

未
婚
率
・
％

７５年８０８５９０９５２００００５１０

<－実績値一＋一一予測値－し

配
偶
関
係
と
家
族
類
型
の
将
来
推
計

九
二
年
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

で
得
ら
れ
た
女
子
の
年
齢
別
初
婚
率
や

第
一
子
出
産
率
な
ど
を
基
に
推
計
し
た
。

今
回
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
を

三
十
四
歳
ま
で
に
し
た
の
は
、
そ
の
世

代
ま
で
は
死
別
、
離
別
の
数
が
少
な
く
、

高
い
精
度
で
配
偶
関
係
な
ど
が
推
計
で

き
る
た
め
。

数
値
。
未
婚
率
（
独
身
率
）
に
つ
い
て

も
三
十
代
前
半
の
女
性
は
二
○
○
○
年

ま
で
に
二
○
％
台
に
急
上
昇
、
男
性
も

一
一
○
○
五
年
に
は
三
七
％
と
二
・
七
人

に
一
人
の
割
合
ま
で
増
え
る
。
同
研
究

所
は
「
予
想
を
上
回
る
数
値
」
と
し
て

い
る
。
結
婚
し
な
い
、
あ
る
い
は
結
婚

し
て
も
子
供
を
産
ま
な
い
夫
婦
が
ま
す

ま
す
増
え
る
の
は
確
実
で
、
抜
本
的
な

少
子
化
対
策
が
急
が
れ
る
。

推
計
に
よ
る
と
、
世
帯
主
が
三
十
代

前
半
の
夫
婦
で
「
子
供
な
し
」
の
家
庭

は
、
二
○
○
○
年
に
は
二
三
％
、
二
○

一
○
年
に
は
二
九
％
と
一
九
九
○
年
の

一
四
％
に
比
べ
倍
噸
す
る
。

二
十
代
後
半
で
子
供
が
い
な
い
夫
婦

も
、
九
○
年
の
約
三
○
％
が
二
○
○
○

年
に
三
八
％
、
二
○
一
○
年
に
約
四
○

％
に
増
え
る
。
こ
う
し
た
〃
子
供
を
つ

／
Ｌ
Ｊ
ｋ
ｊ
ｋ
ｊ
Ｌ
Ｊ
Ｋ
〃
、
ノ
、
／
、
グ
、
〃
、
ノ
、
〃
、
〆
、
〃
Ｌ
ノ
ｈ
Ｊ
ｒ
１
ｆ
Ｊ
Ｉ
ノ
Ｌ
Ｊ
Ｌ
ノ
、
夕
！
〃
、
ｆ
、
／
、
ｆ
、

く
ら
な
い
〃
夫
婦
は
、
七
四
年
前
後
生

ま
れ
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
世
代
が

中
心
だ
。

｜
方
、
未
婚
率
に
つ
い
て
、
二
十
代

後
半
の
女
性
は
九
○
年
の
約
四
○
％
か

ら
二
○
○
○
年
に
は
四
八
％
に
上
昇
、

そ
の
後
二
○
一
○
年
ま
で
同
水
準
で
推

移
す
る
。
三
十
代
前
半
の
女
性
の
場
合

は
、
九
○
年
の
一
四
％
が
二
○
○
○
年

に
約
二
○
％
ま
で
伸
び
、
そ
の
後
は
ほ

ぼ
横
ば
い
。

男
性
の
場
合
、
二
十
代
後
半
の
未
婚

率
は
九
○
年
の
六
五
％
が
二
○
一
○
年

に
六
六
％
と
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
が
、

三
十
代
前
半
の
層
だ
と
九
○
年
の
三
三

％
が
二
○
○
五
年
に
三
七
％
台
ま
で
高

ま
る
。

圃
勵
雛
蹄
悼
螂
Ⅱ

二
○
’
○
年
に
は
子
供
な
し
夫
婦
と

未
婚
率
が
大
き
く
上
昇
す
る
、
と
の
試

算
結
果
に
つ
い
て
、
厚
生
省
人
口
問
題

研
究
所
の
阿
藤
誠
所
長
は
次
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
。

約
二
十
年
前
ま
で
は
、
男
性
が
主
導

権
を
握
る
形
で
お
お
む
ね
三
十
歳
ま
で

に
結
婚
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
は
「
永

久
就
職
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
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の
女
性
の
高
学
歴
化
と
雇
用
市
場
へ
の

進
出
が
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

産
業
が
ソ
フ
ト
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
頭
脳
労
働
の
割
合
が
高
く
な
る
に
つ

れ
、
男
女
の
賃
金
差
も
縮
ま
っ
た
。
そ

の
結
果
、
女
性
が
独
身
で
働
い
て
い
る

間
は
ほ
ぼ
男
女
対
等
に
近
い
形
で
や
っ

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
社
会
全
体
の
意
識
は
そ
れ

ほ
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て

企
業
も
「
女
性
は
結
幡
ま
で
」
、
男
性
側

も
「
子
供
を
産
ん
だ
ら
家
庭
に
戻
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
意
識
が
根
強
い
。

日
本
の
男
性
の
平
均
家
事
時
間
が
十

数
分
な
の
に
対
し
、
欧
米
で
は
一
時
間

以
上
と
、
大
き
く
差
が
あ
る
の
も
そ
の

反
映
だ
。
さ
ら
に
住
宅
難
、
高
い
教
育

澱
な
ど
も
加
わ
り
「
仕
事
し
な
が
ら
結

婚
、
子
供
を
産
み
た
い
」
と
思
う
女
性

に
と
っ
て
、
そ
れ
が
可
能
な
状
況
で
は

な
い
。
従
っ
て
こ
の
状
況
の
ま
ま
な
ら
、

未
婚
や
子
な
し
夫
婦
が
一
層
増
え
る
の

は
当
然
。

し
か
し
、
生
産
年
齢
人
口
（
二
十
’

六
十
四
歳
）
が
二
○
○
○
年
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
女
性
、
高
齢
者
に
頼
る
時
代

が
到
来
す
る
の
も
事
実
。
社
会
全
体
が

ど
う
意
識
変
革
し
て
、
子
供
を
産
ん
で

も
女
性
が
働
け
る
雇
用
政
策
、
税
制
や

三
十
六
件
の
爆
破
、
八
十
一
件
の
放

火
、
一
一
件
の
誘
拐
、
百
三
十
一
件
の
脅

迫
…
…
。
米
国
の
中
絶
医
院
が
過
去
十

七
年
間
に
反
対
派
か
ら
受
け
た
被
害
の

件
数
だ
と
い
う
。
女
性
の
中
絶
の
権
利

を
擁
漣
す
る
グ
ル
ー
プ
が
明
ら
か
に
し

た
。

日
本
で
は
今
ひ
と
つ
ピ
ン
と
こ
な
い

人
工
妊
娠
中
絶
論
争
。
し
か
し
、
米
国

で
は
中
絶
絡
み
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
な

い
日
の
方
が
珍
し
い
。
中
絶
医
院
と
反

対
派
の
対
立
は
昨
年
、
フ
ロ
リ
ダ
州
で

医
師
の
射
殺
事
件
に
ま
で
発
展
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
は
岐
近
、
専
用

の
応
答
電
話
が
設
け
ら
れ
た
。
「
プ
ロ

テ
ス
ト
（
抗
議
）
の
権
利
は
理
解
し
ま

す
。
で
も
、
電
話
攻
勢
は
日
々
の
業
務

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
」
。
こ
ん
な
テ
１

プ
の
コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て
く
る
。
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
は
五
月
二
十
六
日
、
中

絶
医
院
に
対
す
る
妨
害
行
動
を
厳
し
く

規
制
す
る
法
案
に
署
名
し
た
が
、
新
法

年
金
面
な
ど
で
の
優
遇
策
な
ど
を
打
ち
日
本
経
済
新
聞

出
せ
る
か
、
が
か
ぎ
だ
。

’
九
九
四
・
六
・
六
）

四
｛
■
激
化
の
一
途
、
米
の
中
絶
》
論
争

反
曰
対
派
の
抵
抗
べ
脅
迫
ま
で

に
反
発
す
る
中
絶
反
対
派
が
マ
ク
ラ
ー

テ
ィ
首
席
補
佐
官
ら
の
電
話
に
組
織
的

な
「
抗
議
コ
ー
ル
｜
を
展
開
。
音
を
上

げ
た
ス
タ
ッ
フ
が
導
入
し
た
も
の
だ
。

レ
ー
ガ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
時
代
の
政
策

を
一
八
○
度
転
換
さ
せ
た
ク
リ
ン
ト
ン

政
権
の
中
絶
容
認
政
策
は
、
そ
ん
な
論

争
を
一
段
と
激
化
さ
せ
た
。
｜
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ツ
ー
（
性
と
生
殖
に

関
す
る
権
利
）
を
め
ぐ
る
カ
イ
ロ
の
国

連
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
に
向
け
て
、

女
性
問
題
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の

動
き
も
活
発
だ
。

こ
ん
な
中
で
五
月
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス

介
護
が
必
要
な
寝
た
き
り
の
高
齢
者

は
二
○
一
○
年
に
は
九
○
年
の
二
倍
強

の
二
百
一
一
一
十
六
万
人
に
達
す
る
１
１
。

■■記
2010年試算

寝
た
き
り
高
齢
者
、
２
倍
の
剛
万
人

介
護
労
働
力
の
不
足
深
刻
化

ザ
■

製
の
中
絶
ビ
ル
「
Ｒ
Ｕ
「
－
４
８
６
」
０
刀

米
国
で
新
た
な
火
種
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
メ
ー
カ
ー
が
米
国
で
の
特

許
権
を
非
営
利
団
体
「
ポ
ビ
ュ
レ
ー
，
シ

ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
（
本
部
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
に
無
償
で
譲
渡
、
販
売
承
認

に
向
け
た
臨
床
試
験
が
始
ま
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。
こ
れ
を
仲
介
し
た
の
が

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
。
シ
ャ
レ
ー
ラ
厚
生

長
官
は
「
米
国
の
女
性
が
手
術
な
し
の

巾
‐
絶
の
機
会
を
得
る
た
め
の
重
要
な
一

歩
だ
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

欧
州
で
は
約
十
五
万
人
の
女
性
に
使

わ
れ
て
い
る
「
Ｒ
Ｕ
ｌ
４
８
６
」
だ
が
、

米
国
で
は
激
し
い
中
絶
論
争
に
阻
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
承
認
申
諭
す
ら
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
政
権
交
代
は
大
き
な
変
化
を
生

ん
だ
。
中
絶
反
対
派
が
激
し
く
抵
抗
し

て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
ワ
シ
ン
ト
ン
・
河
野
俊
史
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
六
・
六
）

通
産
・
厚
生
両
省
認
可
の
技
術
研
究
組

合
・
医
療
福
祉
機
器
研
究
所
は
九
日
ま

で
に
、
こ
ん
な
試
算
結
果
を
ま
と
め
た
。
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女
性
の
社
会
進
出
や
核
家
族
化
の
進
行
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
で
、
家
庭

の
主
婦
な
ど
を
中
心
と
す
る
介
護
労
働

力
は
、
寝
た
き
り
高
齢
者
の
急
増
の
ぺ

Ｉ
ス
に
追
い
付
か
ず
、
深
刻
な
労
働
力

不
足
に
陥
る
と
見
ら
れ
る
。
同
組
合
で

は
高
齢
者
の
自
立
や
介
護
を
支
援
す
る

福
祉
機
器
を
開
発
・
普
及
す
る
た
め
、

具
体
的
な
シ
ナ
リ
オ
作
り
が
必
要
だ
と

指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
推
計
は
、
同
組
合
が
ま
と
め
た

「
福
祉
機
器
ニ
ー
ズ
．
シ
１
ズ
適
合
調

査
研
究
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

日
本
の
将
来
推
計
人
口
や
寝
た
き
り
者

の
出
現
率
推
計
な
ど
を
も
と
に
算
定
し

た
も
の
で
、
二
○
一
○
年
時
点
の
六
十

五
歳
以
下
の
寝
た
き
り
高
齢
者
は
在
宅

で
百
七
十
万
人
、
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院

な
ど
の
施
設
で
六
十
六
万
人
の
合
計
二

百
三
十
六
万
人
に
な
る
と
推
計
。
こ
れ

は
九
○
年
時
点
よ
り
百
三
十
一
万
人
も

多
く
、
二
十
年
間
で
二
倍
以
上
に
急
増

す
る
計
算
に
な
る
。
高
齢
者
全
体
に
占

め
る
比
率
で
も
九
○
年
の
七
・
○
％
か

ら
八
・
五
％
へ
と
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
も

上
昇
す
る
と
い
う
。

痴
ほ
う
性
老
人
の
将
来
推
計
も
実
施

し
て
お
り
、
九
○
年
の
百
一
万
人
（
対

高
齢
者
人
口
比
六
・
八
％
）
か
ら
二
百

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
川
日
伊
藤
芳
明
】
人

口
問
題
解
決
に
寄
与
し
た
エ
ジ
プ
ト
の

ム
バ
ラ
ク
大
統
領
と
ト
ル
コ
家
族
計
画

基
金
に
対
し
十
四
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の

国
連
欧
州
本
部
で
ガ
リ
事
務
総
長
か
ら

国
連
人
口
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

二
十
八
万
人
（
八
・
三
％
）
に
増
加
す

る
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
同
組
合

は
福
祉
機
器
の
開
発
に
つ
い
て
「
こ
れ

ま
で
は
む
や
み
に
ハ
イ
テ
ク
を
振
り
回

す
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
多
く
の
機
器

は
既
存
技
術
を
適
切
に
応
用
す
れ
ば
解

決
す
る
」
と
し
て
、
今
後
は
「
無
用
な

高
度
化
を
図
る
こ
と
は
せ
ず
、
高
齢
化

の
ピ
ー
ク
を
乗
り
切
る
た
め
の
基
本
的

な
技
術
、
カ
ギ
と
な
る
技
術
の
開
発
に

全
力
を
集
中
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
四
・
六
・
九
）

■■函＿

国連人口賞受賞

エジプト大統領と

ﾄﾙｺ家族計画基金

二
○
｜
一
年
以
降
、
合
計
特
殊
出
生

率
（
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
供
の

数
）
は
一
・
三
○
で
推
移
し
、
厚
生
省

の
推
計
よ
り
も
○
・
五
低
く
な
る
１
．

半
官
半
民
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
総
合
研

究
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
が
ま
と
め

た
「
わ
が
国
の
出
生
率
の
変
動
要
因
と

そ
の
将
来
動
向
に
関
す
る
研
究
」
で
、

こ
ん
な
結
果
が
出
た
。
職
業
を
も
つ
女

性
の
墹
加
や
晩
蛎
化
が
主
な
原
因
。
従

来
の
予
測
を
超
え
る
出
生
率
の
低
下
は
、

日
本
社
会
の
高
齢
者
比
率
を
現
在
の
予

測
値
以
上
に
押
し
上
げ
る
こ
と
も
意
味

す
る
。こ
の
研
究
は
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
が
住
友
生
命

総
合
研
究
所
に
委
託
し
た
も
の
で
、
二

○
二
五
年
ま
で
の
出
生
率
の
変
化
を
予

測
し
た
。

ム
バ
ラ
ク
大
統
領
は
国
家
人
口
評
議

会
や
人
口
・
家
族
問
題
省
を
設
立
し
て

エ
ジ
プ
ト
の
人
口
爆
発
に
対
処
、
今
年

九
月
に
は
「
世
界
人
口
会
議
」
を
カ
イ

ロ
で
主
催
す
る
な
ど
積
極
的
な
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
ト
ル
コ
家

』
女
性
が
』
生
に
産
む
子
供
の
数
卍

□
一
・
一
一
一
○
軽
予
想
超
す
低
下

そ
れ
に
よ
る
と
合
計
特
殊
出
生
率
は

九
二
年
の
一
・
五
○
か
ら
九
三
年
に
一
・

四
八
、
九
四
年
に
一
・
四
五
へ
と
徐
々

に
低
下
し
、
一
一
○
一
｜
年
に
は
一
・
三

○
に
ま
で
藩
ち
、
そ
の
後
は
横
ば
い
で

推
移
す
る
。

厚
生
省
が
九
○
年
の
人
口
動
態
統
計

に
雑
づ
き
九
二
年
に
試
算
し
た
将
来
推

計
値
で
は
、
九
四
年
に
一
・
四
九
ま
で

下
が
る
が
、
九
五
年
か
ら
は
堀
加
に
転

じ
、
二
○
二
一
年
に
一
・
八
○
に
達
し

た
後
は
横
ば
い
に
な
る
と
し
て
い
る
。

人
口
が
蝋
え
も
せ
ず
減
り
も
し
な
い

合
計
特
殊
出
生
率
の
水
準
は
、
二
・
一

で
、
ど
ち
ら
の
予
測
に
よ
っ
て
も
日
本

の
人
口
は
将
来
は
減
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
そ
の
差
は
大
き
く
、
二
○
二
五

年
の
人
口
は
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
よ
れ
ば
一
億

族
計
画
基
金
は
一
九
八
五
年
の
設
立
以

米
、
人
口
問
題
に
関
す
る
教
育
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
継
続
す
る
な
ど
の
貢
献
が
評

価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

（
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・
六
・
’
五
）

グ､ハハハハグＶﾐハハゲミ
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千
五
百
七
十
五
万
人
、
厚
生
省
に
よ
れ

ば
一
億
二
千
五
百
八
十
万
人
と
な
る
。

厚
生
省
は
九
五
年
か
ら
増
加
に
転
じ

る
理
由
と
し
て
第
一
に
、
晩
幡
化
に
歯

止
め
が
か
か
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
晩
婚

化
で
一
時
的
に
出
生
率
は
下
が
る
が
、

い
ず
れ
晩
婚
化
に
歯
止
め
が
か
か
り
、

遅
く
結
婚
し
た
女
性
た
ち
が
子
供
を
産

む
た
め
出
生
率
は
回
復
す
る
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
だ
．

第
二
の
理
由
は
、
平
均
出
生
児
数
（
結

婚
し
た
夫
婦
が
つ
く
る
子
供
の
平
均
数
）

に
変
化
が
な
い
こ
と
。
こ
こ
二
十
年
来
、

平
均
出
生
児
数
が
二
・
二
人
前
後
で
推

移
し
て
お
り
、
今
後
も
夫
婦
は
二
人
強

の
子
供
を
産
む
と
推
測
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
調
査
は
、
こ
う
し
た
見

方
を
否
定
。
晩
婚
化
に
伴
っ
て
出
産
年

齢
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
体
力
的
、
精

神
的
な
限
界
か
ら
平
均
出
生
児
数
は
減

り
、
将
来
は
二
人
以
下
に
な
る
と
予
測

し
、
晩
婚
化
が
止
ま
っ
て
も
出
生
率
は

回
復
し
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
さ

ら
に
、
出
産
や
育
児
の
時
期
に
あ
た
る

一
一
一
十
～
三
十
四
歳
層
の
職
を
持
つ
女
性

の
率
が
、
九
○
年
の
四
九
・
七
％
か
ら
、

二
○
二
五
年
に
は
米
国
並
み
の
六
六
・

六
％
に
跳
ね
上
が
る
と
予
想
。
こ
う
し

た
女
性
の
就
業
増
加
が
子
供
の
出
産
に

世
界
の
人
口
急
増
と
そ
れ
に
伴
う
問

題
を
協
議
す
る
た
め
、
九
月
に
エ
ジ
プ

ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
国
連
の
「
国

際
人
口
開
発
会
議
二
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
に
早

く
も
暗
雲
が
た
れ
こ
め
て
い
る
。

こ
の
四
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か

れ
た
同
会
議
の
最
終
準
備
会
議
で
の
こ

と
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
王
の
命
を
受
け

た
バ
チ
カ
ン
代
表
団
が
「
カ
イ
ロ
宣
言

と
行
動
計
画
の
草
案
」
の
う
ち
、
女
性

の
権
利
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ

る
妊
娠
中
絶
や
、
関
連
す
る
用
語
を
用

い
る
こ
と
に
、
す
べ
て
反
対
し
、
つ
い

に
結
論
を
本
会
議
に
持
ち
越
し
て
し
ま

っ
た
。

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
二
年
前

マ
イ
ナ
ス
に
働
く
と
み
て
い
る
。

一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の

比
率
を
み
る
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
予
測
は

出
生
数
の
減
少
が
著
し
い
分
だ
け
上
昇

幅
が
大
き
く
、
二
○
二
五
年
に
は
一
一
一
七
・

二
％
に
達
す
る
。
こ
れ
は
厚
生
省
の
推

計
値
で
あ
る
二
五
・
八
％
を
一
・
四
ポ

イ
ン
ト
上
回
る
。

皿「叩臘陥十財肝・肋似峨臘
に
開
か
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
「
国

連
地
球
環
境
会
議
二
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）

で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
も
地
球
環
境
問

題
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ

る
人
口
問
題
が
実
質
討
議
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
バ
チ
カ
ン
代
表

団
が
家
族
計
画
推
進
の
方
針
に
猛
然
と

反
対
、
自
然
法
以
外
の
避
妊
法
を
認
め

て
い
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
人
口
・
家

族
計
画
に
関
す
る
表
現
の
い
っ
さ
い
の

骨
抜
き
を
図
り
、
家
族
計
画
推
進
を
カ

イ
ロ
会
議
の
布
石
に
し
よ
う
と
し
た
、

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
〃
計

算
〃
は
み
ご
と
に
外
れ
た
。

四
月
の
準
備
会
議
で
も
妊
娠
、
出
産

た
だ
労
働
省
が
先
日
発
表
し
た
中
期

雇
用
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
将
来
、
労
働
力
が

供
給
過
剰
に
な
る
と
の
懸
念
も
指
摘
さ

れ
、
轍
を
持
つ
女
性
が
現
椛
の
予
測
通

り
に
増
加
す
る
か
ど
う
か
、
不
透
明
な

部
分
も
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
四
・
六
・
一
六
）

ニューヨーク

（ICPD）

に
関
し
て
女
性
が
自
ら
決
定
す
る
権
利

の
保
障
を
、
人
口
対
策
の
大
き
な
柱
の

一
つ
に
据
え
て
い
た
。
と
く
に
国
際
家

族
計
画
連
盟
（
ロ
ン
ド
ン
）
が
会
議
に

さ
き
が
け
「
世
界
中
で
毎
年
、
十
五
歳

か
ら
十
九
歳
ま
で
の
少
女
二
千
万
人
が

妊
娠
し
、
う
ち
五
百
万
人
が
妊
娠
中
絶

を
経
験
し
て
い
る
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
報
告
識
を
発
表
。
各
国
政
府
に

十
代
を
対
象
に
し
た
性
と
妊
娠
に
関
す

る
保
健
対
策
と
家
族
計
画
（
避
妊
）
を

訴
え
た
。

途
上
国
の
人
口
抑
制
策
は
、
女
性
が

望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぎ
、
子
供
数
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
手
段
だ
と

し
て
、
認
め
て
い
く
方
向
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
バ
チ

カ
ン
が
危
機
感
を
強
め
る
の
か
。
一
つ

に
は
、
十
年
前
の
国
際
人
口
会
議
（
メ

キ
シ
コ
）
で
、
米
国
が
レ
ー
ガ
ン
政
権

の
も
と
で
中
絶
反
対
を
打
ち
出
し
た
が
、

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
な
っ
て
方
針
を
一

八
○
度
転
換
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
と
も
、

大
い
に
関
係
あ
り
そ
う
だ
。

「
人
間
が
人
口
抑
制
に
務
め
な
け
れ

ば
、
自
然
が
〃
股
も
過
酷
な
方
法
〃
で

そ
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
名
言
が
あ
る
。
”
最
も
過
酷
な
方

法
〃
が
食
柵
難
に
よ
る
餓
死
や
栄
養
失

7イ



にゅうすふぉ－らむ

九
月
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
国
連

の
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
は
、
民
間

団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｉ
非
政
府
組
織
）
の
活

躍
が
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。
四
月
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
競
終
準
備
委
員
会
で
は
、

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
地
球
環
境
と
人
口
対
策

の
表
袈
一
体
の
関
係
を
主
張
、
カ
イ
ロ

会
議
で
採
択
さ
れ
る
「
カ
イ
ロ
宣
言
」

案
に
「
大
量
消
費
削
減
へ
の
配
慮
一
な

ど
が
新
た
に
艦
り
込
ま
れ
た
。

準
備
委
員
会
に
は
、
世
界
か
ら
約
五

百
団
体
、
千
二
百
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加

し
た
。
「
女
性
」
「
環
境
」
「
地
域
」
の
三

分
科
会
で
、
事
務
局
が
用
意
し
た
カ
イ

ロ
宣
言
案
の
チ
マ
ー
ッ
ク
、
表
現
の
修
正

を
求
め
て
、
連
日
各
国
政
府
代
表
団
へ

調
や
疾
病
に
よ
る
大
量
死
を
意
味
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
バ
チ
カ
ン
攻

勢
で
、
九
月
の
カ
イ
ロ
は
文
字
通
り
熱

く
な
り
そ
う
だ
。

（
石
橋
武
之
）

（
毎
日
新
聞

一
九
九
四
・
六
・
二
○
）

￣

ＮＧＯの

活躍注目

政府間交渉

の潤滑油に

働
き
掛
け
た
。
こ
の
結
果
、
環
境
と
人

口
に
つ
い
て
記
述
し
た
第
三
章
に
、
環

境
保
全
と
人
口
対
策
を
組
み
合
わ
せ
従

来
の
大
量
生
産
・
消
費
の
パ
タ
ー
ン
を

排
除
す
る
▽
国
連
環
境
開
発
会
議
（
地

球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
採
択
さ
れ
た
「
ア
ジ

ェ
ン
ダ
皿
」
に
基
づ
き
人
口
対
策
を
踏

ま
え
た
持
続
可
能
な
資
源
管
理
を
図
る

ｌ
な
ど
が
加
筆
さ
れ
た
．

米
国
に
約
五
百
万
人
の
会
員
を
持
つ

全
米
野
生
生
物
連
盟
（
Ｎ
Ｗ
Ｆ
）
の
日

本
人
ス
タ
ッ
フ
、
斎
藤
友
世
さ
ん
は
「
全

体
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
主
張
が
反
映
さ
れ

た
の
で
は
一
と
話
す
。

こ
の
時
の
政
府
代
表
団
の
一
人
、
外

務
省
地
球
規
模
問
題
課
の
大
塚
雅
也
事

務
官
は
「
専
門
的
知
識
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方

が
勝
っ
て
い
る
面
も
あ
り
、
意
見
を
参

考
に
先
進
国
の
大
鼠
梢
哲
パ
タ
ー
ン
の

見
直
し
な
ど
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
る
。
政
府
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

敬
遠
し
が
ち
だ
っ
た
が
、
対
応
に
変
化

が
出
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
国
際
政
治
の

枠
に
と
ら
わ
れ
が
ち
な
政
府
間
交
渉
の

”
潤
滑
油
〃
と
し
て
の
役
割
を
被
極
的

に
評
価
し
よ
う
と
い
う
地
球
サ
ミ
ッ
ト

以
来
の
国
際
的
な
潮
流
が
あ
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
四
・
六
・
二
一
）

Ｃ▲▼▲０△▼▲ＶＡＶＡＩＤ）▲▽八Ｇ口０７｜凸▼０ｄＢ▽０Ａ■▼０７６▼▲▼Ｌ７０Ａ９マ▲Ｏｌｄ▼６▼ｐＧＰＯｙ］Ｇ▼▲ＵｄＵｐ０▲７６▽二凸▼▲０２１：Ｏｄ９ｆ０且■。Ｏ▲Ｕ▲▽６７▲ＶＡｇＺＶ０▼ｊ０△▽▲Ｕ▲▼▲０▲▽▲ＤｄＤ００ｒ］い▼ＡＴ凸▼０７］■■０▲▼▲９，０｜▲０▲▼▲▼

一
」
【
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
八
賛
助
・
会
員
１
．
卜
・

一
－
Ｆ
瑁
・旧
十
く
～
、
圧
、
ご
入
１
会
の
、
お
「
願
い
く
く
～
、
ｌ
ｈ
：

一人口問題は、一一十一世紀の人類生存を左右する地球上の肢も重要な課題となって
一
い
ま
す
。
一
九
九
三
年
の
世
界
人
回
は
、
五
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六
○
憶
人
を
超
え
る
と
椎
汁

｝
さ
れ
て
お
り
ま
す
冨
ア
ジ
ア
の
人
川
は
こ
の
急
漸
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
縫
済
問
題
に
深
刻
な
影
騨
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一
世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
鮒
生
存
の
カ
キ
を
掘
っ
て
い
る
’

一
と
い
っ
て
も
過
葡
で
は
あ
り
ま
せ
ん
⑩

一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
墹
加
し
か
大
き
な
根
本
原
因
を

一
の
で
す
。
人
口
墹
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
腱
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
を

一
と
は
脈
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
筑
汚
染
や
水
髄
泌
鋤
な
ど
多
く
の

一
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
鰯
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
描
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

｝
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
墹
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

一
本
な
ど
の
よ
う
に
．
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
姻
が
ふ
え
て
い
る
地
域
．
一
一
の
二

一
と
か
ら
た
ら
●
す
商
船
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
縞
祉
沁
皿
の
琳
大
な
ど
、
｜
さ
ま
ざ
ま
な
姐
大
な

一
社
会
・
縫
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

｛
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
ｕ
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
八
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
｝
は
、
府
乢
没
び
国
際
機
側
の
協
力
を
榔
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

一
解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
何
竿
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

－
噸
い
い
た
し
ま
す
。

会J-i⑨鳴蕊

憲司J凸凹Ⅱ

琵湧Ｉ

鷲』`霊臘

騨蝿｢･’2

万Ｐ回2Ｍ

伊ＺＭ回I【UＨ周咀産

Ｏ
Ｃ－Ｃ－－－一つ一つ－つ－－－つ－－－－－つ－－－－つ－つ－つ－．－－ニーーーーラー＝二言＝＝二ニーーニーーーニーーニニニニーニニーム
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２．東南アジア諸国等人口・開発些礎調従報告書

一インドpil-

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-India-

昭和58年度

1．中華人氏共和l主|人口家族iii画蕊礎鯛在報告illF

BasjcSurveyonPopulationandFamilyPlanning

inthePeopleOsRepublicofChina（英ＩＮＩ版）

生育率和生活水平矢系中日合作i｣W森研究１日告朽

（中IX1iill版）

３．中華人民共和国人口,家族i11.画第二次鵬礎調従報告杏

BasicSurvey(11）onPopulationand随milyPlanning

inthePeopIe，ｓＲｅｐｕｂ１ｉｃｏｆＣｈｉｎａ

生育率和生活水平矢系第二次中Ｈ合作澗飛研究１Ｍ

告弓（中国語版）

昭和59年度

Ｌアジア粥国の農村人口と農業開発に関する調代報告ｉＩｌ

－インドＥ１－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕ｢alPopulaIionand

Agr1culturalDeveIoDmentinAsianCount｢1es

-India-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調ff

BasicSurveyReportonPopulationandIflmiiv

P1annmgmtheKingdomofNepal（英譜版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinjapan（英語版）

２．東南アジア諸国乎人ロ・ＩＭＩ発堆礎綱恋報告ilト

ータイ国一

ReportontheBasicSuweyofPopuIa[ionandDeve

IopmentinSoutheastAsianCountnes
-Thfliland－

６．バンコクの人口都市化と生荊環境・ＷＩ祉調ｊｆ

－データ窺一

SuweyofUrbanization，LMngEnvironmentand

WblfareinBangkok-Data-

（英語版）

３．日本の人口転換と農村11M発

DemographlcTransmlonInJapanandRuralDeve

Iopmcnt（英締版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulatjoninjapan（英総版）

日本的城市化与人口（中国語腿）

UrbanisasiDankependudukanDijepang

（インドネシア鑑版）

`１．ｓu｢veyofFertilityandLivingSlandardsinChinese

RuralAreas-Data-AllthehouseboIdsoftwo

villagesinJilinProvincesurveyedbyquesUonnaires

（英粥版）

失干81'国衣村的人口生育率与生活水平的蝿從掘告

一対干吉林省爾十材近行全戸面iMi凋査的靖采－

－銃ｉｌ・f1il-（中国33版）

昭和61年度

l・アジアi制動の農村人口と股推開発にIlUするilMlfii報告誹

一インドネシア同一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏ〔RuraIPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountI1es

-lndonesia-（英語腕〉
５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本錯馳）

Agricultural＆RuralDevelopmentandPopuIation

mjapan〈英縞版）

日本衣止衣村的友展ｆ１１人口的推移（中国語版）

PerkembanganPer[anian，MasyarakatDesaDan

KependudukanDiJapang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

2．東南アジア諸国等人口・ＩｌＭ発基礎綱従報告諜

一インドネシア囮l-

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheaslAsianCountTIes

-Indonesla-〈英語版）

３．在日留学生の学ｉＷと生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

Labo「ForceandDeveIopmentin」apa、（英語版） l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する綱在報告緋

一タイ国一

Repo｢tontheSurveyofRuraIPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英諦版）

５．人口と1W１発関連統計集

DemographicandSocioEconomiclndicato｢son

PopulationandDeveIopment（英鵬版）
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告i1ト

ー中瀧人民共和国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏpuiatjonand

DevelopmentlnSoutheastAsianCountrIes

-China-（英語版）

６．スライドＨ本の産業開発と人１－１

－その１１１(動力・旭気一一（日本錨版）

IndustrialDevelopmenlandPopulatl0ninJapan

-TheP】rlmeMoverElectr1city-（英語版）

日本的杵並友展与人口

~其1爪助力－１虹'(－（中国語版）

PembangunanlnduslridankependudukandiJepang

-PenggerakUtama・TengaLiStrjk-

（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報{ｌｆｉｌｌ

－タイ国一

小日本の人口と家族

PopulationandtheFamIlyinjapan（英語飯） 7、ネパール]２１蚤}人口家Ij鰭↑画第二次些礎調jff

CompIementaryBasicSurvevReportonPopulaIion

andFalmilvPlanninginthekingdomofNepal５．アジアの人口転換と開発－－統計染一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

CountrIes-OverviewandStalisticalTables-

（英語版） 昭和62年度

１．アジア諸国の農村人{】と農業ｌｌＩ１発に関する鋼在朝｛1機

一中華人hL共和ＵＥｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｒｖｃｖｏｉＲｕｍｌＰopulatIonand

AgricuiluraiDevelopmentinAsianCounKries

-China－（英船版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版〉

FamI1yandPopulationinJapan

-AsianExpenence-（英語版）

日本的人口勺家庭（中国譜版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア譜版） ２．束i櫛アジア,|#国等人Iル開発｣k礎調森報侍書

一『'0華人災共和同一

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢veyofPoDulationand

DevelopmeI11inSoutheastAsianCountrls

--China-（英iMi版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調代

平成元年度

しアジア緒風の農村人口と農業開発に関する麟在報告i1ト

ーバングラデシュ国一

ReportontheSurveyofRuralPopula【ionand

AgriculturalDevelopment－Bangladesh-

（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出にIHIする鯛代研究報告ｉｌド

ーフィリビンＩＸｌ－－

４．日本の人｢lと農業開発

PoDulationandAgrlculturalDevelopmenllnJapfm

（英縞版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調従報告ilト

ーネパール国一

ReportontheBasjcSurveyofPopuIaIlonand

DevelopmentlnSoutheastAsjanCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人[I・開発・環境

Population，DevelopmentandEnvimnmentinNepaＩ
（英譜版）

６．スライド

日本の人口秘助と経済発展（「l本譜飯）

TheMigmtoryMovemcntandEconomicDevelop‐

men【ｉｎjapan（英譜版）

日本的人口秘功与難病没展（中lfl語版）

ＰＣ｢I)lndahanPendudukDanPerkemban鷺anEkonomi

Djjepang（インドネシア語版）

３．アジア潴国からの労動力Mi出に関する調査研究報告誹

一マレーシア同一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopulationandDevelopment

-Japan,sExperiencelnAging-（英締版） ７．トルコ国人【=l家族計Ｉｄｌｉ堆礎iijMif

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

Aginginjapan－ChallengesandProspect-
（英語版）

辺人陶齢化社会的Ｈ本正面'１田挑戦

一追求具生命意又的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

’・アジア諸国の農村人LIと農業|＃１発に関する調交報告ｉｌｆ

－ネパールｌＥ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｃＳｕｒｖｅｙｏfRura1Populatlonand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Nepal-（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に111Ｉする調査研究報告愁

一中華人民共和国一

TantanganMasyarakatLanjutusiajepang

〈インドネシア譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentandPopulationInJapan
-TrendsandProspectsiｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア緒国の農業1}１１発－５カ国の比較一

StrategicMeasuresfo「theAgriculturaIDevelopment

-ComparativeS[rudlesonFiveAsjanCountries-

（英語版）

（本作品は、1990年610日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受Tto）
５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulationinjapan

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasjdijapang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジアi１１１厘|の農村人口と農業１１M発に関する綱在報告9$

－フィリピンEil-

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturaIDevelopｍｅｎｔ－Philjppine-

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発雅礎調炎報告啓

一バングラテシュー

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｌｃＳｕｗｅｙｏｆＰｏｐｕｌationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告uト

ーマレーシア国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏpulationand

AgriculturalDevelopment－Malaysia－

（英語版）
３．アジア潴圃からの労働力流出に関する調炎研究報告縛

一インドネシアljil-

２．東南アジア諸国等人口・開発雅礎調査報告排

一ベトナム国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・潔境一アジアの総験一

Population，DevelopmentandEnvi｢onmenlin

Japan－AsjanExpenence--（英語版）

５．スライド

日本の現境・人口・開発（日本語版）

EnvironmenLPopulationandDevelopment1n

Japan（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangunanJepang

（インドネシア縞版）

（本作品は、1991年鋤日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調炎研究報告掛

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口－

（日本語版）

LIvingforTomorrow－IndustnaI

T｢ansitionandPopulationinJapan-

（英語版）

生活左明夫一日本的存辿鋳換与人口一

（中国語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktur

lndustriDanPopulasiDijepang---

（インドネシア語）

６．アジアの人口都市化一統31．樂一

ProspecUsofUrbanizationinAsla（英語版）

平成３年度

１．アジア諦国の農村人口と農業開発に関する調査報告将

一スリランカ国一一

ReportontheSurveyRuralPopulationand

Agricultu｢alDevelopmem－Srilanka-

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告響

一フィリピン国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCounlries

-Philippines--（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告欝

一ベトナム国一
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ReportontheSuweyofRuraIPopu1ationand

AgriculturalDevelopmeｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－

(英語版）

２．東南アジア諸国等人口,開発基礎調従報告瞥

一スリランカ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulatjonand

DevelopmentinSoutheastAsianCount｢les

-SriLanka-（英語版）

３．アジア諸国の人1111資源１Ｍ発と労働力に関する調盃研究

報告響一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStrategyofAsianNatjons

-PopulatjonandSustainableDevelopment-

（英語版）

５．スライド

女たちの桃liiR-女性の地位向上と日本の人口一

（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Improvements

intheStatusofWomenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑椣－女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TantanganKaumWanjta

-EmanslpasiWanitadanPopulasijepang--

曰誌ＡＰＤＡ ￣■■■

４
月
２
日

～
８
日

４
月
巧
日

５
月
蛆
日

５
月
Ⅳ
日

５

月
１２２

２９日

日

５
月
、
日

６

月
１６

１１日

日

６

月
１２３

２７日

日

米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人
口
・
開
発
会

議
事
前
準
備
会
議
」
及
び
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
へ
向
け
て

の
世
界
議
員
会
議
準
備
会
議
」
に
楠
本
修
主
任
研
究
員
を
派
遣
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ワ
ン
ド
の
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ン
コ
議
員
が
来
所
。

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
及
び
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に

つ
い
て
懇
談
。

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
（
タ

イ
国
議
員
）
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

活
動
及
び
財
務
に
つ
い
て
協
議
。

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
、
安

藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
此
ぴ
本
年
九
月
カ
イ
ロ
で
開
催
の
「
国
際
人

口
・
開
発
議
員
会
議
」
の
準
備
に
つ
い
て
協
議
。

マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ッ
ド
・
イ
ン
ド
人
口
・
開
発
議
員
連

盟
会
長
他
、
計
８
名
が
日
本
の
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の
た

め
来
日
。
群
馬
県
館
林
保
健
所
、
市
保
健
セ
ン
タ
１
、
厚
生

病
院
を
視
察
、
東
京
で
は
厚
生
省
、
国
会
、
松
下
電
器
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
等
を
訪
問
、
福
田
越
夫
元
総
理
、

羽
田
孜
総
理
を
表
敬
、
ま
た
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ

ン
バ
ー
と
交
流
。

本
協
会
理
事
会
開
催
。
Ｈ
平
成
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
口
平
成
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
を
承
認
。

ア
ー
マ
ッ
ド
・
オ
マ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
人
口
・
開
発
議
員

連
盟
副
会
長
他
、
計
６
名
が
日
本
の
人
口
・
開
発
事
情
視
察

の
た
め
来
日
。
新
潟
県
南
魚
沼
郡
の
ゆ
き
ぐ
に
大
和
総
合
病

院
、
国
際
大
学
を
視
察
、
東
京
で
は
厚
生
省
、
国
会
、
国
立

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ソ
ニ
ー
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ル
ド
を
訪
問
、

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
交
流
。

「
国
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
」
準
備
委
員
会
に
楠
本
修
主

任
研
究
員
を
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
に
派
遣
。
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◆
中
国
・
吉
林
大
学
教
授
で
、
同
大
社

会
学
部
長
、
人
口
研
所
長
の
王
勝
今
さ

ん
（
蛆
）
か
ら
、
示
唆
に
富
ん
だ
原
稿
が

寄
せ
ら
れ
た
。
王
さ
ん
は
今
、
一
年
間

の
予
定
で
金
沢
大
学
経
済
学
部
教
授
と

し
て
来
日
中
だ
が
、
原
稿
は
漢
字
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
片
仮
名
、
平
仮
名
を

交
え
て
清
一
書
し
た
綺
麗
な
も
の
で
、
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
に
読
ん
で
い
く
う
ち

に
、
日
・
韓
・
中
・
朝
・
蒙
・
極
東
ロ

シ
ア
を
結
ぶ
「
北
東
ア
ジ
ア
経
済
再
循

環
」
論
に
強
い
共
感
を
お
ぼ
え
た
。
い

わ
ば
お
隣
り
、
向
か
い
同
志
で
あ
り
、

歴
史
的
憎
－
産
や
文
化
的
に
も
類
似
性
を

持
っ
た
こ
の
地
域
が
、
政
治
的
、
軍
事

的
な
緊
張
を
解
い
て
技
術
移
転
－
－
上
座

蘂
移
転
ｌ
労
働
移
転
を
お
互
い
に
完

成
さ
せ
た
な
ら
ば
、
文
字
通
り
二
一
世

紀
の
北
東
ア
ジ
ア
は
世
界
が
注
目
す
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
を
達
成
す
る
だ

ろ
う
。
因
に
、
王
教
授
は
黒
田
俊
夫
博

士
（
日
大
人
口
研
名
誉
所
長
、
当
財
団

理
事
）
の
愛
弟
子
の
一
人
で
、
大
の
親

日
家
で
あ
り
、
知
日
家
。
日
本
の
国
際

人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
議
員
が
訪
中

し
た
際
、
中
国
各
地
を
通
訳
と
し
て
同

行
し
た
が
、
各
地
で
「
あ
な
た
は
中
国

語
が
と
て
も
お
上
手
で
す
ね
」
と
い
わ

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 [

◆
》
今
世
紀
最
後
で
最
大
の
国
際
会
議
と

い
わ
れ
る
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」

が
、
九
月
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
で
開

か
れ
る
が
、
世
界
平
和
に
か
け
る
日
●
本

議
員
団
の
意
気
ご
み
が
各
国
の
注
目
を

集
め
て
い
る
。
当
協
会
が
四
月
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
「
プ
レ
ッ
プ
コ

ム
Ⅲ
」
に
派
過
し
た
楠
本
・
研
究
員
に

よ
る
と
中
山
太
郎
元
外
相
、
桜
井
新
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
堂
本
暁
子
・
参
議
院

議
員
の
三
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
発
表

を
行
い
、
改
め
て
各
国
代
表
団
に
、
人

口
問
題
に
取
り
組
む
日
本
議
員
団
の
熱

意
を
認
識
さ
せ
た
。
選
挙
で
票
に
な
ら

な
い
と
い
わ
れ
、
と
か
く
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
国
際
的
な
平
和
問
題
に
取
り
組
む

真
の
「
国
士
」
に
心
か
ら
声
援
を
送
り
た

い
。

◆
新
聞
記
者
の
目
か
ら
見
た
「
中
国
の

少
子
化
政
策
」
（
石
橋
原
稿
）
を
興
味
深

く
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
一
人
っ
子
政

策
に
よ
る
”
小
皇
帝
“
の
将
来
と
、
〃
重

男
軽
女
〃
の
前
途
が
気
が
か
り
に
な
っ

て
き
た
。
日
本
の
教
育
マ
マ
に
み
ら
れ

る
過
熱
し
た
教
育
戦
争
と
、
小
皇
帝
の

「
し
つ
け
」
の
問
題
が
一
つ
。
も
う
一

つ
は
、
先
進
国
で
は
女
性
の
地
位
向
上

が
か
な
り
進
ん
で
い
る
が
、
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
日
本
の
家
庭
婦
人
の
〃
老

人
介
謹
“
と
、
労
働
力
と
し
て
の
中
国

の
婦
人
の
姿
が
ダ
ブ
っ
て
き
て
、
ｎ
世

紀
は
、
い
よ
い
よ
「
思
い
や
り
の
あ
る

」
人
作
り
が
地
球
社
会
の
重
要
課
題
に

な
る
ぞ
、
と
改
め
て
痛
感
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

r晶蕊衷紙鰄愚震麗明蕊H二

一
＃
爽

孔
子
の
生
ま
れ
故
郷
と
し
て
知
ら
れ
る

曲
阜
（
山
東
省
）
。
そ
の
孔
子
と
子
孫
が

眠
っ
て
い
る
「
孔
林
」
の
入
り
口
で
昔

の
扮
装
で
記
念
写
真
に
収
ま
る
少
女
。

曲阜（山東省）は、孔子の故郷である。儒

教の租、孔子は、すでに二千数百年の昔「論

語」を表わし、その合理的な教育、画期的な

倫理観は後世に至っていよいよ全世界の尊敬

を集めている。普遍的で人間性に立脚した思

想が評価されているからだ。

孔子の直系は現在台湾に住む第77代の孔徳

成氏に及び、中国の歴史の悠久さを改めて思

い知らされる。孔子と歴代の子孫を葬った一

族の墓地「孔林」（コンリン)は、広さ20haに

のぼり、小さな村がすっぽり入ってしまう位

大きい。南側外壁は、古代魯の国の城壁をそ

のまま使っており、紀元前の城壁が現存する

例は珍らしい。

広大な敷地のなかに、大きな石碑のような

墓が点在しており、目印をつけておかないと、

自分の家の墓を見失ってしまうそうだ。

二人の少女が、昔の扮装で「孔林」の入口

でカメラに収ったのがこの－枚である。(撮影

は毎日新聞の石橋武之氏）
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オリジナルビデオ
スライドのおすすめ

，

現在、教育において映像教材は必要不可欠のツールとな

っています。（財)社会経済生産性本部では長年にわたって、

多くの企業の教材制作を行ってきました。

単にビデオを制作するだけではなく、映像教材の活用法

・研修プログラムの開発・インストラクターマニュアルの

開発等、システム教材として制作いたしております。

市販用ビデオ教材では補えない貴社独自の理論・理念を

十分に盛り込んだ、ご満足いただける内容のシステム教材

を制作いたします。

オリジナルビデオ教材例

■人事考課者訓練用教材

●人事制度紹介用ビデオ教材

●人事考課者訓練用ケーススタディ

●面接訓練用ビデオ教材

■管理者教育用教材

●ヒューマンスキル習得用教材

■新入社員教育用教材

■安全・衛生管理用教材

■事業紹介ビデオ等

制作プロセス

映像編蕊 試写,完成企画検討 シナリオ作成 撮影･収録

｜
邑
一
【
］

多本数のプリントが出

来、各支店・営業所に

配布することが可能

長年教育ビデオで培っ
てきたノウハウを提供

高品衡の映像技術、放送局レベルのスタッフ・

機材・編集

賢社の蛎例

馳場のケースを検討

ｊ轤露欝薯.鷺篭：
UＰＣ－ＳＥＤ

オリジナルビデオ教材例

|制作プロセス

企画検討

鑿ii驫藝
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